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会社で恋しちゃダメですか？
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第一章










新しい上司




　昨日のオフィスと今日のオフィスは、同じようでいてまったく違う。

　池いけ山やま園その子こは自分のグレーのデスクに座ると、花粉症対策のためにつけていたマスクを外した。ふうと大きくため息が出る。

「おはよう、園子」

　隣に座る米よね崎ざき紀のり子こが、不安そうな顔で声をかける。ふたりとも同期入社の二十七歳だ。

「おはよう」

　園子もつられて、不安げな表情を浮かべた。

「これからどうなるんだろう」

　紀子は椅子にもたれながら、眉間に皺しわを寄せる。

「まさかリストラとか、ないよね」

「う……ん、だといいんだけど」

　園子は言った。

　ここは、日に本ほん橋ばしにある老舗化粧品メーカー。老舗というと聞こえはいいが、今にも消えそうな弱小企業だ。園子はそこで営業事務をしている。

　主力商品は美容クリーム、ただこの一点のみ。限られたドラッグストアでしか買えないが、肌の弱い女性の間では多少知られた商品で、それなりの売り上げを誇っていた。

　けれど、一昨年ぐらいから同様の他社製品に押され、徐々に売り上げがダウン。昨日とうとう、大手化粧品メーカーに会社を買収されることが、社員に知らされたのだ。

「春なのに、このビル寒い」

　紀子が、お気に入りのチェックの膝掛けを引き出しから出す。

「仕方ないよ、もう築何十年？って感じだもの」

　園子も同様に膝掛けを出す。

　コンクリートの壁に、低い天井。暖房設備は古く、運転すると変な匂いがする。デスクとデスクの間は狭く、廊下には商品やパンフレット、サンプル品の入った段ボールが積み上げられている。たまに深夜残業をすると、無性にぞくぞくする、そんなビルだ。

「おっはよ」

　営業で同じく同期の山やま本もと朋とも生きが、目の前のデスクにどかんと座る。買ってきた缶コーヒーを開けて、あっという間に飲み干した。

「朋生は、能天気よね」

　紀子がとがめるような声で言う。

「そうか？」

　出社早々ネクタイを緩める朋生は、心配性の紀子をからかうように見た。

「だって、この会社、どうなるか分かんないんだよ」

「そうかもしれないけど、まだなにも決まってないじゃないか。それに、あんなおっきな化粧品メーカーが親会社になるってうれしいじゃん？　お給料アップとかあるかも」

　朋生はにやりと笑った。

「楽天家」と紀子が言うと、「そのほうが人生楽しいだろ」と朋生が言い返す。

　ふたりはいつもこんな感じで、ポンポンと言葉を交わす。口べたで思ったことをなかなか表現できない園子は、ふたりの会話がうらやましい。加えて、朋生と話す紀子はいつも楽しそうで、もしかして朋生のことが好きなんじゃないだろうか、と勘ぐってしまう。それくらい、ふたりは気が合っていた。

「ちょっと、いいか？」

　オフィス前方の、パーテーションで区切られたスペースから、田た中なか専務が出てきた。営業部の二十名ほどが、一斉に彼のほうを向く。

　田中専務は、長くこの会社に勤めている。低い身長に、はげ頭。お酒が入るとご機嫌で、権力に弱いタイプだ。園子はあまり好きではなかったが、なぜか田中専務に気に入られていて、用事がある時はいつだって一番に呼ばれてしまう。

　田中専務は、背筋を伸ばして営業部全体を見回すと、話し始めた。

「君たちも、不安な一夜を過ごしたと思う。正直、この会社が今後どうなっていくのか、まったく分からない。けれど、わたしたちは目の前のやるべきことをしっかりやっていこう。そうすれば、正しく評価されるはずだ」

　田中専務は自分の演説に酔ったように「うん」とうなずいた。それから「山やま科しな部長」とパーテーションの後ろへ声をかける。

　グレーのビジネススーツを着た男性が出てきた。歳は三十代前半だろう。

　長身でスタイルがいい。艶のある黒髪に、二重の瞳、通った鼻筋。古くカビくさいこのオフィスには似つかわしくない、違う世界から来た人のようだった。

「昨日採用になった、山科達たつ也やくんだ。営業部長を兼任していた僕に代わって、部長としてこの営業部を改革してもらう」

　営業部がざわついた。部長にしては、あまりにも若い。明らかに年長の社員は、驚きの中に不愉快な表情を浮かべた。

　田中専務は不服そうな面々をなだめるように、困ったような顔をしてみせる。

「親会社である『ＴＳＵＢＡＳＡツバサ化け粧しょう品ひん』から、売り上げの向上を指示されているんだ。このままでは、わたしたちは『竹たけ永ながコスメティックス』の社員でいられなくなるかもしれない。彼、山科くんは……」

　田中専務はちらりと隣の山科を見てから、再び口を開く。

「以前勤めていた会社でも、かなりの実績を上げたやり手だ。このピンチをチャンスだと思って、新しい体制で挑んでほしい。じゃあ、山科くん、ひと言」

　田中専務はそう言って、一歩下がった。

　山科が一歩前に出る。ぐるりと営業部を見回すと、穏やかな微笑みを見せた。

「なぜＴＳＵＢＡＳＡ化粧品が、この会社を欲しがったのか、考えてみてください。商品がいいんです。そうでなきゃ、あれほどの大きな会社が目をつけるわけがない。自信を持って、自社の商品を売りましょう。必ず、売れます」

　その瞬間、営業部のぼやけた雰囲気が、鮮やかに輝いた。

「僕のやり方に異を唱える方がいらっしゃると思います。歓迎です。僕は部長ですが、若じゃく輩はい者もの。皆さんのほうがノウハウも経験も豊富だ。だから、おかしいと思ったら必ず言ってください。僕は監督者ではなく、サポートする立場です。みんなで、ＴＳＵＢＡＳＡ化粧品をうならせてやりましょう。そして、買収したことを後悔させないようにしてやりましょう」

　一気にそこまでしゃべって、山科はにこりと笑顔を見せた。

「よろしくお願いします」

　頭を深く下げた。

　パラパラと手を叩たたく音がして、それから、すぐに大きな拍手へと変わった。

　園子も、リストラの危機にめげていた心が前向きに動きだすのがわかる。

「あの人、すごい。できる人だね」

　隣から紀子がささやいた。

「うん」

　園子もうなずく。

「それに、すごくかっこいい」

　紀子はウキウキした表情を浮かべた。

「園子くーん」

　田中専務が手を上げて、ひらひらと呼ぶ。

「また呼ばれちゃった」

　園子は文句を言いつつ、膝掛けをデスクの上にたたんで置いた。

「いつも大変だね、行ってらっしゃい」

　紀子が言う。

「行ってきます」

　苦笑している顔を田中専務に見られないようにうつむきながら、園子はデスクを離れた。狭い通路を、デスクをよけながら小走りで通る。

「なんでしょうか」

　田中専務の前にたどり着くと、精いっぱいの笑顔を見せた。山科は田中専務の隣で、穏やかな笑みを浮かべて立っている。

「山科くんのデスク、あの会議室を片づけて、作ってくれないか？」

「はい」

「それから、しばらくは山科くんを手伝ってやってくれ。山科くんの指示に従って」

「はい」

「じゃ、よろしく」

　田中専務はそう言うと、背を向けてパーテーションの向こうへと消えていく。

　園子は隣に立つ山科の顔を見上げた。

「山科部長、よろしくお願いします」

「園子さん、名字は？」

　山科が顔をのぞき込むように訊たずねた。

　近くで見ると、山科はとにかく完璧だ。俳優だと言われても疑わない。

「池山です」

「じゃあ、池山さん、よろしくね」

　山科がにこりと笑うと、園子は慌てて目を伏せた。ただでさえ人見知りで緊張屋なのに、こんな完璧な男性が目の前にいるとさらにナーバスになってしまう。

「これからお部屋を作りますので、しばらくお待ちください」

　園子が目を上げてそう言うと、山科はぽかんとした顔をした。

「なに、言ってるの。僕ももちろんやるよ」

「でも……」

「自分のことは自分でって、子供の頃言われただろう？」

　そう言うと、さっさと会議室へと入っていく。園子はその背中を慌てて追いかけた。

　会議室は、六畳ほどのカーペット敷きの部屋。蛍光灯をつけると、ぱちぱちと音がした。

　山科は、部屋の両側に山積みされた段ボールを指差す。

「これ、どこに持っていくの？」

「倉庫があるので、そこに持っていきます」

「分かった」

　山科は背広のジャケットを脱ぐと、腕をまくった。それから磨りガラスの窓を開ける。

　道路を走る車の音と、排気ガスの匂い。小さなこの部屋が一気に外界と繋つながった。

「倉庫、案内して」

「あ、はいっ」

　すでに段ボールを抱えている山科に続き、園子も働きだした。




　ふたりで作業をすると、あっという間に部屋が片づく。段ボールを倉庫に運び、空いているデスクセット、ファイルキャビネットを運び入れる。

　園子は、システム部からパソコンを借りてくると、床から無造作に出ているＬＡＮケーブルに差し込んだ。電源を入れるとキューンと音がして、ハードディスクがカリカリと音を出し始める。

　園子はやっとひと息ついた。なにげなく顔を上げると、自分の荷物をほどいている山科の姿が目に入る。

　ワイシャツの袖はまくり上げられ、細いけれど引き締まった腕が見えた。空になった段ボールをたたむ時には、その腕に力が入り、いっそうたくましさが増す。

　なんだか恥ずかしくなって、園子はうつむいた。

「池山さん、ありがとう」

　山科は髪をかき上げて、それからシャツの袖を元に戻す。

「手伝ってくださったおかげで、早くできました」

「君が手伝ってくれたんだよ」

　不思議な上司だ。こんなことを言ってくれる人は、この会社ではいない。田中専務であれば、当然のことのようにどこかでタバコでも吸っているだろう。

「じゃあ、早速だけど」

　山科がジャケットを羽織り直して、デスクに座る。園子はその前に立った。

「ここ五年の売り上げ推移が見たい。出せる？」

「はい」

「それから今日中に、各営業チームのリーダーと話がしたい。スケジューリングしてくれる？」

「はい」

「その打ち合わせ前に売り上げ推移が見たいから、一時間後に僕のデスクに持ってきて」

　園子は目を丸くして、ただ「はい」としか言えない。

　一時間後に資料を出して、合間にスケジューリング？　ダッシュでやらないと間に合わない。

「打ち合わせには、池山さんも同席だよ」

「はい」

「じゃ、今のところはそれだけ。よろしく」

　山科はさわやかな笑顔を見せると、パソコンに向かう。

　園子は慌てて部屋を出た。急がないと、なにもかも間に合わない。

　自分のデスクに戻ると、パソコンに向かっていた紀子が「お帰り」と声をかける。園子は余裕がなくて「うん」とうなずくだけだ。

「いいなあ、園子。山科部長と一緒だなんて」

　紀子がしゃべりたそうにしているのを感じながらも「ごめん、急いでるんだ」と牽けん制せいしておく。

「なんでそんなに慌ててるの？」

　紀子が不思議そうに首を傾げるのを横目で見ながら、パソコンで過去データを呼び出す。

「山科部長、たぶんいい人だけど、仕事の鬼かも」

「へえ、そうなんだ」

「間に合わせなくちゃいけないから、真剣モードに入るね」

「オッケー」

　紀子は明るくそう言うと、自分の仕事に戻っていった。

　こんなに超特急で真剣に仕事をしたのは、入社以来久しぶりだ。猛烈な勢いで、資料を作成していく。その合間に、打ち合わせのスケジューリングも行う。

　営業は外に出てしまうと、なかなか連絡がつかない。やっと時間を決められたのは、資料提出の十分前。資料をプリンターから出力してチェックをして、急いで山科の席へ持っていく。

「失礼します。資料、お持ちしました」

「ありがとう」

　山科はパソコンから顔を上げ、園子を見る。それから手を差し出した。

　園子は資料を手渡す。

「ミーティングは？」

「三時半には、各リーダーとも帰社しています」

「分かった」

　山科はしばらく資料を読むと「よくできてる」と褒めた。

「ありがとうございます」

「これくらいの仕事もできないようなら、違う人と代えてもらおうと思ってたんだ」

　そう言われて、園子の背中に汗が伝う。

「ミーティング前に、商品サンプルと、あれば試作品を用意しといて」

「はい」

「よし、がんばって。じゃあ、はい」

　山科が園子の手にポンとなにかを乗せる。

「チョコレート。さっきのお礼だよ」

　そう言って、笑顔を見せた。

　部屋を出てデスクまで小走りに戻ると、粒チョコレートが箱の中でコロコロと音を立てる。

　園子の唇には、自然と笑みが浮かんだ。










上司と同期




「池山さん、始めるよ」

　会議室のドアの向こうから、山科の声が飛んでくる。

「はいっ」

　園子は資料を一式持って急いだ。

　何度も準備不足がないかどうか考えていたら、もらったチョコレートはあっという間に半分以上なくなった。園子の脳は、猛スピードで糖分を消費しているようだ。

　営業一グループから三グループまでのリーダーが、四角い会議机を取り囲む。一番奥の席には、山科がパソコンと園子の作成した資料を持って座っている。

　リーダーたちは、心なしか緊張していた。どんな部長なのか、探っているような雰囲気だ。

　会議室の扉を閉めると、山科が「ここ五年間の資料を読みました」と口を開く。

「新規ルートの開拓がまったくできてないと思いましたね」

　そう鋭く切り込んだ。

　山科の存在感は圧倒的だった。資料を短時間に分析し、弱点をあぶり出す。

「ＴＳＵＢＡＳＡ化粧品からは、一年で三倍の売り上げアップを言い渡されています。無謀とも思える要求ですが、時間も方法も、それから実行する優秀な社員もいます。大丈夫です、がんばりましょう」

　園子は思わず「あの……」と手を上げた。

「池山さん、なに？」

「一年でそれほどの流通を増やすとなると、生産体制が追いつかないと思うんですが。長なが野のの一工場で生産しているだけなので、これ以上生産量を増やすのは難しいと思います。なおかつ、無添加をうたっていますので、消費期限が短いんです。なので、これまではストックを増やさないよう、生産量を調節してきました」

「よし、じゃあ明日、生産部と話そう。池山さん、スケジューリングよろしく」

「はい」

「生産体制が追いつかないのであれば、あえて品薄にしてブランド価値を高めるのは、どうでしょうか」

　山科が提案する。

「これまでの流通も制限するんですか？」

　朋生が訊ねる。

「そう。手に入らないとなると、どうしても欲しくなる。それが心理ですから」

「これまで買ってくれていた人たちが、その期間に離れていったりしないでしょうか」

「この商品なら、大丈夫。呼び戻せます」

　山科が言うと、なぜか本当にそんな気がしてくる。

「流通を制限して顧客の購買意欲が高まっている間に、生産体制を整えましょう」

　皆がうなずいた。




　打ち合わせは、リーダーたちにほのかな熱気を残し、終了した。

「池山さん、ありがとう。生産体制についてよく分かってるね」

　部屋を出る園子の背中に、山科が声をかけた。

「ありがとうございます。わたし、新人の頃しばらく生産部にいたことがあるんです」

「そうか」

　山科が満足そうな顔をすると、園子の胸にほわっと温かいものが込み上げる。

　仕事で評価されると、こんなにもうれしいんだ。

　園子がオフィスに戻ると、常設してあるドリップ式のコーヒーが煮詰まって、なんとも言えない匂いがしているのに気づいた。ポットを手に持って、そのまま給湯室へと向かう。

　ここもまた、古い給湯室。ガスの点火ボタンを押して、ポットを洗い始めた。

「お、園子」

　振り返ると、給湯室の入り口に朋生が立っていた。

「お疲れさま」

　朋生が側に寄ってくる。

「三倍なんて、無理だよな」

「でも、方法はあるって部長が言ってたじゃない」

「道のりは長い」

　朋生はため息をついた。そして次の瞬間、「あ」と思い出したようにポケットから紙を取り出した。

「土曜日のミュージカルチケットが二枚あるんだけど、一緒に行かない？」

　そう気軽に誘った。

「ミュージカルかぁ。行ったことないし、よく分からないな。あ、紀子が好きって言ってたかも。誘ってみたら？」

　ポットに水を入れながら、園子は返事をする。

「……そっか。じゃあ、紀子に声かけてみるな」

「そのほうがいいと思う」

　園子は濡ぬれた手を拭きながら言った。

　朋生は「オッケー」と軽くうなずくと、再びチケットをポケットにくしゃっと突っ込み、給湯室から出ていった。

　園子も朋生のすぐ後に続いて、水を入れたポットを手に給湯室を出る。

　そこに、山科が立っていた。

「わっ、びっくりした」

　園子は思わず声に出す。

　朋生は振り返らず、ずんずんと廊下を進んでいる。もうすでに背中がかなり遠い。

　山科は腕を組んで、壁にもたれた。

「池山さんは……劇的に鈍いのか、それとも百戦錬磨の悪女なのか」

「はっ？」

　園子はその言葉の意味が理解できず、変な声が出てしまう。

　山科はじっくりと園子を見る。それはまるで、観察と言ってもいいような視線で、園子はいたたまれなくなった。

「きっと、前者だな」

「あの……どういうことですか？」

　山科はいたずらっ子のような表情を浮かべて、「彼は他の女の子は誘わないよ」と言った。

「え？　でも……山本くんは、紀子と仲がいいですよ」

「仲がよくても、誘いたかったのは池山さん」

　そこでやっと、園子は山科の言わんとすることが分かった。

「ご、誤解ですよ」

「そうかなぁ」

「そうです。他意はないはずです」

「まあ、いいけれど」

　山科はそう言うと、にやりと笑う。そして、無言で給湯室の前を歩き去った。

　園子はポット片手に、呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。それから『もしかして、今かなり失礼なこと、言われたんじゃない？』と思いついた。










誰にも言わないで




　山科が配属されて三日。営業部の雰囲気は一変した。以前は生産性重視ではなかったので、どこかのんびりとしていて、ある意味心地よかった。しかし今は違う。

　山科が社員を盛り上げ、緊張感を与える。近くで彼を見ていると、頭の回転や人を率いる力が秀でているのが、本当によく分かった。

　どこで見つけてきたんだろう、こんな人。

　園子は猛然とタイピングしていた手を止めて、山科の姿をちらりと見た。

　あ、電話してる。眉間に皺が寄った。怒ってる？　誰と話してるんだろう。

「園子、また山科部長を見てる」

　紀子がからかうように言った。

「え？　だって、不思議じゃない？　あの人ひとり入っただけで、なんだか社内の空気が変わった」

「確かにね。だらけた営業部に喝が入ったみたい」

　すると、「おい、だらけてなんかなかったぞ」と朋生が口を挟んだ。

「でも、ずいぶんのんびりだったじゃん」

　紀子が笑いながら答える。

「それが俺たちのいいところだったんだよ」

「でも今のほうが、みんな生き生きとしてて、かっこいいよ」

　紀子が言うと、朋生が「口がうまいねー、紀子さん」と言った。

　朋生の笑顔を見ていると、山科が言っていたことを思い出す。

　朋生が誘いたかったのは、わたし？　……邪推しすぎなんじゃ、ないかな。

「なに？　園子」

　じっと見られていたのに気づいて、朋生が園子に笑いかけた。

「ううん、なんでもない。あ、チケットどうした？」

　園子が訊ねると、朋生はぐっと詰まったような顔をした。

「紀子に声かける前に、譲り先が決まったんだ」

「……そう、なんだ」

　しかし朋生の顔を見ていると、園子になんとも言えない違和感が浮かび上がる。

「ちょっとー、わたしを誘ってよ！　暇なんだから」

　紀子が口を尖とがらせる。

「悪い悪い、また今度な」

　朋生は視線をそらして、席を立った。

「じゃあ、外出してくる」

「ん、分かった。帰社は？」

　紀子が聞くと「歓迎会に直で行くよ」と答えた。

「分かった。行ってらっしゃーい」

　紀子が手を振る。

　朋生はカバンを抱えて、どこか慌てたような感じでオフィスを出ていった。

「慌てちゃって、かわいいな、朋生」

　紀子が意地悪っぽく言う。

「どうしたんだろうね」

　園子が訊ねると、紀子は「気づいてないの!?」と大きな声を上げた。

「え？　なにを？」

「朋生、いっつも園子のこと見てるよ。そろそろ誘うかなーって思って見てたけど、撃沈したんだね」

「……嘘うそ」

　園子は唖あ然ぜんとした。

　そんなこと、ちっとも気づいてなかった。

「園子は今、山科部長に関心ありだし、朋生も焦るだろうね、あの男相手じゃ」

「ビジネス上の関心なんだけど」

「はいはい」

　紀子は『よく分かっております』と言うようにうなずくと、仕事に戻る。

　園子は居心地の悪さをごまかすように、コーヒーをひと口飲んだ。

　すると「池山さん、ちょっと来てくれる？」と部長室から声がかかる。

「はい」

　園子はなんだかホッとして、膝掛けを椅子にかけて立ち上がった。

　山科部長は仕事だけに集中させてくれる。ありがたい。

　部屋に入ると、山科はジャケットに手を通しているところだった。

「池山さん、おつかいに行ってくれる？」

「はい」

「ＴＳＵＢＡＳＡ化粧品の統括事業部・佐さ々ささん宛てに、この資料とサンプルを持っていってほしいんだ」

　そう言って、茶封筒を渡された。

「分かりました」

「申し訳ないけれど、僕はこれから私用で出る。夕方には帰るから」

「分かりました」

「じゃあ、よろしく」

　山科はそう言って、部屋を出ていく。

　心なしか、いつもよりも若干憂ゆう鬱うつそうに見えるのは気のせい？

　園子はぼんやりと、そんなことを思った。




　銀ぎん座ざは久しぶり。日本橋と銀座、近いようでいて、けっこう遠いから。

　春の日差しに、心までぽかぽかと温かくなる。おつかいを無事に終えた園子は、自然と笑みを浮かべた。

　おつかい自体は、早く終わった。ただ園子は、ＴＳＵＢＡＳＡ化粧品の本社ビルの新しさと大きさに必要以上に萎縮してしまった。自分があまりにも場違いな気がして、終始うつむき、自分の黒いパンプスを見つめるしかなかったのだ。

　あんな大きな会社、どうやったら入社できるんだろう。受付嬢もすっごくきれいだったし。同じ化粧品メーカーなのに、格段の差。

　園子は、リラックスするために深呼吸する。

　終わったら、ホッとした。あんな大きな会社、わたしとは縁のないところだし、気にしても仕方がないもの。

　少し気分も軽く、銀座通りを歩いていると、ショーウィンドウに色とりどりの服がディスプレイされているのが目に入った。思わず立ち止まる。

　園子のお給料では、とても手が出ない価格。加えて、マネキンみたいにスタイルもよくないから、着こなせない。楽しかった気持ちが、あっという間に下降する。

　ダメダメ、こんなの。気分転換に、コーヒーでもテイクアウトして帰ろうかな。

　園子はそう考えて、チェーンのコーヒーショップに入った。

　カフェオレをオーダーして、ふと右を見ると、すぐそこのソファ席に山科の横顔が見えた。

　思わず「あ」と小さく声を上げて顔を伏せる。

　……どうしてここに。

　とたんに落ち着かなくなる。コーヒーのテイクアウトぐらい、サボりというほどでもないけれど、なんだか気まずい。

　まだ気づかれていない。すぐにここから出なくちゃ。

　園子はコーヒーの紙カップを手に持つと、最後にちらっともう一度、山科のほうを見た。それから少し首を傾げる。

　あのおじいさん、最近どこかで見たことある気がする。でも、どこだっけ？

　園子はポケットから、マスクを取り出してかける。ほとんど無意識に、山科とパーテーションで区切られている隣の席に座った。

　これは、ビジネス上の関心……よ。

　園子はそうごまかして、隠れて座る後ろめたさを払拭しようとした。

　耳をすませると、ふたりの会話がちゃんと聞こえる。園子はじっと聞き耳を立てた。

「なにもこんなところでコーヒーを飲まなくても、いつものところで飲めばいいじゃないか。うまいぞ」

　初老の男性の声がした。

「ここも、おいしいですよ」

　山科が言う。

「そうは思えんがな。で、どうだ、竹永は」

　園子は『竹永』という言葉にはっとする。

「皆、意欲的です。目標を達成できるよう努力しています」

「努力だけじゃ、なんともならんことがある」

「分かってます」

　初老男性のため息がひとつ。

「最終的には、うちのブランドのひとつとして売っていきたい商品だ。変に社員を煽あおるなよ。商品を得たからといって、その社員が欲しいわけじゃない」

「でも、優秀な社員はいます」

　まるで感情のない、山科の声。

「本社に引き抜けるか？」

「おそらく」

「まあ、それはお前に任せた」

　園子は信じられない気持ちで、ふたりの会話を聞いていた。『社員が欲しいわけじゃない』という言葉に、胸をえぐられるような気持ちになる。

　どういうこと？　山科部長は、ＴＳＵＢＡＳＡから来た人なの？

「力量を見せろ。後継者に押すには、実績が必要だ」

　ひとりが席を立つ気配がした。

「やっぱりコーヒーはあそこが最高だ。小さい頃からいいものしか与えていないのに、お前の舌も鈍ったのか？　わたしの息子として、恥じないような暮らしをしろ」

　園子の後ろを男が通り過ぎる。園子は振り返って、その姿をじっと見続けた。

　視線に気づいたのか、その男は少し振り返ったが、すぐに店を出ていく。

　園子は固まったまま、猛スピードで今の会話、それから見覚えある男の顔について、考えた。

　やっぱり見たことがある。最近、ネットで見た。うちの会社が買収されるって聞いて、ＴＳＵＢＡＳＡ化粧品ってどんな会社かなって。……そうだ、見たんだ。社長の顔。

「嘘……」

　園子は思わずつぶやいた。

「なんで池山さんがここにいるの？」

　はっと我に返ると、目の前に山科が座っていた。

「部長……」

「おつかいを頼んで、もうとっくに会社に帰ってるはずだよね」

　いつもの穏やかな笑顔は消えて、表情がない。

「……すみません」

　園子がうつむくと、山科はふうと大きくため息をつき、「聞いた？」と言った。

「はい、あの……聞きました」

「誰にもしゃべらないでくれ」

「隠し通すんですか？」

「せっかくオフィスになじんできたところで素性がばれてしまえば、監督者だと思われる」

　山科は腕を組んで、背もたれに寄りかかった。

「でも、監督者なんですよね。わたしたちをだましてるんですよね」

　園子は思わず口にした。先ほどの言葉が忘れられない。社員を切り捨てるために、彼は派遣されてきたのだから。

「これはビジネスなんだ」

　山科は言った。感情をなくした人のように、真っ平らな言葉に聞こえた。

「でも……」

「僕の指示に従うのが、池山さんの仕事。不服があったら言ってもいい。でも要求が通るとは限らないよ」

「ひどい。信頼を裏切ってるんですよ」

　園子は口惜しくて、手を思わず握りしめる。

「池山さんって……」

　山科が興味深そうな声を出す。

「劇的に鈍いのに、しっかり芯はあるんだね。こんなふうに食い込んできたりしない女性かと思った」

「……どういう意味ですか？」

「うん、まあ、意外だなって思ったから」

　山科は軽く微笑むと「帰ろっか」と園子を促す。それから、ちらっと園子の顔を見て「マスク似合ってるよ」と言った。










密かな躍動




　山科の歓迎会は、夜八時にスタートした。

「園子、今日は飲まないの？」

　隣に座った紀子が訊ねる。

「うん。今日は花粉症の薬を飲んでるから、まわっちゃうと思うんだ」

「園子はちゃんとしてるねー。わたし、飲んじゃうかも」

　紀子はそう言って笑った。

　会社近くの、行きつけの居酒屋。焼き鳥が専門で、店内は常に薄雲っている。

　一番奥のお座敷に、営業部の社員が集まった。園子はオーダーがしやすいように、手前側に座った。上座の席に田中専務、その隣に山科部長がいる。

　今日の会話を思い出すと、園子はちくちくと胸が痛くなる。今は怒りよりも悲しさが強い。

　彼のことを尊敬できる上司だと思っていたのに。しかも『マスクが似合う』って言われても……。

　バカにされたようで、その言葉に気分も落ち込む。

　ふと顔を上げると、山科と目が合った。園子がみだりにしゃべったりしないように、牽制をかけているような視線。

　園子は眉をひそめて目を伏せる。ひと口大きくウーロン茶を飲んだ。

　ＴＳＵＢＡＳＡ化粧品の社長の息子だなんて、恵まれてる人。地位も仕事も完璧で、悩みなんかないんだろうな。

　園子はふてくされたような気分になり、ウーロン茶をひたすら飲み続ける。心なしか、身体が温かくなってきたようだ。

「園子、なんでお前、そんなに顔が真っ赤？　ウーロン茶だろ？」

　斜め前の席から、朋生が声をかけてきた。

「うん、ウーロン。たぶん雰囲気に酔ったんだと思うよ」

　紀子が言った。

「そうか？」

　朋生はなおも気にする素振りを見せるも、他の社員との会話へ戻っていった。

　園子は朋生の横顔をぼんやりと見つめる。

　朋生くんがわたしを好きだなんて、信じられない。わたしは至極普通だし、口べただし、人見知りだし、緊張しいだし、欠点だらけだもの。

　園子はごくごくとウーロン茶を飲む。喉が乾いて仕方がない。

　なんだかフワフワするな。

「ねえ、園子。やっぱり山科部長って、突き抜けてかっこいいよね」

　紀子が耳元に、ひそひそと話しかけてきた。

「そう？」

「そうよ、周りと比べてごらんって。まあ、朋生は悪くないけど、悪くないって程度。山科部長はダントツ。仕事もできるし優しいし、完璧だよね」

　園子はその言葉に、どういうわけか涙腺を刺激された。

　だまされているのに、竹永の社員たちは疑うこともしない。なんていい人たちなんだろう。そんな人たちを、いらないって言うなんて。

「ど、どうしたの？」

　紀子が慌てたような声を出す。

「なんか、悲しくて」

　言っている側から、涙がぽろぽろ出始める。

「どうした？　やっぱ園子おかしいな」

　朋生が心配そうな目をして、園子を見る。

　紀子はいぶかしげな顔で園子のウーロン茶を横から取り、ひと口舐なめた。

「これ、ウーロンハイだ」

　朋生が「え!?」と驚いた声を出した。

「今日、園子、薬飲んでんだろ。危ないよ。まわるよ」

　朋生が腰を上げて、園子の元へ来た。

「大丈夫か？　具合悪くないか？」

「大丈夫、うん、大丈夫」

　園子はそう答えながらも、なんだか目の前がぐるぐるとしてくる。

　あれ？　大丈夫じゃないかも……。なんだか飛んでるみたいな気分。

「園子、やっぱりおかしいよ。ふらふらしてる」

　紀子が背中を支えてくれているのが分かった。

「俺、園子を送ってくわ」

　朋生がそう言っているのが聞こえる。今度はなんだか楽しくなってきた。

　朋生くんはわたしのことを好きなんだって。こんなわたしのどこがよかったんだろう。ははは。

　園子は、そのままどさっと横に倒れた。油っぽい畳に頬がつくと、なぜか笑いが止まらなくなる。

「ああ、園子、やばいよ」

「園子んちって、どこ？」

　遠くで声が聞こえる。そして、そこから意識を失った。




　園子が目を覚ますと、見覚えのない場所にいた。

「どこ？　ここ」

　ゆっくりと身体を起こし、周りを見回した。広い部屋に、大きな窓。そこからスカイツリーが見える。

　高層階らしきこの部屋には、暖かな太陽の光が差し込んでいる。

　ダブルベッドに、ほわほわの毛布。クリーム色の壁には、おしゃれな絵が飾られていて、窓と正反対の壁側には大きなクローゼット。

　ふと自分の胸もとを見ると、大きなパジャマが着せられている。

　誰の？　どう見ても、男性用だけど……。

　現実を認識し始めると、不安が募ってくる。

　これって、どういうこと？　まさか、そんな……嘘でしょ。

　ベッドからそっと下りると、むき出しの脚が目に入る。慌ててショーツを確認して、はいていることにホッとした。

　自分の衣類を探したが、部屋の中には見当たらない。とたんにパニックが襲ってくる。

　どうしよう、これじゃ逃げ出せない。

　園子は扉をじっと見つめる。そこから外に出なくちゃいけないのに、その勇気が出ない。

　バタンッ。

　突然扉が開いたことに、まるで心臓が爆発したかと思うほどびっくりして、思わずベッドに尻餅をついた。

「おはよう」

　山科が言った。

「ぶ、ちょう……」

　園子は口を開けて、山科の顔を凝視する。

　彼はそんな園子の反応を楽しむように、ゆったりと園子に近づく。

　園子はベッドの上を後ろに逃げた。

「昨夜は楽しかったな」

　山科はベッドに腰掛け、園子のほうに身体を乗り出す。

　園子はもう一歩後ろへ逃げる。

「池山さんって、大胆だよね」

「えっ」

　頭が真っ白になる。

「俺もそんなつもりはなかったけど、あんなふうに迫られたら……」

　そこで山科がにやりと笑う。

「え、え、え、えーっ!?」

　園子は叫び声を上げた。

　すると、風船が破裂したみたいに、激しく山科が笑いだした。

「あははは、池山さん、最高におかしいよ」

「？」

　園子は訳が分からず、爆笑している山科をただ見ているしかできない。

「ごめんごめん、冗談だって。なんにもしてないよ。池山さん、危なかったから、連れて帰るしかなかったんだよ」

　山科はお腹を抱え、うっすらと涙さえ浮かべている。

「危ない？」

「ほんと、覚えてないんだね」

　山科はベッドに手をついて、脚を組んだ。

「ウーロンハイを飲んだことは覚えてます。それから……」

　園子はフル回転で昨日のことを思い出そうとするが、もやがかかったみたいになかなか映像が出てこない。

「池山さん、突然笑い始めちゃって。危ないから帰したいけど、誰も家を知らないんだよ。米崎さんが自分のアパートに連れて帰るって言ったんだけど、もう理性のタガが外れちゃったみたいで、なにか言うんじゃないかってはらはらしたからさ」

「ああ……」

　園子は合点がいった。

　酔っぱらってまずいことをしゃべらないように、みんなから引き離したんだ。

　園子は情けなくて恥ずかしくて、深々と頭を下げた。

「すいませんでした。帰ります」

　そう言うと、「その格好で？」と山科が訊ねた。そこではたと、男性用パジャマを着ていることを思い出す。

「あの……わたしの服……」

「クリーニングに出したから、お昼過ぎまで帰れないよ」

「クリーニング？」

　園子の目が点になる。

　するとまた、山科が爆笑しだした。よほどおかしいのか、ベッドの上に転がって、バタバタと脚を動かす。

「部長っ、なんですか!?」

　園子は恥ずかしさと屈辱で顔を赤らめ、ベッドの毛布を握りしめた。

　山科は瞳にうっすらと涙を浮かべ、ベッドから園子を見上げる。

　なんだか……妙な色気が……。

　胸がドキンと鳴った。顔がさらに赤くなる。

「タクシーを呼んで、いざ立ち上がらせようと思ったら、思いのほかダダをこねて」

「ダダをこねて？　わたしが？」

「そう、君が。さらにお酒に手を伸ばそうとするから、みんなで止めたんだよ。でも制止がきかなくて、そのまま倒れ込んじゃった。しかもお酒を頭からかぶってね。でも……」

　山科が再び笑いだす。

「池山さん、それでも笑ってんだ。めちゃくちゃおかしかった」

　園子の頭に、無様に倒れる酔っぱらいの自分が見えた。毛布を引っぱり上げて、顔を隠す。

　そんな失態を見せただなんて、もう辞職するしかない。どうせすぐにでもリストラされるところだったんだから。

　涙がじわりとあふれてきた。

「泣いてる？」

　頭の上から、山科の声が振ってきた。

「な、泣いてません」

「……泣くなよ。もう笑わないから」

「わたし……会社を辞めます」

「なに言ってんだ、これくらいで」

「でももう、みんなに会わせる顔がないです」

「けっこう、ウケてたよ？」

「ウケてたって……。うれしくありません」

　すると、園子の頭を大きな手が優しく撫なでた。

「辞表を出されても、受け取らないからな。俺が仕事をするのに、池山さんは必要なんだ。ほら、泣き止んで。なんか食べるか？」

　止まらない涙を毛布で隠して、歯をくいしばる。

「うじうじするなよ」

「でも……あまりにもわたしが愚かで」

「まあ確かに……アルコールの味に気づかないなんて、小学生か？って思うけど」

　園子は顔を上げて、真っ赤な目で山科に非難の目を向ける。

　山科は慰めるように笑うと「事故だから」と言った。

「池山さんは、最初アルコールを飲まないって決めてたんだろ？　じゃあ、昨日のことは事故。ほら、朝飯を食おう。食欲ある？」

　山科の手が、くしゃくしゃと園子の頭を撫でる。

「……はい」

「よし、じゃあ、おいで」

　山科はそう言って、ベッドから立ち上がった。

　彼の手は、大きくて温かかった。髪に触れられると、なぜか心が柔らかくなる。園子は自分の髪を指でさわりながら、胸の密かな躍動を感じて目を閉じる。

「池山さん？」

　山科の声で目を開けた。

「あ、ちょっと待ってください」

　園子はベッドから慌てて立ち上がった。

「なに？」

　ドアの前で振り返った山科は、上機嫌のように見えた。

「ズボン、ください」

　園子はやっとのことで声に出す。パジャマの裾を思いっきり手で伸ばす。

「だって、俺のはおっきいよ。そのパジャマ、膝まであるからいいじゃないか」

「で、でもっ、ちょっと、ダメです」

　園子が言うと、山科が肩をすくめる。すたすたとクローゼットまで歩くと、棚からパジャマのズボンを取り出して、園子に投げた。

「じゃあ、これ」

「ありがとうございます」

　リビングへと山科が出ていくのを確認して、園子は急いでズボンをはく。確かに、大きい。裾をぐるぐると折り曲げて、ウエストのところをぎゅっと手で握る。

　そしてリビングへのドアを開けた。

　正面に大きな窓のあるリビングは、透明な光に満ちていた。窓の前には革張りのソファと大きなテレビ。右手にアイランドキッチンがあって、山科はそこに立っていた。

「似合うよ。ピエロみたい」

　山科はそう言うと、卵をパンッとボールに割り入れ、手早くかき回し始めた。コーヒーメーカーがコポコポと音を立て、香ばしい匂いがリビングに充満している。

「座って。パンと卵でいい？」

「はい……あの、お手伝いします」

「そう？　じゃあ、棚からお皿出してくれる？」

「はい」

　園子は片手でウエストを握りしめたまま、棚に手を伸ばした。中には、真っ白な食器たち。園子は片手で四苦八苦しながら、お皿を一枚一枚取り出した。

　山科は横目で園子を見ながら、今にも笑いだしそうな顔をしている。

　棚の奥に、部屋の雰囲気に似つかわしくない、カラフルなマグがふたつあるのを見つけた。思わず手に取ると、ところどころプリントがはげて、縁も少し欠けている。

　なんだか、たくさん使われてるみたい。

「あ、それは使わないで、右側の白いマグ出して」

「はい」

　園子はカラフルなマグをしまって、白いマグをふたつ出した。

「卵は半熟で大丈夫？」

「はい」

「お砂糖とミルクは？」

「じゃあ、両方お願いします」

　手早く支度をする山科の隣で、園子は手伝おうにも手が出せない。わたわたとしている間に、朝食の準備ができてしまった。

「座って」

「はい」

　園子は素直に、ダイニングチェアに腰掛けた。

「いただきます」

「どうぞ」

　山科はマグからコーヒーをひと口飲んだ。そういえば、スーツ以外の山科を見るのは初めてだ。グレーのスウェット上下を着て、髪の毛はいつものようにセットされていない。整髪料をつけていない、柔らかな髪が額にかかっている。

「なに？　俺、なんかおかしい？」

　園子の視線に気づいて、山科が笑う。

「いえ、スーツ以外の姿を見るのは、初めてだなと思って」

「池山さんのそんな姿を見るの、俺も初めてだ」

　山科に言われて、園子はとたんに自分の無防備な状態を自覚する。フォークを握っていた手が止まった。

　そうだ、これ……。誰が着替えさせたの？

「まさかとは思いますが、部長がわたしを着替えさせてくれたんでしょうか……」

「うん」

　なんてことのないように、平然とした返事がやってくる。

　園子は慌ててパジャマをのぞき込み、ブラジャーをつけていることに安心する。

「きっ、着替えを貸していただいて、なんですけどっ」

　言葉が喉につっかかって、うまくしゃべれない。

「女性の着替えを男性が手伝うのは、やっぱりよろしくないんじゃないでしょうかっ」

　すると山科部長は、堪えきれないというように再び爆笑し始めた。

「だって、池山さんずぶ濡れだし。俺だってそりゃ気兼ねはしたけど、お酒まみれで寝かせるわけにいかないだろ」

　そう言われれば、園子は反論できない。しょぼんとうなだれた。

「じっくり見てないよ。神様に誓う」

「はあ……」

　見られたという衝撃は、稲妻が落ちたぐらいの威力だった。

　下着姿を見せたのは、高校時代の彼だけ。後にも先にも、その人ひとり。それなのに……。

「池山さんて、すぐ落ち込むね。食べようよ」

　山科部長は気分を盛り上げるように、明るい口調で言った。

「……はい」

　スクランブルエッグは絶品だった。フワフワで、ホテルのレストランで出てくるような出来映え。パンは全粒粉とナッツ入りで、歯ごたえがあっていい匂いがする。トマトとルッコラのサラダは、オリーブオイルで和えただけとは思えない味だった。

「おいしいです」

「よかった。ありがとう」

　山科が満足そうにうなずいた。

　良質の素材と、シンプルだけどおいしい味つけ。育ちのよさを感じる。

「やっぱりＴＳＵＢＡＳＡ化粧品の息子さんなんですね」

　無意識にそんな言葉が口を出た。

　コーヒーマグに手を伸ばしかけていた山科の手が止まる。笑顔がするりと抜け落ちて、真剣な瞳が園子を捉えた。そのまま、取っ手の部分を人差し指でなぞる。

「皆に、なにも言えないのが、苦しいです。本当にもう、どうにもならないんですか？　売り上げを達成したら、竹永の名前を残せるように、みんなが働き続けられるように、ＴＳＵＢＡＳＡの社長にお願いできないでしょうか」

　園子は手の平を握りしめた。

「売り上げを達成しても、竹永コスメティックスは残らないよ」

　山科が冷たく言い放った。

「どうして？　わたしたちの商品ですよ」

　園子が訴えかけると、山科はため息をついた。

「企業が残るには、商品だけではなく企業自体に価値が出ないとダメなんだ」

「じゃあなんで社員にやる気を出させて、売り上げを上げろなんて、そんなこと言うんですか？」

　園子は怒りに任せて、語気を強めた。

「俺の仕事は、社員の仕分け。あとは商品の価値を上げること。本気にさせないと、社員を評価することはできないと思ったから」

「そんな……」

「池山さんの気持ちも分かるけど、もう無理だよ。ＴＳＵＢＡＳＡの社長が決めたんだから」

　そこまで言って、山科はコーヒーをひと口飲む。それからあきらめたような笑みを浮かべた。

「食べ終わった？　そろそろクリーニングが帰ってくる頃だよ」

　山科が、気持ちを切り替えるような明るい声を出す。立ち上がって、園子の食器を下げようとした。

「わたし、洗います。なにもしてないんで」

「いいの？」

「はい」

　園子はうなずいて、食器を手に立ち上がった。歩きだそうとして、脚がもつれる。

　あ、しまった。

　そう思った時には時すでに遅く、すてーんと床に転がってしまっていた。

　食器がすごい音を立てる。

「大丈夫？」

　山科が慌てて駆け寄ってきた。

「す、すみませんっ」

　園子は謝りながら、自分の脚を見る。ズボンが脱げて、脚に絡まってしまっていた。おまけにパジャマの上がめくれて、ショーツがむき出しだ。

　顔がカッと熱くなる。慌ててパジャマを引っぱった。それから山科をおそるおそる見ると……。

　ああ、やっぱり。

　山科は目をまん丸くして、それから火がついたように笑いだした。

「だから、ズボンははかなくてもいいって言ったのに」

「部長、笑わないでください。ひどい」

「ごめんごめん。でも、コントを見てるみたいで最高におもしろい」

「ひどい……です」

　園子はズボンを引っぱり上げようとしたが、脚に絡まってうまく立ち上がれない。心拍が上昇してきて、恥ずかしさは最高潮だ。涙がにじんでくる。

「ほら、おいで」

　山科がひょいっと園子を持ち上げた。思わず彼の首にぎゅっと掴つかまる。その瞬間、シトラスの香りにふわりと包まれた。そのまま抱えられ、ソファへと連れていかれる。

　山科は園子をそっと下ろすと、「怪け我がしてない？」と訊ねた。

　園子は、先ほど頭を撫でられた時とおんなじように、胸の奥がゆらゆらと揺れている感覚に襲われた。

「食器、割れてませんか？」

　園子は、波のように繰り返し来るその感覚を押しとどめながら、平静を装って訊ねた。

「大丈夫だよ」

「すいません、わたし、ほんと間抜けで」

「おもしろいけど、間抜けじゃないよ。一生懸命だし、仕事もできる」

　オフィスでの山科を思わせる、頼もしい言い方だった。仕事に没頭させてくれる、尊敬できる上司の姿。

　園子は思わず「無理だなんて言うの、やめませんか？」と言った。

　山科が驚いたような顔をする。じっと園子の顔を見つめた。

「オフィスでは、頭の回転も早くて仕事もできる。みんなから信頼されてるし、尊敬できる人です。でも『無理だよ』と言った時の顔は……なんか、らしくありませんでした」

　山科は黙り込む。なにかを考えるように、一点を見つめていた。

「ＴＳＵＢＡＳＡの社長が言ったからって、そうと決まったわけじゃないですよね。それを覆せるだけの実績を上げればいいんです。部長ならやり遂げられる、そんな気にさせられます。それだけの力が、部長にはあると思います」

　園子の口調には、自然と情熱がこもった。

　部長がひと声出すだけで、オフィスにエネルギーが満ちあふれた。そんな人、めったにいないもの。

「池山さんには、俺がそんなふうに見えるの？」

「はい」

　力強く返事をする。

「それにあの社長……なんていうか上から目線っていうか。あ、上の人だから、上から目線でも文句は言えないんですけど……部長が黙ってるのがなんだか口惜しくて」

　勢い余って園子が言うと、山科が吹き出した。

「あ、すいません。言いすぎました」

　園子は首をすくめた。

「いいよ、親父は独裁的で、高慢だ。企業人としては尊敬してるけど、父親としては……どうかな」

　山科は笑いながらそう言って、園子の隣に座る。柔らかい座面がふわんと落ち込んだ。

「秘密で動かなくちゃいけない」

「分かってます」

「残業だって増える」

「大丈夫です」

　山科が身体を園子のほうに向ける。

「俺じゃあ、竹永コスメティックスを救えないかもしれないよ」

　園子は山科の瞳を見返した。

「もともと消える運命ですよね。怖いものはないです。わたしは、部長と本当の仕事がしたいです」

　山科の肩からふっと力が抜ける。髪をかき上げ、背もたれに首を預けた。天井を見上げて、しばらく黙る。それから天井を見つめたまま「分かった。やってみよう」と微笑んだ。

　その時、ピンポーンとチャイムの鳴る音がした。

「クリーニングかな？」

　山科がソファから立ち上がると、園子の右腕からほのかな体温が消えていく。

　これからのことを考えると不安だけれど、黙ってクビにされるよりもまし。それに……。

　園子はさっきの山科の微笑みを思い浮かべる。

　部長と仕事がしたい。一緒の方向を見ていたい。

　そんな気持ちにさせられる上司は、初めてだった。







第二章










スタート




　灰色の狭い階段をふうふう言いながら、営業部のある三階までのぼる。園子の頭に、先週末の失態がよぎる。正直なところ、今日は出社したくなかった。自分の人生を顧みても、人に大きな迷惑をかけたことなどなかったから。

　三階にたどり着き、ホッとひと息つく。マスクを取って廊下を歩きだすと、突然「園子」と後ろから呼びかけられた。

　振り向くと、ジャケットを脱いだ朋生が階段の途中から声をかけてきていた。

「おはよう」

　園子は気まずい気持ちで、小さく挨拶をする。

「おはよう。お前、大丈夫だった？」

　たったったと軽快に階段を駆け上がると、朋生は園子の隣に並ぶ。それから顔をのぞき込んだ。

「うん。ごめんね、ほんと」

　園子はうつむいた。

「いいんだ、それは。俺こそ、アルコールが入ってるのに気づかなくて悪かったな」

「朋生くんのせいじゃないよ。わたしがぼやっとしてるから」

「今度は最初に俺が味見してやるよ」

　朋生はそう言うと、安心させるように笑う。

「ありがと」

　園子は、爆笑されるとか、怒られるとか、非難されるとか、とにかく最悪なシーンを思い描いていたので、肩の力が抜けた。思わず笑みがこぼれる。

　ふたりで並んで廊下を歩く。

「それでさ……園子、部長と付き合ってるの？」

「は？」

　朋生から突然、意表をつかれる質問をされて、園子の足がぴたっと止まった。勢いよく首を振る。

「違う違う」

「でも先週、当然って感じで園子のこと連れて帰ったから」

「ああ、あれは……その……」

　園子はどう返事していいのか分からず、口ごもった。

「園子を誰んちに泊めるか、相談してたんだよ。そしたら、あっという間に部長がタクシー呼んで『じゃあ』って手を上げて連れて帰ったから、あの後みんな大騒ぎになったんだ」

「そんなことが……全然知らなくて。ああ、恥ずかしい」

　園子は顔を赤らめた。

「じゃあ、違うんだ」

「うん。ただの親切だと思う」

「変なことされてない？」

　朋生にそう言われ、「そんなことあるわけないよっ」と園子は声を大きくした。

　朋生の顔に安あん堵どの笑顔が広がる。

「そっか。ホッとした」

　その言葉に、園子の胸がドキンとする。

　そういえば、朋生くんは……。

　園子の顔が再び熱くなった。

「ありが――」

　そう言いかけた瞬間、右腕を後ろから強く掴まれた。

「おはよう」

「えっ？」

　朋生と園子の間に、山科が割って入ってきた。

「池山さん、おとといの件で話があるから、来て」

　そのまま山科は園子の腕を引っぱって、廊下を早足で歩きだす。

　びっくりしたような顔の朋生を尻目に、園子は山科に連れられてオフィスへと向かう。足がもつれて、ビニールの床にかかとが強く当たる音が響いた。

　オフィスに入ると、視線が一斉に集まる。

　山科は皆に平然と「おはよう」と言うと、そのまま園子を自分の部屋へ連れていった。扉を閉めてカバンを机に置くと、園子のほうを向く。

「昨日の話、僕もあれから考えてみたんだけど、本気？」

「本気です」

「よし」

　山科はカバンから資料の束を取り出した。

「営業だけでは、竹永は救えない。この会社全体で取り組まないと。そのためには、竹永社長の理解を得る必要がある」

　山科は資料を園子に手渡した。紙の束はずしりと重い。

「まずはトップページにあるデータを集めて、十一時までに僕にメールで送って。あと、秘書室に竹永社長のスケジュールを聞いて、アポを取ること。できれば今日の十一時半以降」

「はい」

　園子は手元の資料をめくってみる。それは、竹永を生き残らせるための提案書だった。

「これ……週末に作られたんですか？」

「そうだよ」

「すごい、です」

　山科が笑う。

「まだまだ、これからだから。竹永社長の了解を得たら、信頼できる何人かを集めて、プロジェクトチームを組む。ＴＳＵＢＡＳＡに感づかれる前に、世の中に〝竹永〟を認識させるんだ」

　園子は、なんだかドキドキしてきた。こんな大きなことに挑むのは、初めてだ。

「頼りにしてるよ」

　山科はそう言うと、これで話は終わりとばかりに椅子に座り、パソコンを起動する。

　園子は跳ねるような期待感を抱えて、自分の席へと戻っていった。

　席に座ると、紀子が椅子をコロコロと引っぱって、隣へ寄ってくる。

「部長となんの話？」

「仕事の話」

「ほんと？」

「本当だよ、なんで？」

　園子はスプリングコートを脱ぎ、カバンをしまって、パソコンを立ち上げる。その間中ずっと、紀子は「部長とどうだった？」としか聞いてこない。

「だから、朝ごはんをごちそうになって帰ってきただけだよ」

「ええ、そうなの？　つまんなーい」

　紀子が椅子をガタガタといわせる。

「今から全力出してもいい？」

　話の終わらない紀子を遮って、園子は訊ねた。あと二時間でデータを送らなくてはならない。

「そうだ、仕事しなくちゃ」

　紀子も思いついたように、手を叩いた。それからカタカタとタイプを打ち始める。

　園子もえいっと気合いを入れて、パソコンに向かった。




　気づくと、時計の針はすでに十二時ちょっと前。午前中いっぱい、集中して仕事をしていた。

　通常業務を終えると、園子はぐるりと首を回す。いつのまにか喉もカラカラだ。園子は立ち上がると、うーんと伸びをする。それから自分のマグにコーヒーを注ぎに席を離れた。

　春。灰色のオフィスも、日差しが入れば暖かくなる。その光の帯の中に、フワフワと埃ほこりが舞っているのが見えた。

　マグを手に持ち、壁際のコーヒーメーカーの前で満足した気持ちでオフィスを眺めていると、後ろから頭をポンと叩かれる。振り向くと、山科がいた。

「データありがとう。今から社長室に行ってくるから」

「はい」

　園子は両手でマグを包みながら、うなずいた。

　オフィスを出ていく、グレーの背広を着た背中。改めて見ると、ずいぶん背が高い。彼はドアを出る時にちらっと園子を見ると、笑顔を見せた。

　きっとうまくいく。

　園子はそう確信しながら、席に戻った。




　事務作業をこなしながら、山科が社長室から帰ってくるのを待った。午後一時頃、紀子がランチに誘ってくれたが、それも断った。山科ががんばっている間に自分がのんびりごはんを食べるなんて、できそうにないと思ったからだ。

　しかし二時を過ぎても、三時を過ぎても、山科は帰ってこない。

「どこ行っちゃたんだろうね、部長」

　紀子がアサイージュースを飲みながら言った。

　話し合いが難航してるんだろうか。準備したデータに不備があったんだろうか。いや、そもそも自分がお願いしたことは、大それたことだったんだろうか。

　園子がペコペコのお腹を抱えて不安に苛さいなまれていると「あ、部長帰ってきた」と紀子が言った。

　慌てて振り向く。山科と目が合った。

「池山さん、ちょっと来て」

　山科が手を上げて呼んだので、園子はガタンと椅子を跳ね上げて立ち上がった。小走りで山科の後ろへついていく。

　扉が閉まると、山科がふうっと大きくため息をついて、椅子に座る。人差し指でネクタイを緩めて「喉かわいた」と言った。

「コーヒーを持ってきましょうか？」

　園子が訊ねると「いいよ」と言って、カバンからミネラルウォーターを取り出す。半分ほど飲み干すと、勝ち誇ったような表情で「ＯＫもらったよ」と言った。

　園子の顔に笑顔があふれる。

「よかった。うれしいです。ありがとうございます」

　頭を深々と下げた。

「今夜九時からミーティングをする。各部署から一名ずつ、信頼のおける人を指名して、メンバーとして招集するから」

「はい」

「これが、指名リスト。すぐにメールで出席確認して」

「はい。あ、営業部は山本くんですね」

「ああ、彼は売り上げもいいけど、統率力がいい。それにムードメーカーの役目も果たしてくれる」

　朋生が褒められると、純粋にうれしい。

「もう告白された？」

　突然、山科が問いかけた。

「えっ、そ、そんなことありません」

　園子は慌てて首を振った。

「ふうん。山本もずいぶん奥手だな」

　山科はそう言いながら、園子の目を見つめる。なんでも見透かされてしまうような力強い瞳。

　園子の心臓が急にスピードを上げた。身体が硬直してくる。

「仲がいいようだけれど、僕がＴＳＵＢＡＳＡの関係者だということは、絶対に口外しないでくれ」

　続く山科の言葉に、園子の心臓が急停止した。その衝撃がびりっと胸に響く。冷や水を浴びせられたように、手先が冷たくなった。

「どうしてですか？」

　答えはなんとなく分かっている。それでも、つい訊ねてしまった。

「今は、皆がひとつになって挑まなくちゃいけない。そこに不穏分子がいてはならないからだ。余計な情報は混乱の元になる。絶対に誰にも言わないでくれ」

　信頼し合うメンバーにも秘密にしなくてはいけないことが悲しい。しかし山科にそう言われれば、園子は承諾せざるを得ない。

『はい』とうなずこうとした瞬間、園子のお腹が「ぐぅ」と鳴った。はっとして、お腹を押さえる。慌ててうつむいた。

　どうしてこう、山科部長には恥ずかしいところばかり見られるんだろう。

「池山さん、ごはん食べてないの？」

「……はい」

　消え入りそうな小さな声で答えた。グレーのカーペットばかりを見つめてしまう。

「し、失礼します」

　ぺこんと頭を下げると、「ちょっと待って」と呼び止められた。

　山科の顔を見ると、笑っていない。

「どうして食べなかった？」

「タイミングが合わなくて……食べ損ねました」

　園子がそう言うと、山科はじっと園子の目を見つめた。カバンからソイバーを出すと、ポンと園子に投げて寄越した。

「わっ、わわっ」

　園子はうまくキャッチできなくて、ソイバーがポンポンと宙を舞う。やっと手に持って山科を見ると、今度は微笑んでいる。

　停止していた園子の心臓が再び動きだす。

「どんなに気になることがあっても、ランチは取らなくちゃいけないよ。仕事に響く」

「はい、すみません」

　園子は頭を下げた。

「それを食べたら、指名リストの人にメールを送って。あとさっきの提案書、池山さんが集めたデータを入力した新しいものがあるから、それを人数分コピーとって」

「はい」

「じゃあ、よろしく」

　園子はソイバーを手に、部屋を出ようと山科に背を向ける。

「ありがとうな」

　後ろから、そう声が聞こえた。

　園子の頬が思わず緩む。それから小走りで自分のデスクへと戻った。










楽しい残業




　園子は寝不足の目をこすりながら、パソコンの電源を入れる。

　ゴールデンウィークは目前。紀子は、休みの間どこに行こうかとしばらく悩んでいたが、園子にそんな心配は必要ない。ゴールデンウィークも、びっしりと仕事で埋め尽くされているからだ。それでも、園子の身体には不思議と喜びが満ちる。仕事でこんなにも充実して楽しく過ごせるなんて、これまで考えられなかった。

「ねえ、園子。今日、飲んで帰ろうよ」

　出社したばかりだというのに、すでに夕方のことで頭がいっぱいの紀子が誘ってきた。

「ごめん、今日ちょっと用事があるんだ」

「今日も？　最近、付き合い悪いよぉ」

　紀子がふてくされたように、口を突き出す。

「おはよ」

　朋生も疲れた顔をして、椅子にどさりと腰を下ろした。

「おはよ。朋生、今日飲もうよ」

　紀子が身を乗り出して、朋生を誘う。

「悪い。予定があるんだ」

　朋生も当然のことながら、断る。

「なによ、もう。ふたりして、いつもいつも。君たち、付き合ってんじゃないの？」

　紀子が腕を組んで、ふたりをじろりと見回した。

「ちげーよ」

　朋生は暑いのか、腕まくりをしてほおづえをつく。園子も笑いながら首を振った。

「もういい。誘わないから」

　紀子は「ぷん」と声に出して、頬を膨らませる。

　園子と朋生は顔を見合わせて、ふたりで困り果てた。




　あの夜の会議での、山科のプレゼンテーションは完璧だった。

　各部署から集められた社員たちは、自分の置かれた立場に身を引き締めた。このまま無職になることは避けたい。加えて、勤めている会社に愛着もある。山科の「やってみよう」という言葉に、皆は真剣にうなずいた。

「要は、竹永と商品を密接に繋げて、ＴＳＵＢＡＳＡに横取りされないようにするんだ」

　会議は緊迫しながらも、落ち着いた雰囲気で進められる。

　みんなの視線の中心に山科がいた。表情豊かに周りを見回す。

　山科が視線を向けると、その先にいる女子社員は必ず頬をピンクに染めた。

「ここからが肝心だ。広告を打つが、すぐにではない。石いし野の係長」

「はい」

　広報部の石野係長が返事をする。

「まずは、商品ページに口コミを投稿できるようにしてほしい」

「はい」

　石野係長は眼鏡を直しながら、真剣な様子でメモを取る。

「同時にビューティ系サイトの口コミもチェックしてくれ」

「はい」

「良好な手応えを感じるようになったら、大きく宣伝しよう」

「すみません」

　経理部の野の田だが手を上げた。

「テレビ広告を出せるほど、余裕があるとは思えません」

　山科は「だよな」とうなずく。

「僕の知り合いに、タレントのメイクを担当してるヤツがいるんだ。そいつに、タレントにそれとなく商品を見せてもらう」

「それって、ずるですよね？」

　朋生がいぶかしげな様子で訊ねる。

「もちろん、無理強いはしないさ。タレントは化粧荒れしている場合が多い。ヤツはいつもいいものを探してる。ここの商品も知ってるはずだし、品質がいいということも、分かってるはず。大丈夫だ、それは僕に任せて。うまくやるよ」

　山科がボールペンを資料にポンポンと打ちつけながら、余裕の表情を浮かべる。それは、まったくの手探り状態で不安を抱えていた社員たちに安堵と自信をもたらしてくれた。

　彼は、リーダーとして完璧だった。




　以来、終業時間以降の残業が当たり前になった。

　広くて古いこのオフィスの一角だけ、白い蛍光灯が瞬く。毎晩、山科と朋生と三人で、このプロジェクトの全体的な進行を見つつ、打ち合わせをして、資料を作っていた。

　園子はパソコンに向かいながらも、ちらりと山科の横顔を窺うかがう。

　あ、また、くるっと回した。

　園子の顔に、小さな笑みが現れる。

　山科と一緒にいる時間が増えると、いろんなことが分かってきた。

　ボールペンを長い指で、くるくる回す癖がある。お気に入りのミネラルウォーターがある。顔に似合わず、いちごジャム入りのコッペパンが好き。

　みんな、こんな山科部長を知らないんだろうな。

　朋生がうーんと腕を伸ばす。

「腹へったー」

「わたし、コンビニ行ってきます。なにがいいですか？」

　園子はメモ帳を出した。

「夜は危ないから、俺が行くよ」

　腕まくりをした朋生が、夜遅くにも関わらずさわやかに言う。

「いいの？」

「もちろん」

「じゃあ、なににしようかな……でも、もう食べ尽くした」

　園子はため息と共に首を傾げた。コンビニのメニューがいくら豊富とはいえ、さすがに飽きていた。

「ちょっと歩くけど、大通り沿いのコンビニに行ってこようか」

　朋生が立ち上がる。

「悪いな」

　パソコンから目を上げて、山科が言う。

「いいですよ。部長、なににしますか？」

「そうだな、じゃあ、パンで」

「また、いちごのアレですか？」

　朋生がからかうように言う。

「笑うなよ。好きなんだ」

　山科が少し照れたような表情をした。

「園子は？」

「じゃあ、新メニューなら、なんでも」

　園子が答えると、朋生が「園子は意外と挑戦者だよな」と笑う。

「じゃあ、行ってきます」

　朋生はポケットに手を突っ込んで、軽快にオフィスを出ていった。




　山科とふたりで、しばらく無言で仕事をする。

　以前は残業が嫌いだった。とにかく古いビルなので、ちょっとした暗闇が大きく見える。そんなはずはないのに、人がいるような気がしたりもする。怖いのだ。でも今は、この時間がとても楽しい。

「もうすぐ、山本くんが帰ってきますね。お湯を沸かしておきます」

　園子は椅子を立ち上がって、給湯室へと向かった。

　廊下は怖い。どんなに蛍光灯がついていても、足がすくむ。グレーの壁は瞬く蛍光灯の下で黒ずみ、無音の廊下に自分の足音が響く。園子は自然と早足になった。

　給湯室に入ると、慌てて電気を入れる。ポットに水を入れようとしたが、その前にトイレに行こうと思い立った。真っ暗なトイレにひとりで行く。これもまた勇気がいる行為だ。

　給湯室を出て、右手のトイレに向かった。

　あれ？　電気がついてる。誰かが消し忘れたのかな。

　すでに明るいことにホッとしながら、園子はトイレに入った。三つ並ぶ個室の一番手前に、誰かが入っている。

　そうか、他のフロアから借りに来たんだ。

　園子は深く考えもせず、真ん中の個室を使用した。

　用をすませて、個室を出る。大きな鏡が貼られている洗面所で手を洗って、顔を上げる。その瞬間、鏡に映った姿に驚きょう愕がくした。

　使用中の個室の上から、誰かの頭が出ていた。額のあたりから上だけ見える。その頭が、静かに引っ込んだ。

　園子は震える手で水を止めると、気づかぬふりをしてトイレを出た。足がもつれる。そのまま給湯室には寄らず、オフィスへと急いだ。

　デスクに戻ると、山科が顔を上げて眉をひそめる。

「池山さん、どうしたの？」

　園子は声が出せない。あうあうと口だけが開くだけで、うまくしゃべれない。

「なにかあった？　どうした？」

　ことの重大さに気づいた山科が席を立って、園子の顔をのぞき込む。

「トイレに、人が……。男の人……」

　言うや否や、山科はオフィスを走り出た。

　園子もおぼつかない足で、後を追う。

　廊下に出ると、バタンッという大きな音が聞こえた。続いて、山科の「おいっ」という大きな声が響く。

　見ると、男が女子トイレから走り出してきた。ちらっと園子を見ると、そのまま非常階段へと走る。

　すぐその後から、山科が飛び出してきた。後を追おうと非常階段へと向かう。

　園子は恐ろしさで身体を支えることができない。そのまま灰色の壁に寄りかかって、なんとか立っていようと試みる。

　しばらくすると、山科が走って戻ってきた。

「逃げられた」

　山科が口惜しそうに言い捨てる。それから園子に駆け寄った。

「大丈夫か？」

　山科が園子の背中に手を回して、支えようとする。

「は……い」

「なにかされたか？」

「いえ……」

　園子は『見られただけ』と言いかけて、口ごもる。

　もしあの時、上を見てたら。のぞき込む男と目が合ってしまっていたら。

　目の前がぐるぐるし始めた。冷や汗が背中を流れる。壁にしがみつこうとしたが、すべってうまくいかない。

「見られた……わたし……嫌……」

　涙が込み上げる。

「おいで」

　崩れ落ちそうになる園子を山科が抱きしめる。

「もう、大丈夫だ。大丈夫だよ」

　頭を優しく撫でる。園子は無意識に山科の腕をぎゅっと掴んだ。

　ワイシャツ越しに感じる温かな体温。ほのかな男の人の香り。恐怖でパニックになっていた園子の心が、ゆっくりと静まっていく。

　あ、わたし今、山科部長の腕の中にいる。

　思わず上を見ると、山科の顔がすぐ近くにあった。目と目が合う。

　山科の手の甲が、涙に濡れた園子の頬を優しく拭うと、身体の奥に甘い電気が走った。心拍数が上がる。

「園子？」

　朋生の声が聞こえて、はっと我に返った。

　振り向くと、コンビニの袋をぶら下げた朋生が驚いたような顔をしてこちらを見ている。

「山本、警察」

　なおも園子を優しく抱きしめながら、山科が言った。

「警察？」

　ぽかんとした顔で朋生が答える。

「トイレでのぞきだ」

「えっ、大丈夫か？」

　朋生がコンビニの袋をガサガサ揺らしながら、駆け寄ってきた。

「うん、大丈夫。のぞかれただけだから」

　園子は恐怖と、それから不思議な身体の火ほ照てりからなんとか自分を取り戻し、懸命に言った。

「ちくしょー、このビル古すぎるんだ。セキュリティもあったもんじゃない」

　朋生の顔が怒りで赤くなる。

「ぜってー、つかまえてやる」

　朋生はポケットからスマホを取り出すと、一一〇番にかけようとする。

　園子は慌てて、山科の腕の中から飛び出した。両手でスマホを掴む。

「おい、なんだよ」

　朋生が驚く。

「ダメ、電話しちゃ」

「なんでだよ」

「だって、ばれたら、これまでの努力が無駄になっちゃう！」

「そうか……」

　朋生が自分のスマホを見つめ、つぶやく。

　山科は園子を見つめて、「いいのか？」と訊ねた。

　園子はうなずく。

「このプロジェクトのほうが大事です」

　山科はしばらく園子を凝視し、それから「分かった」とうなずいた。

「これから、池山さんの単独行動はナシ、な」

「トイレも付き合うから」

　まるでナイトのように胸を張って言う朋生の様子に、ぴりぴりしていた園子の心がほぐれていく。

「なんか、それも嫌だな」

　園子は笑って朋生に言った。










週末の特別な仕事




「園子、これを倉庫に持っていってくれる？　わたし、おつかいを頼まれてて急いでるの。ごめん」

　紀子が足もとの段ボールを指差す。

「いいよ」

　園子は快く引き受けた。

　そろそろ眠くなる午後三時、オフィスもぽかぽかと暖かい。

　紀子はカバンを掴むと、慌てた様子でオフィスを出ていく。紀子が主にサポートしている営業の小お野の寺でらさんは、突然仕事をふってくる。しかもぎりぎりで言ってくるものだから、たまらない。紀子はいつも振り回されていた。

　園子は「よいしょっ」とかけ声をかけると、段ボールを持ち上げる。意外と重い。

　これが二個か。じゃあ、二往復しなくちゃ。

　園子が歩きだすと「手伝うよ」と後ろから声がかかった。外回りから帰ったばかりの朋生が、ジャケットをポイッと椅子に投げると、園子のほうへやってくる。学生時代は運動部に所属していたからか、いつも動きが軽快だ。

「ありがとう。助かる」

　園子は素直に申し出を受けた。

　段ボールを持って、ふたりで廊下を歩く。

　昼でも、倉庫のある地下階は薄暗い。園子は三日前のトイレでのことを思い出して、思わずゾクッとした。

　倉庫の鍵をポケットから取り出し、重い扉を開ける。真っ暗で、埃くさい。電灯のスイッチを入れると、蛍光灯が瞬いた。棚が等間隔に並べられて、そこにはラベルで区別された段ボールが置かれている。

　園子は段ボールのラベルを確認して、その箱を右手の棚へ持っていく。上から二段目が空いていたので、力の限り腕を伸ばして段ボールを持ち上げようとしたが、バランスを崩してしまう。すると朋生がひょいっと後ろから段ボールを持ち上げて、ポンと棚へ置いてくれた。

「ありがとう」

　埃くさい空気を吸いながら、礼を言う。振り返って見上げると、すぐ頭上を朋生の腕がもうひとつの段ボールを持ち上げていた。

「あ、ごめん、邪魔だったね」

　園子は身をかがめて、朋生の腕の下をくぐり抜けた。

　朋生は大きな手をパンパンとはたいて、笑顔を見せる。

「助かっちゃった。どうもありがとう」

　園子はもう一度礼を言うと、朋生に背を向けて戸口に向かった。すると後ろから「園子」と呼びかけられる。

「なに？」

　園子は振り向いた。

「ゴールデンウィークの初めの土曜日、映画に行かないか？」

　朋生が思い切ったような口調で訊ねる。

「映画？　……なんで？」

　園子の身体の中で、予測していない出来事への警戒音が鳴りだす。

「紀子は誘わない。園子と行きたいんだ。意味、分かるよな」

　朋生は恥ずかしげにうつむく。

「う……ん。あの……」

「わわわっ。すぐ断るのはナシ！　ちょっと考えてからにして！」

　朋生が手を振って、園子を遮る。

「前日までに返事もらえればいいから」

「うん、分かった」

　園子は小さくうなずいた。




　気恥ずかしい気持ちで、階段をのぼる。隣を向くと、懸命に恥ずかしさを隠そうとしている朋生の横顔。園子は朋生との距離を少しだけ空けた。

「池山さん」

　声がするほうを見上げると、上のフロアの踊り場から山科が顔をのぞかせている。

「はい」

　救われたという気持ちで、明るい声が出た。

「探してたんだ」

　階段を下りながら、山科が言う。

「すみません、倉庫に行ってました」

　園子は頭を下げた。

　山科は園子から朋生に目を移すと、考えるような表情をする。

「俺、行きます」

　いたたまれなくなったのか、朋生が階段を駆け上がる。園子はその背中を目で追った。

　映画、どうしよう。

「池山さん、山本になんか言われた？」

　山科に突然問われ、園子の心臓がドキンと脈打つ。

「えっと……」

　園子はもじもじしながら下を向いた。おでこのあたりに、山科の視線を感じる。

「そっか」

　山科は小さな声で言う。どこか納得しているような口調だった。その後、気持ちを切り替えるような明るい声で「池山さん、ドレス持ってる？」と聞いてきた。

「ど、ドレスですか？　持ってないです」

　園子は突拍子もない質問に、反射的に答えた。

「土曜日、付き合ってほしいところがあるんだ。空いてる？」

　山科が申し訳なさそうに言う。

　園子は少し躊ちゅう躇ちょしてから、「空いてます」と答えた。朋生には仕事だと言えばいいし、あながち嘘ではない。

　朋生の気持ちに応える自信も勇気もないから……。

「ホッとしたよ。助かった」

　山科の顔に、ぱあっと笑顔が広がった。




　土曜日は、銀座にある百貨店のショーウィンドウ前で待ち合わせをした。

　本格的に暖かくなり始めた春の一日。車道は歩行者天国実施時間のため、ショッピング客や観光客であふれている。

　白いシャツに薄手のブルーのカーディガンという、出社する時の格好とさほど変わらない服をきた園子は、今日の予定がなんなのか、そればかりに思いを巡らせていた。

　ドレスが必要って、なんだろう。仮装パーティかなにか？

「お待たせ」

　右手から声がかかった。山科はブラウンのジャケットに、デニムという格好。髪は、会社で見るよりもラフに整えられている。先日見た部屋着とはまた違う雰囲気に、自然と園子の動どう悸きが上がった。

「じゃ、行こうか」

　山科は園子を促して、大通りを歩きだす。

「どこへ行くんですか？」

「とりあえず、ドレスを買いに行こう」

「買いに？」

　園子は自分のお財布の中身を思って、慌てだした。

「すっ、すみません。今日、持ち合わせがそんなに……」

「いいよ、そんなの。俺が誘ったんだから」

「でもでも、あ、じゃあ、ツケで」

　山科が吹き出した。

「ツケって。飲み屋じゃないんだから」

　山科が脇腹に手を当てながら笑う。

　確かに、そんな言い方しないかも。

　園子は自分のボキャブラリーのなさにうなだれた。

「じゃあ、カシで」

　山科が相変わらず笑いながら、そう言った。




　連れていかれたショップは、ビルの一階から三階までがすべてファッションフロアだった。クリーム色の店内に、色とりどりのフワフワのドレスや華きゃ奢しゃなパンプスが並んでいる。そっと値札をめくって、叫びそうになった。

　ドレスに三十万とか……ありえない。

「山科です」

「お待ちしておりました」

　四十近い女性店員が、スマートな物腰で頭を下げる。

「僕のスーツ、できてますか？」

「はい、もちろんです」

「それで、この子なんだけど」

　山科は、萎縮する園子の肩を抱いて、店員に引き渡した。

「今日のパーティに連れていきたいんです。彼女に似合うドレスと靴、それからアクセサリーを見立ててもらえませんか？」

　店員は園子の頭からつま先までじっくりと見る。それからにっこり笑うと「お任せください」と言った。

「行ってらっしゃい」

　山科はそう言うと、園子に向かって笑顔で手を振る。

「えっ、えっ、えー!?」

　園子はされるがまま、あっという間に店員に連れていかれてしまった。




　これまでの人生の中で、こんなに試着で緊張したことはない。園子は、繊細な作りのドレスに自分の身体を押し込む。値札は恐ろしくて見られない。

　変な汗が染みて、買い取りになったらどうしよう。

　小心者の園子は、気が気ではない。

　レッド、ピンク、グリーン、ホワイト……。ひととおりのカラーとデザインを試してから、店員は「じゃあ、こちらを」と一着、園子に差し出した。

　濃いブルーのドレス。高級な布が作る柔らかなドレープが印象的だ。

　そのドレスを着て試着室を出ると、今まで履いたことのないような、高いヒールのパンプスを店員が差し出す。

　ドレスと同じ濃いブルーの靴に足を通すと、店員は満足そうにうなずいた。

　よろめくのを必死に耐えながら、階段をゆっくりと下りていく。

　ソファに座る山科も、ダークグレーのスーツに着替えていた。えんじ色のタイとよく合う。

　園子の姿を見ると、山科はうれしそうな顔をする。

「ありがとう。完璧だ」

　店員にそう声をかけた。

「じゃあ、次に行こうか」

　山科はドレス姿の園子をそのままエレベーターまで連れていく。

「六階の美容室を予約してあるから」

「……準備万端なんですね」

　園子は不安定な足もとを気にしながら、無様な格好は見せないよう背筋を伸ばした。




　シャンデリアが光る美容室に到着する。白い床はすべりそうで、園子の緊張は極限状態だ。

「山科様、お待ちしてました」

　黒いシャツを着た受付の女性が頭を下げる。

「この子をよろしくお願いします」

「かしこまりました」

　再びあっという間に連れ去られて、あっという間に園子の髪はアップスタイルにされる。首もとが突然すーすーして、園子は居心地が悪い。

「肌がきれいですね」

「はあ、ありがとうございます」

　園子の肌質を褒めてくれた三十代の女性スタイリストは、手際よくメイクアップしていく。

　オレンジのチークに、大人びたルージュ。アイラインを強く引かれると、まったくの別人。鏡の中の女性を園子は見たことがなかった。

　山科が鏡越しに園子をのぞき込む。

「きれいだ」

　いつもの山科とは違う言い方にどぎまぎして、思わず胸のあたりに手をやった。

　すると山科はポケットから箱を取り出し、大ぶりな石のついたネックレスを園子の首に着ける。山科の指が園子の首の後ろに触れると、びくっと身体が震えた。

　こんなにもドキドキしていることに、気づかれたらどうしよう。

「さあ、支度ができた。行こうか」

　山科が手を差し出した。

　手を取れば、違う世界へ連れていってくれる。そんな錯覚を覚えた。

　園子が戸惑っていると、山科がそっと園子の指を握る。繋がった指が痺しびれてきて、園子は大きく息を吸った。

　山科は少し笑い、それから園子を引き、立ち上がらせた。




　ビルの脇には、いつのまにか黒塗りの車が停まっていた。夕暮れ近くの銀座は、オレンジ色の光がビルの間を照らしている。歩行者天国の規制はいつのまにか解かれ、車が往来していた。

「今日はなにがあるんですか？」

　高いヒールによろめかぬようバランスを取りながら、園子は山科に訊ねる。

「ＴＳＵＢＡＳＡの創立記念日を祝うパーティがあるんだ。一部の役員と家族が参加する。ひとりで行くのは気が引けて、池山さんにお願いしたんだ」

　それを聞いて、園子の緊張度は一気に上がった。あまりにも場違いのような気がする。

「でも、わたしなんかが行ってもいいのでしょうか。だって、全然関係ないし……」

「いいんだよ。俺の連れってことになるんだから」

　山科はそう言って、園子を安心させるように笑った。

　エスコートされて、園子は黒塗りの車に乗り込む。裾を少し持ち上げて、かかとに引っかからないように気をつけた。

　車は普通のタクシーとは少し違う。なんだか全部が高級だ。なにせ、運転手が黒いスーツを着ている。

　裏通りを通り、しばらくすると目的地に到着した。

　山科は園子に腕を差し出した。

「どうぞ。腕に掴まって」

　そう言われても、園子は躊躇してしまう。

　部長に少しでも触れると、胸がおかしくなるし。

「いいから。転んじゃうよ」

　山科は笑いながら、先ほどと同様に園子の手を優しく引っぱり、自分の腕に掴まらせた。

　いつもと違うドレス。いつもと違うメイク。隣には特別素敵な男性がいて、自分の腕を取り、優しく扱ってくれる。自分が特別に扱われているみたいで、園子はどうしたらいいのか分からない。

　勘違いしちゃいけない。これは仕事のひとつ。

　ふと顔を上げると、山科が笑いかけた。二重の目の奥に自分が映っていて、さらに鼓動が早くなった。

　山科は、大通りに面した茶色いビルの入り口に向かった。

「ここは？」

「ＴＳＵＢＡＳＡが経営するレストランだよ」

「あっ、あの有名な？」

　園子はテレビのグルメ特集を思い出した。季節のパルフェなるものを見て、とっても上品でおいしそうだったけれど、コーヒーが一杯千円もすると聞いて、行くのをあきらめたのだ。

　レストランの一階はカフェフロア。ゆったりとしたソファが並べられていて、座っている人たちも優雅に見えた。

　店内には、コーヒーの香りが漂っている。見るとテーブルに繊細なカップが見えた。

　あれが千円のコーヒー。

　とたんに緊張が増して、手に汗をかいてくる。

　右手には、ケーキのショーケース。細工が細やかで、フォークで切るのがもったいないくらいだ。

　山科の腕に掴まりながら、エレベーターに乗り込む。

　できれば帰りたい。今すぐにでも逃げたい。

　そんな思いもむなしく、あっという間にチンという鈍い音がして、エレベーターの扉が開いた。

　ゆったりとした音楽。食器が重なり合う音。そして、着飾った人々。

　九階は広いパーティ会場になっていた。

　高い天井にきらびやかなシャンデリアが光る。エントランスで「山科です」と告げると、受付嬢が深々と頭を下げた。

　園子に合わせて、山科はゆっくり歩いてくれる。時々こちらを見て、気遣うような表情を見せた。

　シャンパンのグラスを乗せたトレイを持ったウェイターがやってきて、「いかがですか」と差し出す。

「池山さん、飲む？」

「いえ、けっこうです」

　園子は先日の失敗を思い返して、ブンブンと首を振った。

「薬飲んでるの？」

「いいえ」

「じゃあ、平気じゃないのか？」

「でも……万が一ってことが」

　園子がかたくなに言い張ると、山科が「ダダをこねたら、また家に連れて帰るだけだよ」と笑いながら言う。

　園子は「意地悪ですね」と言って、口をへの字に結んだ。

「彼女には、ウーロン茶をもらえる？」

　山科はウェイターにそう頼んでくれた。

「じゃあ、なにか食べる？」

　山科が豪華な食事が並べられている一角を指差した。

　園子はまたもや首を振る。とてもじゃないけど食べられない。緊張して涙が出てきそうだ。

　山科は困ったようなため息をつくと「じゃあ、ドレスを脱いだら、ごはんを食べに行こう」と言った、その時……。

「おい、達たつ也や」

　後ろから声がかかった。

　振り向くと、ＴＳＵＢＡＳＡ化粧品の社長が立っている。隣には同年代の女性。

　山科は軽く頭を下げた。

　先日は気づかなかったが、社長の背は割と低い。山科よりも拳三つ分ぐらい小さい。隣の女性――おそらく社長の妻で山科の母親――と比べても小さかった。けれど、社長の眼光と雰囲気は、充分に園子を萎縮させる。

　園子は息をのんだ。

「その女性は？」

　園子をちらっと見た社長が、山科に訊ねる。

「友人です」

「そうか……先日見合いした『豊とよ田だ物ぶっ産さん』のお嬢さんはどうしたんだ」

「まだご連絡してません」

　山科がそう言うと、社長は眉をしかめる。

「気に入らんのか。けっこうな器量よしだったじゃないか」

「そうですが……今はまだ結婚は考えていないので」

　山科の言葉に、社長は「バカを言うんじゃない」と語気を強めた。

「これからを考えると、早く身を固めたほうがいいと言っただろう」

　山科は黙り込む。

　社長は眉間に皺を寄せたまま「一緒に暮らしてたあの女のこと、まだ忘れられんのか」と言い放った。

「そろそろ身の程をわきまえて、前を向け。豊田物産を断るなら他を当たるぞ」

　社長はそう高圧的に言い放つと、山科にくるりと背を向けた。母親らしき女性が軽く会釈をして、社長の後に続く。

　園子は慌てて頭を下げたが、すでにふたりは別の客と話をしていた。園子の存在は無視されたような形だった。

「親父の態度が失礼だったね。申し訳ない」

　山科が、園子に謝った。

「いえ、大丈夫です」

　園子はそう答えながらも、胸の奥がずっしりとしているのを感じている。見上げると、山科は無言で窓の外を見ていた。

　山科の腕にかけている手を、園子はそっと外す。

　やっぱり来るんじゃなかった。わたしはあまりにも場違い。

　園子は無性に悲しくなってきた。

　ＴＳＵＢＡＳＡ化粧品の社長に無視されたから？　それとも……。

　園子は山科をそっと見上げる。

　山科もちらっとこちらを見たが、そのままなにも言わなかった。

『一緒に暮らしてたあの女のこと、まだ忘れられんのか』

　さっき社長が山科に言った言葉が、園子の頭の中でぐるぐると回る。

　消そうと思っても消えない。胸が痛むのは、ＴＳＵＢＡＳＡ化粧品の社長のせいではなかった。










抱擁




　ゴールデンウィークに挟まれた平日。

　ホームページの口コミは上々だ。営業部の努力もあって、新規ルートの開拓もまずまずのようだった。

　今日は定例のプロジェクト会議。時間は終業時間後になる。

「クレームは来てるか？」

　山科がボールペン片手に訊ねる。

「流通が少なく手に入りづらいことへの不満が大多数です」

　広報部の石野係長が答えた。

「それは予測範囲内だ。このままいこう。生産部、新工場の稼働はいつ頃できる？」

「二ヶ月後を目標に、急ピッチで準備しています。ゴールデンウィーク明けに、新しい人員の面接があります」

「分かった」

　園子は出席者のために、コーヒーを淹れようと思い立った。ポットを持って会議室を出ると、オフィスフロアはシンと静まり返っている。先日のトイレ事件が気になって、足がすくんでしまう。けれど、仕事のためだ、仕方ない。

　薄暗い廊下に思い切って足を踏み出した。すると「園子」と後ろから朋生が追いかけてきた。

「一緒に行くよ」

　園子はホッとして、肩の力が抜ける。

「いいの？」

「部長が休憩を挟むって」

　見ると、会議室からパラパラと社員が廊下へと出てきた。

「気を遣わせちゃったみたい」

　園子は申し訳ない気持ちになった。きっと山科が気を利かせてくれたのだ。

　朋生はにこっと笑うと、園子と共に給湯室へと歩いた。

「園子」

「なに？」

　ポットを洗いながら、園子は聞き返した。

「今度さ、よかったら仕切り直しで……」

　朋生がそう言いかけたとたん「池山さんっ」と廊下から名前を呼ばれた。

「はい？」

　ひょいっと廊下に顔を出すと、広報部の石野係長が顔を輝かせて立っていた。

「この間の土曜日、部長と銀座にいた？」

　園子は思わず「えっ」と声を上げてしまった。

「なんだかふたりともすっごく素敵な格好して、腕を組んで歩いてたでしょう？」

「えっと……」

　園子は口ごもる。見られていただなんて、思いもしなかった。

「部長とデート？」

　石野係長は人の噂うわさ話ばなしが大好きという感じで、少しふっくらしたほっぺにえくぼを浮かべている。

「ち、違うんです」

「見間違いなわけないと思うんだけどなぁ」

「えっと、そうじゃなくて……」

　園子は必死に説明しようとしたが、うまく口が回らない。

「仕事だったんです」

「またまたぁ」

　石野係長はそう言うと、「秘密にしておくよ」と、口に手を当てて笑いながら去っていった。

　石野係長が見えなくなると、園子はふうとため息をついた。ＴＳＵＢＡＳＡのパーティに行ったとは、とても言えない。その上……。

　おそるおそる後ろを振り向くと、朋生が考え込むような表情で空くうを見つめていた。

「朋生くん、本当に仕事だったの」

「……そうなの？」

　不安そうな表情で朋生が言う。

「うん、そう。部長と仕事関係のパーティに行っただけ」

　園子はそう言いながらも、自分の気持ちを考える。

　ドレス姿で山科部長の腕に手をかけた時の高揚感。あれは本当に仕事だったんだろうか。

「そっか」

　朋生は微妙な顔でうなずくと、給湯室から出ていく。

　園子はどんな言葉をかけたらよいか分からず、その背中をじっと見つめるしかなかった。シンクに手をついて、大きなため息をつく。髪をかき上げて、両手で顔を覆った。

　誰かが傷つくのは見たくない。でもこの場合、どうしたらいいんだろう。

「池山さん、大丈夫？」

　給湯室の入り口から声がかかって、巡り続ける思考の輪からはっと抜け出した。

「部長……大丈夫です。今コーヒーを淹れていきますから」

　園子は急いでコーヒーの支度を始めた。

　山科が一歩、給湯室の中へと足を踏み入れる。

　園子は目を合わせないよううつむいて、支度に没頭しているふりを見せた。

　ほんのすぐ近くに、山科の気配がある。彼に近い自分の右後ろを、園子は激しく意識してしまっていた。

　なんでだろう。今までだって、こんなふうに近くで話したこともあったし、ふたりきりだったこともたくさんあったのに。

「この前は悪かったね」

「いいえ、大丈夫です。あ、あの……ドレス、お返しします。ツケにしたところで、とてもわたしには払えませんから。他のどなたかにお譲りになってください」

　そこまで一気に言い終えると、ミルクと砂糖を用意して、人数分のカップを棚から取り出す。忙しくしていないと、山科の顔をちゃんと見なくてはならないから。

　インスタントコーヒーの容器を開けて、スプーンを入れようとした時、山科の気配がまたさらに近くなるのが分かった。振り返ろうとしたところで、そのまま後ろから山科に腕を回された。

「えっ」

　思わずスプーンをシンクに落とす。

　園子の後頭部に山科の頬が軽く当たっているのが分かる。肩を掴む手は大きくて、力強かった。

「あ、あの……」

　園子はパニックに陥った。しばらく後ろから抱かれたまま、身動きひとつできない。山科もずっと無言だ。それほど長い時間ではないはずなのに、永遠とも思える時の流れを感じる。

　山科の唇が後頭部に当たる。園子はびくっと身体を震わせた。

「……まいったな」

　山科がつぶやく。

　温かい呼気を頭に感じた瞬間、痺れに似た感覚が全身を走り抜けた。

　それからすぐに山科はぱっと腕を放し、園子を解放した。

　園子はシンクに手をついて、よろめく身体を支える。振り返ると、山科が申し訳なさそうな顔をしているのが見えた。

「悪かった。忘れてくれ……五分後、会議を再開する」

　そう言うと、山科はバツが悪そうな顔をして、給湯室を出ていった。

　ポットからお湯が沸く音がする。園子は力が抜けて、床にへたり込んだ。

　今のはどういうこと？　『まいった』って、どういう意味？　それに『忘れてくれ』って……。

　園子はしばらく動くことができなかった。







第三章










電話の女性




「――子。園子ったら！」

　大きく名前を呼ばれて、園子ははっと我に返った。

「どうしたの、ぼーっとして」

　紀子が心配そうに言った。

「うん？　ううん、なんでもない」

　頭から離れない昨日の出来事を振り払うように、園子は明るく返事をした。

「最近は仕事に夢中だったのに、突然放心しちゃって。なんかあったの？　変なの」

「ごめんごめん」

　園子はおにぎりを口に運びながら、紀子に相談したい気持ちをぐっと堪えた。あの山科の行動がなにを意味するのか、本当は紀子に聞いてみたかった。

　ランチタイム。居残り組の園子と紀子は、デスクでおにぎりをほおばる。営業のほとんどが出払っていて、オフィスはシンと静かだ。

　山科も外出中で、園子は少し安心する。どうやって接していいのか分からないからだ。

　紀子は、ファッション雑誌をペラペラとめくりながら話している。

「ねえ、このあおいっていうモデル、突然出てきたよね」

　紀子がページを指差し、口をもぐもぐさせる。

「きれいな人」

　園子は純粋にそう思った。

「なんでも、パリコレに出たらしいよ」

「へえ。すごいね」

「頭もいいし」

「ふうん」

　園子が連発する気のない返事に、紀子はとうとう頬を膨らませた。

「もう、どうしたっていうのっ」

　紀子はおにぎりの包み紙をごみ袋に放り込んで、ペットボトルのお茶をごくごく飲んだ。

　園子はおにぎりを机に置いて、「ごめん」とつぶやく。

「なにかあったのなら、言ってごらんよ。相談のるから。朋生のこと？」

「……うん、それも含めて」

「告白されたの？」

　紀子が身を乗り出してくる。

「ちゃんとはされてないけど、個人的に映画に行こうって言われて」

「いいじゃん。それで？」

　紀子がにんまりと笑う。

「断った。ちょっと用事が重なってて」

「ふうん。そっか」

　紀子が背もたれに身を預ける。腕を組んで園子の様子をじっくりと見た。

　園子は思い切って口に出す。

「用事があってよかったって、そう思っちゃった」

「かわいそうに、朋生」と、紀子が残念そうに首を振った。続いて「それ、本人にちゃんと言った？」と聞く。

「言ってない」

　園子は顔を伏せた。おにぎりののりを指でぴりぴりと破ってみる。

「言いなよ」

「だって、なんだか申し訳なくて」

　紀子が「余計な同情は、傷口を大きくするんだよ」と語気を強める。もっともな意見だ。

「朋生が嫌いなわけじゃないんだよね」

「うん」

「じゃあ、お試しで付き合うってこともアリだよ」

「それで気持ちが変わったりする？」

「することも、ある」

　園子は、朋生と一緒に手を繋いで歩くことを想像してみた。だけどしっくりこない。

「園子の気持ち次第。早めにどうするか決めたほうがいいよ。朋生もかわいそうだから」

　紀子が新しいパンの袋を破って、ひと口ほおばる。

　園子は「うん」とうなずいた。

　次の瞬間、静かなオフィスに電話の音が響き渡った。

　紀子が手を合わせて「ごめん」と言う。彼女の口はあんぱんでいっぱいだ。

　園子は軽くうなずくと、電話を取った。

「はい、竹永コスメティックスでございます」

《もしもし？　そちらに、山科達也さんはいらっしゃいますでしょうか》

　鈴が鳴るような、美しい女性の声。

「申し訳ございません。山科はただいま外出しております」

《そうですか……》

　少し考えるような間が空く。

「ご伝言をお預かりいたしましょうか？」

《では、折り返し電話をお願いいたします》

「はい。お名前とお電話番号をいただけますか？」

《本ほん城じょうあおいと申します。電話番号は〇九〇……です》

「かしこまりました。わたくし池山がお受けいたしました」

　園子は電話を切って、メモを書く。立ち上がって、部長室に向かった。

　山科の部屋には、不思議と気配が残っている。園子は、あの日山科が触れた背中のぬくもりを思い出して、自然と頬が熱くなった。

　困った。これだけで、胸が暴走を始めてしまう。

　一度大きく深呼吸をして気持ちを静めてから、キーボードの上にメモを置く。

　ふと顔を上げると、山科が部屋に入ってくるところだった。園子に気づいて、「なに？」と話しかける。

「お帰りなさい。電話のメモを置きました」

　努めて冷静に言ったものの、手が震えてしまう。

『忘れてくれ』

　山科の言葉が頭を巡った。

　でも、どうやって？

「外は、意外と暑いよ」

　山科は昨日のことを本当に忘れてしまったように、いつもと変わらない笑顔を見せる。

　けれど園子は山科の目を見られない。目を伏せて「そうですか」とひと言返すのが精いっぱい。山科から逃げるように、一歩二歩と後ろに下がった。

「池山さん」

　山科が呼び止める。

　名前を呼ばれて、跳び上がった。「はいっ」と声が裏返る。

　山科を見ると、今にも笑いそうな顔をしていた。

「後ろ」

「え？」

「気をつけて。ぶつかるよ」

　そう言われて慌てて振り向くと、あと一歩で棚に激突するところだった。

「あ、すみません。ありがとうございます」

　跳びはねるみたいに、頭を下げた。

　顔を上げると、山科はまじめな顔で園子を見ている。

「昨日は本当に申し訳なかった。できれば、いつもどおり接してほしいんだ」

　――念を押されてしまった。

　園子が「はい」とうなずくと、山科はホッとした顔をして、メモを手に取る。そのとたん、顔つきが変わった。

「これ、いつ？」

「電話ですか？　ついさっきです」

「そうか」

　あまりにも難しい顔をしているので、園子は心配になった。

「折り返しのお電話を受けてはいけない相手でしたか？」

「いや、大丈夫だよ。連絡するから」

「はい」

　園子は山科の様子を窺いつつ、今度はちゃんと扉の位置を確認して、部屋を出る。

　電話の女性は、いったい誰なんだろう。

　園子はなんとなく胸がつかえて、席に戻ると慌ててお茶を飲んだ。










好き




　朋生がよそよそしい。会話をする時、いつも少し目をそらす。先週の土曜日のことを、きっと勘違いしているに違いない。確かに朋生と出かけることを躊躇したけれど、あれは仕事の一部であって、他の誰の予定であっても断っていたはずなのだ。

　ちゃんと話さなくちゃ。自分の気持ちも含めて、全部。

　ゴールデンウィーク中の、三人で深夜に残るオフィス。ちょっと前までは楽しかったのに、今は変に緊張してしまってつらい。

　山科は上司としての態度を徹底させている。いやむしろ、園子から距離を置いているような気もした。

　気のせい？　でもなんだか、以前の山科部長とは雰囲気が違う気がする。

「とりあえず、関東近県は、ほぼすべてあたりました」

　朋生が山科に進捗状況を報告する。

「これ以上、増やすことはできない？」

「まだ流通も少ないので、他の出方を見ているようです」

「そうか……これ以外に売り上げを増やす案はあるか？」

　山科がペンを指でくるくる回しながら、考える素振りを見せる。

「そうですね、妥当なのは通販だと思います。口コミサイトに広告を出して」

「そうだな」

　山科がボールペンを唇に当てる。それを見た園子は、頭の後ろに唇が当たったことを思い出す。

　胸が疼うずく――。園子は目を伏せた。

「営業からそのための人員を出すのは難しいから、新規採用になるな。でも、人件費を出せるほど余裕はない」

　園子は「あの」と手を上げた。

「なに？」

「思ったんですけど、長野の工場に通販の拠点を置くのはどうでしょう。長野はもともとパート社員でまかなっています。時給ベースも東京よりは低いし、在庫を調整しやすいと思います。配送料も低くなりますよね」

　山科が園子の顔を見つめながら、考える様子を見せる。それから「よし、そうしよう」と言った。

「今週末、長野に出向こう。池山さん、生産部とその話を進めて」

「はい」

「この件は池山さんが行ったほうがいいな。工場従業員は女性中心だろう？　同性のほうがいい」

　園子はそう言われて、怖おじ気けづいた。営業事務としての仕事はしてきたが、出張なんて初めてだ。

「わたしで大丈夫でしょうか……こういうお仕事は初めてで」

　園子が言うと、山科は再び考えだす。それから朋生のほうを見る。

「俺も行き――」

　朋生の言葉を遮って、山科は「僕が行こう」と言った。

　朋生の顔がこわばる。山科はその表情をあえて無視する形で「工場自体を一度見ておきたいと思っていたんだ」と付け加えた。

「部内には秘密で動きたいから、悪いけど休日出勤になる。土曜日の日帰りで、スケジュール調整してくれ」

「分かりました」

　園子はうなずき、メモを取った。

　朋生と山科、どちらと行っても心が揺れる。でも、ひとりでは自信がないことも確かだ。

　山科のスマホが鳴る音が響いた。内ポケットに手を入れてスマホを取り出し、着信画面を見たとたん、難しい顔になる。すぐに席を立ち、そのまま廊下へと出ていった。

　シーンと静まり返った、がらんどうのオフィス。人がいないと、置かれているものがこんなに多かったのだと気づかされた。ごちゃごちゃといろいろなものが目に入る。

　園子はそれを漠然と視界に入れながら、今しかないと心に決めた。

「朋生くん」

「……なに？」

「ちゃんと話がしたいの」

　園子が真剣な目で見つめると、朋生はペンを置いて園子に向き直る。自信なく不安そうな彼の表情に、心がくじけそうになってしまう。

「あの日……映画に行きたくなかったわけじゃないの」

「……うん」

「その日は本当に部長に言われて、仕事として行ったんだ」

　朋生は無言で、自分の袖をめくったり、伸ばしたりを繰り返す。どう答えていいのか分からないようだ。

「でも、部長に仕事を入れられて、ホッとしたの。なんていうか、朋生くんと関係を発展させることに……実感が湧かなくて」

　園子は続ける。

「朋生くんが嫌いってことじゃないの。どっちかっていうと好きだし、でも、なんていうか……」

「分かるよ、友達でいたいってことだろ？」

　朋生は力なく言った。

　園子は小さく「うん」と答えた。

「部長となにかあるわけじゃないのか？」

　朋生は山科の座っていた椅子をちらりと見て、言いづらそうに訊ねた。

　園子は「ううん」と首を振る。

　忘れてほしいと言われたのだから、なにもないってことと一緒だもの。

「じゃあさ」

　朋生が思い切ったように言う。

「恋人にならなくても、試しにどこかに遊びに行ったり、できるかな」

「友達として？」

「最初は友達として。会社の俺しか見せてないし、なんていうか……もっと時間を共有したら、なにか変わるかもしれないだろう？」

　朋生が言う。

　それが紀子の言う『お試し』ってことなんだろうか。そうすれば、なにか気持ちが変わるかも。この胸がつかえるような苦しさも。思い返すたびに顔が火照る、この感覚も。全部全部、変わるかも……。

「うん、分かった」

　園子がうなずくと、朋生の顔がぱあっと明るく輝く。

「じゃあ、出張から帰ってきたら、どこに行くか決めよう」

「うん」

　口笛を吹きそうなほどご機嫌の様子に早変わりした朋生に対して、園子は実は戸惑いのほうが大きいことが申し訳ない気がした。

「悪かった、待たせたな」

　山科がポケットにスマホを戻しながら、オフィスに戻ってきた。

「大丈夫です」

　朋生が大きな声で言う。

　先ほどとは打って変わり朋生がウキウキしているのを見て、山科はいぶかしげな顔をした。次に園子のほうを見て、合点したというような表情を浮かべる。

　そして、園子から視線を外した――。

　ただそれだけ。ただそれだけなのに、園子はなぜか泣きそうになる。

　忘れてほしいと言われたから、忘れることにしたんです。

　山科の顔を見ないように、机の上の自分の手を見つめた。

　本当は頭から離れないんです。部長の腕の強さや、温かさ。それから、頭にかかる吐息が……。園子は唇を噛かむ。

　でも、あの抱擁に意味はないんですよね？

　ペンを持つ園子の手が揺れる。左手で、そっと自分の右手を押さえた。

　どうしよう。どうしたらいいの？　そうか……わたし、部長が好きなんだ。










眠れない




　工場は、群ぐん馬まにほど近い長野の山奥にある。人口も少なく、シルバー世代が多いところだが、高速道路のインターが近いことから、この場所に決められた。

　新幹線に乗り、そこから私鉄に乗り換える。道中、山科とはビジネスの話しかしなかった。以前ふたりの間にあった楽しげな雰囲気は、どこかへ消えてしまっていた。

　上司と部下。完全で完璧な関係。

　そのかいあって、工場での打ち合わせは滞りなく行われた。パートの新規採用とスケジュール調整をお願いすると、雇用が増えることを地元の住民は喜ぶだろうと、工場長はうれしそうに話した。

　帰りの私鉄電車に、ふたりで並んで座る。

「うまくいくといいな」

「はい」

　簡素な会話を交わしたきり、沈黙の時間が流れる。車窓から、夜が徐々に山の緑を深い闇へと沈めていくのが見えた。

　規則的な揺れで、時々肩が触れる。スペースを空けるのも不自然だし、触れたままでいるのも不自然だ。

　こうやって、会社での毎日が過ぎていくんだろうか。不自然なまま、全部を押し込めて。

　視線を落とすと、山科の手が目に入った。膝の上に置かれている。

　きれいな指……。本当はあの指で、触れてもらいたい。

　園子は気づかれぬよう小さく首を振り、それから静かに目を閉じた。




　長野駅に降り立つと、しっとりとした夜が完全に駅を覆っていた。

「切符を買ってきます」

　園子が券売機の近くまで行くと、改札口あたりがいくぶん騒がしい。

　なにがあったんだろう。

　園子は首を傾げた。駅員がなにやらしゃべっていたので、近くに寄る。

「電気系統の事故で、新幹線は運休しております。復旧の見通しは立っておりません」

　駅員はそう声を張り上げた。

　驚いた園子は、ぱたぱたと山科のところに駆け寄った。

「部長、新幹線が止まってます」

「復旧は？」

「未定なんです。電気系統の事故だそうです」

「……そうか」

　山科はどうしようかと困った顔をした。

「普通列車の運行状況を見てみましょうか」

　急いで自分のスマホで路線検索をかける。そして、唖然とした。

「あの、帰れません」

　泣きそうな声で、山科に告げた。

「今夜は長野で過ごそう。明日は日曜日だし、大丈夫だ」

　山科はそう言うと、近くのビジネスホテルを調べ、片っ端から電話をかけ始めた。

「――そうですか。じゃあ、予約をお願いします」

　電話を切ると、山科は園子に「タクシーに乗ろう」と言った。

「駅前は、この騒ぎで全部埋まってた。タクシーで三十分のところのホテルが空いてたから、そこに行こう」

　山科は園子を連れて、タクシー乗り場へと急いだ。

　ホテルの一階にコンビニがある以外は、暗闇の中にうっすら山が見えるだけ。山科が予約したビジネスホテルがあったのは、そんな場所だった。

　フロントのオレンジ色の電気を見て、園子はホッとする。

「予約をした山科です」

「はい、お待ちしておりました」

　フロントにいた眼鏡のおじさんは、そう言いながら宿泊帳を差し出した。

「ダブルをひと部屋でございますね」

　そう言われて、園子は「ん？」と首を傾げる。それからすぐに事態を把握した。

「ふた部屋ないんですか？」

　受付のテーブルに飛びついて、大きな声で訊ねた。

「申し訳ございません。あいにく本日はこのお部屋ひとつしか空いておりませんでした」

　おじさんが表面的な謝罪をして、頭を軽く下げる。

「僕はホテルでなくとも、どこででも過ごせるから。池山さんはここに泊まりなさい」

　山科は当然という顔で、そう伝える。

「どこでも？」

　園子はホテルの窓の外を見つめる。

「こんなに真っ暗な場所の、どこで過ごすっていうんです？」

「まあ、どこでも……。僕は男だし」

「そんな、やめてください。じゃあ、わたしも外で過ごします」

「なに言ってんだ」

「だって、部長を野宿させるなんてできませんっ」

　園子は必死に抵抗した。

　山科が困った顔をする。

「お客様」

　おそるおそるという感じで、フロントのおじさんが声をかけてきた。

「お部屋、いかがなさいますか？　今夜は新幹線の事故のため、お部屋のお問い合わせが多いんです」

『泊まらないなら、すぐにそう言ってくれ』と言わんばかりの口調。

「ふたりで泊まります」

　がんとして首を縦に振らない園子を見て、山科はあきらめたようなため息をついて言った。

　部屋は、いわゆるビジネスホテルの簡素な作り。喫煙室なのか、ほのかにタバコの香りが残る。正面には小さな窓。左手にクローゼットと小さなデスク、テレビ。そして部屋の大部分を占める、大きなダブルベッド。

　かちゃっと扉の閉まる小さな音が聞こえると、とたんに園子はめまいがするほどの緊張感に襲われた。

　山科はカバンをベッドの上に置くと、園子と距離をとってベッドの上に腰掛けた。ジャケットを脱いで、ネクタイを指で緩めて外す。

「食べる？」

　山科は、ベッドの上に放り投げたコンビニの袋から、先ほど買ってきたおにぎりやパンを取り出した。

「はい」

　園子は、山科と充分に距離をとって、ベッドの上に座った。

　ふたりで黙々と食事をする。時計を見ると夜の十一時。朝までまだまだ時間がある。

　どうやって気を紛らわせたらいいんだろう。

「池山さんは連絡するところない？　心配する人とか」

「大丈夫です。ひとり暮らしですし」

　園子はペットボトルの温かいお茶を飲みながら、答える。

「山本には？」

　山科の口から唐突に出てきた名前に、園子の手が止まる。ペットボトルのフタを閉めようとしたが、慌ててキャップを落としてしまった。

「別に、大丈夫です」

「そうなのか？」

「……付き合ったりしてませんから」

　園子が断言すると、山科は「そっか」と言ったきり、黙った。

　その沈黙がいたたまれない。

「部長は？　どなたかにご連絡しなくてもいいんですか？」

「……別に、いいよ」

　山科は首を振る。

「お見合いしていらっしゃるんですよね？」

　園子は思わず聞いてしまった。口にしてから『しまった』と思い、慌てて口を閉じる。

　山科はパンをちぎると、口にほおばる。それから「みんな断ってる」と言った。

　ホッとする自分に嫌気がさして、園子はうつむく。

「今は、誰かと結婚するつもりはないんだ」

　山科は言った。

　きっと、一緒に暮らしていた女性を忘れられないから。

　園子の胸に再びもやもやとした固まりが広がってくる。泣きたくなったが、ぐっと堪えて「デザート買っちゃいました」と笑顔を見せた。

「シュークリーム、半分いかがですか？」

「もらう」

　山科はうれしそうに手を出してくる。

　園子はシュークリームを半分に割った。とろとろのカスタードクリームが、指の中からこぼれそうだ。

「どうぞっ、あ、落ちちゃうっ」

　山科の手が、とっさにシュークリームを包もうと伸びた。その指が、園子の指に一瞬触れる。

「あっ」

　園子は思わず手を引いてしまった。

　山科も手を引く。

　白いシーツの上で、シュークリームが無残な姿でつぶれた。

　ふたりでそのかわいそうなシュークリームを見つめる。それから、ため息と共に情けない笑みをこぼした。

「俺、なにやってんだろう」

　山科は指についたクリームを舐めた後、髪をかき上げる。両手をベッドについて、天井を見上げた。

「わたしも本当に、すみません」

　園子は謝りながらも、胸のドキドキが止められない。かすかな指先の感触を、頭の中で何度もなぞる。

　ふたりの間に広がる、どうしようもなくぎこちない空気がいたたまれなくて、園子はとっさに話題を変えた。

「部長、シャワーをお先にどうぞ」

「じゃあ、もらおうかな」

　山科がバスルームに消えると、園子はホッと肩の力を抜いた。




　後片付けを終えて、ベッドの上で落ち着かなく待っていると、バスルームの扉が開いた。もあもあと湯気が部屋に入ってくる。

「池山さん、どうぞ」

　山科はコンビニで買った白いＴシャツに紺色の短パンという格好で、ベッドの上に腰を下ろした。黒髪は濡れて、オレンジ色の照明の下で艶やかに光っている。

「やっぱり、これを買ってよかった。浴衣じゃ落ち着かないから」

　タオルで髪を拭きながら、山科が言う。

　見たことのない格好。

　肌がほのかに上気して、男性の色香が漂っている。胸が自然と鼓動を早めた。

　園子は山科の色香から逃げるように「じゃあ、いただきます」と言ってバスルームへと走り込む。

　友人と泊まっていると思えばいい。女友達と。

　園子は何度も自分に言い聞かせた。

　バスルームを出たら、もうぐっすりと部長が寝ていますように。

　そんなことも願いながら。




　シャワーが終わると、コンビニで買った山科のものとまったく同じものを着る。なんだかそれも心を落ち着かせなくする。

　このまま夜通しこの動悸が止まらなければ、高血圧かなにかで倒れてしまうんじゃないだろうか。

　気合いを入れてバスルームを出ると、部屋はもう暗くなっていた。ベッドの片側には、山科が布団をかぶって寝ている。

　園子は心底ホッとした。ベッドの反対側にそっと身体を入れて、ぎゅっと目を閉じた。隣には山科が寝ている。

　園子はベッドから転げ落ちる寸前のところで、身を丸くして息を潜める。少しでも動くと、山科に触れてしまうんじゃないかという心配で気が狂いそうだった。

　眠れない。

　閉じていた目を開けて、窓の外の月を眺めた。真っ暗な空に白い三日月が浮かんでいる。

　緊張して頭が痛くなってきた。身体もこわばって、もぞもぞしてしまう。それに、春とはいえ、山間の夜は冷える。震える身体を両手でこすった。

　すると、身動きひとつしていなかった山科が「寒い？」と訊ねてきた。

「……起きていらっしゃったんですか」

「うん。眠れなくて」

　振り返ると、山科の白い背中が見える。

　山科も園子にちらりと視線を送ると、しばらくなにかを考え、それから園子のほうを向いた。

「空調は入ってるのに、効かないな。長袖を買うべきだったかな」

　肘を立てて、頭を支える。

「そうですね。掛け布団も薄くって……」

　園子はさらに身体を縮めて、布団の中に頭まで潜り込もうとした。

「嫌じゃなければ」

「はい？」

「もうちょっとこっちに来れば、温かくなるかも。池山さん、今にもベッドから落ちそうだ」

　園子の脈拍が早まる。

「嫌じゃ、ないんですけど、でも……」

「じゃあ、おいで」

　山科は園子に腕を伸ばした。腕を掴まれ、園子は引き寄せられる。密着するまではいかない、触れるか触れないかぐらいの、微妙な距離。

　園子は身体がカチコチで、うつぶせになってシーツに顔を埋める。恥ずかしくて、山科の顔が見られない。きっと顔が真っ赤になっているはずだ。

「そんなに緊張するなよ。こっちのほうが緊張してくるじゃないか」

　山科の声が耳のすぐ近くで聞こえてくる。

「部下には手を出さないから、心配するな」

　山科はそう言うと、園子と同じように腹はら這ばいになった。

　園子はおそるおそる顔を上げる。

　山科は手を伸ばして、ナイトランプをつけた。温かな色の輪がシーツの上に広がって、彼の顔がよく見える。

　洗いたての黒髪。顎から首にかけてのライン。ほおづえをついたその指は長くて、本当にきれいだった。

「眠れないから、寝るのやめようか。しゃべっていれば、そのうち夜も明けるさ」

　山科がふたりの間の緊張感を吹き飛ばすように、努めて明るく言った。

「池山さんは、どうしてこの会社に入社したんだ？」

「採用試験に受かったからです。他は全滅でした。特に『これがやりたい！』っていうものもなかったんです。みんなが就職してるから、わたしも就職しなくちゃっていう感じで」

　山科の質問に、園子は正直に答える。

「そうか。じゃあ、結婚したら辞めるつもり？」

　山科にそう言われて、園子は「考えたこともありませんでした」とつぶやく。実際、先のことをじっくり考えたことなどなかったからだ。

「……でも、今は仕事が楽しいです。入社以来初めて、楽しいって感じています」

　園子の言葉に、山科の表情が柔らかくなる。その顔を見ているだけで、園子の胸がポッと温かくなった。

「部長は？　ＴＳＵＢＡＳＡに入社したかったんですか？」

　園子が訊ねると、山科は頭を枕にうずめる。それから園子のほうを向いて、おどけたような顔をしてみせた。

「入社したくなんか、なかったよ」

「そうなんですか？」

「ずっと逃げたかった。実際、逃げ出そうともしたんだ」

　山科が目を閉じる。

「家出したんですか？」

　園子が訊ねると「それに近いかな」と山科。

「アメリカの大学に行って、そのまま日に本ほんには帰らないつもりだった」

「そうだったんですか」

「あんなに自由で豊かな時間は、もう経験できないだろうな」

　山科部長は記憶をたどって、穏やかな笑みを浮かべた。

「どうして帰ってきちゃったんですか？」

　園子はそう訊ねてから、深く立ち入りすぎたかなと後悔する。

　けれど山科は気を悪くする様子も見せず、「父親が『帰ってこい』と言ったから」と答えた。

「なんだか、偉そうなお父様ですものね」

　園子はそう口にして、最高に失礼なことを言ったと、慌てて口を手で押さえた。

　そんな園子の様子を見て、山科は楽しそうな顔をする。それから「だろ？　ほんと、ドラマ顔負けのすごい家だよ、山科家は。家に父親の肖像画と銅像があるんだぜ」と言った。

「嘘」

　銅像のある家って、どんな家？

　園子には想像がつかない。

「ほんと。応接室に虎の敷物があって」

「え？　虎？」

「そう、虎。牙ついてんの。昔はそれでよく遊んだな。それから、政治家はしょっちゅう来るし、お歳暮部屋っていうのがあって……」

「なんです、その部屋」

「倉庫みたいなもんなんだけど、贈られてくるお中元やお歳暮をそこに一時的に仕舞っておくんだ。消費しきれないから」

「……贅ぜい沢たく」

「ほんと、贅沢だよな」

　山科がごろりと仰向けになる。

「俺は気づいてなかった。自分が特権階級にいて、その恩恵を充分にもらっているということを。自分と周囲の人々の違いを、家を飛び出て初めて知ったんだ」

「その経験があるから、部長は高慢じゃないんですね」

　園子は言った。

「池山さんちは、どんな？」

　山科にそう聞かれて、園子は困ってしまった。ごくごく普通の家だから、おもしろい話なんかひとつもない。

「普通です」

「普通って？」

「普通すぎて、説明できません」

「なんだ、そりゃ」

　山科が笑う。

「池山さんってさ、表現がおもしろいよな」

「そうです……か？　それは喜んでいいものでしょうか」

「褒めてるんだよ」

「じゃあ、一応ありがとうございます」

「池山さんを見てると、いったいどんなふうに暮らしてきたのかなぁって、思う」

「それは……どういう？」

「きっと、いいご家族の元で育ったんだなってこと」

　山科はそう言うと、園子の顔を見つめる。そして突然、笑いだした。

「なっ、なんですかっ、突然」

　園子は憮ぶ然ぜんとした顔で、山科の顔をにらんだ。

「首」

「は？」

「ほら、首、首」

　山科が手を伸ばして、園子の首をさわった。

　園子の顔がかあっと熱くなる。ちょっと指が触れただけなのに、身体が勝手に反応してしまう。

「タグがついてるよ」

「え？　タグ？」

　園子がとっさに首に手をやると、確かに商品タグがペロリと襟口から垂れていた。

「あっ……」

　引っぱってみるけれど、当然ながら取れない。

「普通、着る時に気づかないかなぁ。かゆくないの？」

　山科はにやにや笑いながら、タグを引っぱった。

「気づくとかゆいです。と、取ります」

　園子はなんとか指でちぎろうとするが、プラスティック製の細い紐ひもはびくともしない。

「取ってやろうか」

「ハサミ、あります」

　園子はベッドを出ると、カバンから小さな裁縫セットを取り出した。

「女の子だね、そんなものを持ってるなんて」

　毛布の中で、山科が感心したような声を出す。

「お願いします」

　園子はハサミを手渡して、ベッドの端に腰掛けた。

　山科はベッドから起き上がり、あぐらをかく。それから園子の首の後ろの髪をそっと脇に寄せた。

　その瞬間、園子の身体の中心をきゅーっとなにかが通り抜けるような感覚がした。ただタグを切ってもらうだけなのに、手が震えだしそうになって、慌ててその手を自分で押さえつける。

　パチンと小さな音が聞こえて、山科の指がタグを取り出した。

　指が離れると、園子はホッとして小さく息を吐く。

「ほら、取れた」

　目の前に、後ろから山科の腕が出される。

「ありがとうございます」

　園子はお礼を言って振り返った。

　思ったよりもずっと近くに山科はいた。端正な顔が目の前に突然現れて、思わず身体を引く。

「あっ」

　ベッドから腰が落ちて、バランスが崩れる。

　落ちる！

　園子は目をつぶり、とっさに両手を山科に伸ばした。

　ドタンッ！

　気づくと床の上に座り込んでいた。

「危なかった」

　山科が小さく言った。

「サイドテーブルに頭をぶつけるところだったよ」

　ナイロンの毛羽立った絨じゅう毯たんの上で、園子は山科の胸に抱かれていた。山科は片手をサイドテーブルにつき、もう片方の手で園子の頭を抱いている。すぐ目の前に山科の胸があった。

「あの……」

　園子は『ありがとうございます』と言いたかったが、口がうまく回らない。落下の衝撃と、目の前の温かな胸もとに動揺している。見上げると、Ｔシャツからのぞくきれいな鎖骨と、首筋。一気に血圧が上がって、めまいがした。

「大丈夫？」

　山科が園子の顔をのぞき込んだ。

　どうしよう。わたし、今すごく真っ赤な顔してる。

　ゆっくりと顔を上げると、山科と目が合った。

「君は……」

　山科がつぶやくように言った。

　時が止まる。互いの瞳から目が離せない。

　山科の指が園子の髪を絡めて握った。下唇を噛んで、なにかを考える様子。

　園子の胸の鼓動は激しさを増していく。

　ふたりの間に、こんな濃密な空気が流れたことはない。

　身体を支えていた腕が、そっと絨毯の上に園子を横たえた。見上げると、ナイトランプの逆光で、山科の表情はよく分からない。

　息が……止まりそう。

　園子は身体を起こそうとしたが、山科の身体に遮られてうまく動けない。

　山科が手の甲で園子の頬をさわる。

　耳に指が当たって、思わず声にならない息を吐いた。

　山科の顔が近づいて、園子はとっさにぎゅっと目をつむる。湿った髪が頬に当たる感触がする。息が首筋に当たって、「あ……」と声を漏らした。

　なにが起こってるの？

　園子は目を固く閉じながら、必死に言葉を口にした。

「給湯室でのこと、忘れようと思っても忘れられません」

　山科の動きが止まる。

「どうしたらいいんですか」

　突然、すぐ側にあった気配がふっと遠ざかった。園子から手が離れる。

　園子は静かに目を開いた。

　山科はベッドに背をもたれて、右手で頭を抱えていた。

「本当に、まいった……俺が聞きたい」

　山科はそのままの形でしばらく動かなかったが、やがて気持ちを切り替えるように息を吐く。

「……やっぱり、寝よう。明日、早い電車で帰るから」

　山科はそう言うとベッドに上がり、パチンとナイトランプの明かりを消した。暗闇の中、園子に背を向ける。まるで息を潜めているように、ぴくりとも動かない。

　園子は、爆発しそうな胸に手を当てながらベッドに上がる。山科に背を向けると、両手で身体を抱き、身を縮めた。

　やっぱり、今夜は眠れそうにない。

　園子は絨毯の上に落ちたままのハサミとタグを見つめながら、静かに時間が過ぎるのを待ち続けた。










部長の彼女




　週明けのオフィス。

　ゴールデンウィークが終わって、寒さは完全に遠のいた。太陽の下に出ると汗をかくほどの暖かさだ。

「出張、大丈夫だったか？」

　出社してきた朋生が、園子に声をかける。

「う、うん」

　園子はうなずいたが、多少の不自然さは消せない。

　朋生の顔が瞬時に曇る。部長席を振り返った後、問うような目線を園子に投げかけた。

　園子はうつむいて、なにも言えない。消せない気持ちがある。たとえ朋生との時間を増やしたとしても、あの瞬間に感じたものは忘れられない。

　朋生はまじめな顔をして、すとんと椅子に腰掛けた。机に肘をついて、ため息をつく。そして「やっぱり、俺が行けばよかった」とつぶやいた。

「おっはよーぅ」

　長期の休みを終えて、ウキウキ気分の紀子が出社してきた。しかしふたりの様子を見ると、「おっと」と言って口をつぐむ。

「お通夜みたいな席ね、ココ」

　紀子が口を尖らせて言った。

「ちゃんとふたりで話しなよ。余計なお世話かもしれないけど、気持ちを推し量ってくれっていうの、お互いにいいことないから」

「う……ん」

　朋生が小さな声で返事をする。

「特に、園子ね。さ、仕事仕事」

　そう言って、紀子はパソコンの電源をつける。続けて「あっ」と声を上げた。

「大ニュースがあるんだよ！」

「なに？」

　園子は、ペットボトルのお茶を飲みながら問い返した。

「モデルのあおい、いるでしょ？」

「し、知らないけど」

　園子が言うと、「この前話したじゃんっ」と紀子が力強く反論する。

「あおいって、部長の彼女らしいよっ」

「ほんと？」

　朋生が顔を上げる。

「見た人がいるの。経理のニコちゃんがね、日曜日の夕方、ふたりで並んで歩いてるところを見たって。腕組んで」

　紀子は興奮してまくしたてた。

「いや、いくらなんでも、そりゃガセだろ？」

　朋生は信じられないというように、首を傾げた。

「だって、見たって」

「部長とあおい、どこに接点があるんだよ」

「さぁ。あおいかどうかはともかく、部長は見間違わないと思うよ。だってニコちゃん、部長のファンだもん。『営業部いいなあ』って、いっつも言ってるし」

　紀子の声は、自信がなさそうに小さくなっていく。

「じゃあ、彼女がいるってことは、本当かもな」

　朋生がホッとしたような声で言った。

「しかも相当の美人」

　紀子がさも見たかのような口ぶりで言う。

　園子は無言で席を立った。

「園子？」

「あ、ちょっと、トイレ」

「行ってらっしゃい」

　紀子は陽気にひらひらと手を振った。朋生は神妙な顔をして、園子を見つめている。

　園子はその視線を振り切って、席を離れた。

　部長に彼女がいてもおかしくない。年齢も年齢だし、仕事ができて、家柄もいい。だから『忘れてくれ』って、言ったんだ。彼女がいるから……。

　園子はトイレの個室で「そっか」と声に出した。壁にもたれて、頭の中でぐちゃぐちゃになっているいろいろな記憶――山科の怒った顔、難しい顔、考えてる顔、それから園子を見て笑った、その笑顔の記憶――を消してしまおうと考えて……。

　園子は手を握りしめる。目が真っ赤になった。

　忘れられない。記憶も。感情も。消したりできない。

　あふれてくる涙をぐっと堪えて、トイレから出た。始業時間は過ぎている。早く戻らないといけない。

　目尻に溜たまった涙を指でぬぐいながら、廊下をとぼとぼと歩いていると、後ろから「おはよう」と声がかかった。振り向くと、山科が立っている。

「え？」

　山科が驚きの声を上げる。

　園子は慌てて目をこすった。

「どうした？」

「なんでもありませんっ」

　園子はそう叫ぶと、オフィスへ駆け戻ろうとする。その瞬間、山科が腕をぐっと掴んだ。

「ほんと、どうしたんだよ」

「……なんでもないんです。大丈夫です」

「大丈夫って……じゃあ、なんで泣いてる？」

「泣いてませんっ」

「目が真っ赤じゃないか」

「部長の気のせいですから、ご心配はいりませんっ」

　園子は力いっぱい腕を振り切った。

　山科があっけにとられるのを尻目に、園子は廊下を走って非常階段へと逃げ出した。

　非常階段の踊り場で、大きく息をつく。太陽で温まった風に吹かれながら、社会人として部下として、自分のしたことは最低だったと落ち込んだ。

「部長にあたっちゃった」

　パンプスのつま先で、金属製の階段をカンカンと鳴らす。さびついた手すりにつっぷして、なんとか気持ちを切り替えようと試みた。

　古いビルが立ち並ぶ界かい隈わい。壁は雨で汚れ、路地裏にはゴミが落ちている。

　園子は「はあ」とため息をついた。

　すると金属製の重い扉がガチャッと開き、山科が非常階段へと出てきた。

　園子は再びダッシュしたくなったが、山科の仕事の信頼を裏切るようなことをこれ以上したくなかった。目をごしごしと手の甲でこすり、彼に向かって深く頭を下げる。

「先ほどは失礼いたしました。すぐに仕事に戻ります」

　山科は園子の隣に並んで立つ。風が吹いて、山科の髪がふわりと持ち上がった。

「池山さん、なにがあった？　俺……いや、僕のせいだったら、謝ります」

「違います」

　園子は即座に首を振った。彼女がいると知ったから泣いていたなんて、そんな恥ずかしいことを言えるわけがない。

「そう……」

　山科は納得いかない様子で、園子に視線を注いだ。

「部長、今週末はご在宅ですか？」

　園子は訊ねた。

「あ、うん。家で過ごそうかと思ってたけど」

「ドレスを」

　園子はつかえるように言葉を発する。

「えっ？」

「ドレスを、お返しにあがりたいんです」

「あれは――」

　山科部長が言いかけるのを、園子は「いいえ」と遮る。

「お返ししたいんです」

　強く言った。

　山科の存在を自分から消してしまおう。最初はつらいかもしれないけど、そのうち忘れることができるはず。

　山科は園子の言葉の強さに、ぐっと言葉を飲み込む。それから「分かった」とうなずいた。




　そして週末。日差しがまぶしい。

　この一週間、園子はとにかくなにも考えないように、がむしゃらに仕事をした。それでも、その合間に悲しさがふっと園子を支配する。

　あとどれだけの時間が経てば、忘れることができるんだろう。

　園子は山科が住むマンションの前に立った。

　築年数の新しい高層マンション。ロビーには花が活けられ、革張りの白いソファが置かれている。

　園子は大きな紙袋をぶら下げて、山科の部屋番号を押した。

「はい」

「池山です」

「どうぞ」

　ガラス張りの自動扉が開き、園子は山科の部屋へと向かった。ふと後ろを振り返ると、背の高いきれいな女性が園子の後ろから続いて入ってくるのが見えた。ショートカットに利発そうな瞳。少しふっくらとした唇が印象的だ。

　なんてスタイルのいい人。

　エレベーターの中に、彼女のフレグランスが充満する。フワフワと甘い気持ちになる匂い。

　偶然にも、同じフロアで降りた。

　園子は紙袋の中身を確認した。ドレスにパンプス、それとアクセサリー。山科にエスコートされてパーティに行った日を思い出した。『きれいだ』と言った時の山科の表情を思い返すと、胸が痛んだ。

　部屋の前でチャイムを鳴らそうと立ち止まった。すると、その女性が「あれ？」という顔をして、園子を見る。

　その女性は、山科の部屋の右隣の住人のようだった。鍵をポケットから取り出して、きれいに整えられた爪で鍵を開けた。

　園子がチャイムを鳴らすとすぐ、山科が扉を開けた。

「はい」

「お休みのところ、失礼いたします」

　園子は頭を下げた。

「いいよ、わざわざ悪かったね」

　山科はこの前と同じようなルームウェアを着て、玄関に立っていた。

「これ、ありがとうございました」

　園子は紙袋を手渡す。

　山科は少し躊躇したものの、すぐに「うん」と言って受け取った。

　これで終わり。園子は「それじゃあ」と言って、背を向ける。すると「ちょっとコーヒーでも飲んでいく？」と声がかかった。

「でも……」

　忘れなくちゃいけないのに、心が引っぱられる。

「話したいこともあるから」

「……分かりました。じゃあ、ちょっとだけ。お邪魔します」

　園子は誘われるまま、部屋の中に入った。

　先日と変わらず、きれいなリビング。ソファのところに、経済新聞と眼鏡が置かれている。

「座って」

　山科はその新聞と眼鏡をどけると、ソファに園子を座らせた。

「コーヒーは、ミルクと砂糖を入れるんだっけ」

「あの、お気遣いなく。すぐにおいとましますので」

　心の中で警戒音が鳴る。

　長くいてはいけない。新しい記憶を作ってはいけない。

「お話って、なんでしょうか」

　園子は山科に身体を向けて、背筋を伸ばした。

　山科は、とりつくしまのない園子の態度に軽くため息をつく。それから、緑のラグが敷かれている床にあぐらをかいた。

「あのさ――」

　山科が言いかけると、そこに「ピンポーン」とチャイムが鳴った。

　山科は開きかけた口を閉じて、玄関へと向かう。扉が開く音が聞こえ、外の空気が入ってくる気配がした。

「達也、これ、お裾分け。一緒に食べない？」

　女性の声だった。『達也』と下の名前で呼んだ。

「いや、今は……」

　山科がなにか言っているが、よく聞こえない。

　園子はバッグの持ち手をぎゅっと握りしめた。この場から逃げたくなる。

　出ていきたいが、玄関に彼女がいる。ふたりの姿を目の当たりにしたくない。ソファの上でもじもじとしていると、急にバタンとリビングの扉が開いた。

「あれ!?　さっきの女の子、まだいたのね」

　背の高い女性が、明るく言った。

「おい、あおい」

　山科が女性を追いかけるように、リビングに入ってきた。

「彼女の分もあるよ。みんなで食べようよ」

　その女性は山科の制止もきかず、歩きながら園子のほうへ笑顔を見せた。手の籠には焼き菓子が入っている。

　山科は園子を見ると、申し訳なさそうな顔をした。

「コーヒー淹れる？」

　あおいは、当然のようにキッチンに立つ。首から肩にかけての華奢なライン。Ｔシャツにデニムというシンプルな出で立ちなのに、どこかおしゃれで、まるでモデルのようだ。

　そうだ、彼女、本当のモデルだ。

　園子は紀子が見せた雑誌を思い出した。

　あおいは頭上の棚から、カラフルなマグをふたつ、それから白いマグをひとつ取り出した。

　あのマグ。すごく使われていたみたいだった。そっか、ふたりのマグなんだ。一緒に暮らしていた、忘れられない女性は、彼女？　今、隣に住んでいて……また付き合いだした。

　ひとつひとつが大きな衝撃となって、園子を叩きつぶしていく。

「池山さん？」

　山科が心配そうに顔をのぞき込むが、園子はずたずたになった胸の内を知られたくなくて、必死に笑顔を作った。

「彼女は？」

　あおいがお皿にクッキーを並べながら、山科に問いかける。

「部下だよ」

「ＴＳＵＢＡＳＡの？」

「いや、竹永コスメティックスの社員」

「そっかぁ」

　あおいの顔に笑顔が広がる。

「わたし、本城あおいって言います。竹永の美容クリーム、ずっと愛用してるんですよ」

　親しげに園子に話しかけた。

「ありがとうございます」

　園子は頭を下げる。早くここから脱出したい。

「名前は？」

「池山です」

「あっ、もしかして電話を取ってくれた人かしら。折り返しをお願いしますって電話番号を伝えた相手、名前が池山さんだった」

　あおいが問いかけるような表情をした。

「ああ」

　園子は思い出した。確か『本城』と名乗っていた。あの時の、山科の驚いた顔が蘇よみがえる。

　そっか、あの日から……。

　ダイニングテーブルの上に、お菓子が並ぶ。あおいに促されて席に座ると、山科が真向かいに座った。

「達也、これ」

　園子の目の前で、あおいがマグを手渡す。

「これ、池山さんのね」

　あおいは園子に白いマグを渡した。そして、そのまま山科の隣に座る。

　園子はマグを両手で持って、必死に笑顔を保とうとした。

「池山さん、彼氏はいる？」

　唐突に、あおいが聞いてきた。

「いえ……」

　園子は首を振る。

「もしかして、達也のこと好き？」

　園子は思わずマグを取り落としそうになった。

「熱っ」

「大丈夫か？」

　山科が手を取ろうとしたが、園子はぱっと引っ込めた。

「大丈夫です」

　園子は笑顔で言った。

「おい、あおい。失礼だろ」

「ごめん、聞いておかないとと思って」

　あおいは首をすくめた。

「上司として尊敬はしてますけれど、それだけですから」

　園子はそう言って、コーヒーをひと口飲んだ。心臓が、肺が、すべてが悲鳴を上げている。園子の中で泣き叫んでいる。

　山科が少し表情を曇らせる。あおいは彼をちらりと見ると、話を続けた。

「わたしたちは、昔一緒に暮らしてたの」

「おい」

　山科がとがめる。

「でも別れちゃった」

　あおいがその細い指でクッキーをつまんだ。小さく割って、口に入れる。それから「後悔してる」と続けた。

「あおい、今日はもう帰れよ」

　山科がたまらず言った。

「ええ、なんで？」

　あおいはにっこりと笑って、コーヒーをひと口飲む。

「彼女は関係ないから」

　山科が言うと、あおいから笑顔が消えた。

「わたし、帰ります」

　園子は苦しくて、席を立った。

「そう？」

　あおいは再び笑みを取り戻すと「またね」と手を振る。

　山科が「駅まで送るよ」と席を立とうとするのを、園子は首を振って拒否した。逃げたい。ただそれだけだった。

　園子はカバンを掴むと「失礼しました」と言って、部屋を後にする。

　マンションのエントランスを出ると、それまで堪えていた涙があふれてきた。山科に彼女がいるのは知っていたけれど、目の当たりにするのは、死ぬほどつらい。

　園子はそのまま振り返ることなく、駅まで走り抜けた。










あおい




　心がずたずたになった園子は、週明け、重い身体を引きずるように出社した。

　紀子は風邪をひいたというので、今日はお休み。園子は紀子の分まで事務処理を行っていた。

　なんだか関節の節々が痛い。目は泣きすぎてジンジンするし、喉もガラガラだ。

「園子、大丈夫か？」

　デスクでペーパーワークをしていた朋生が、心配そうに訊ねる。

「うん、大丈夫。紀子と同じ風邪かも」

　園子はそう言って、安心させるように笑顔を見せた。

　山科の部屋の扉が閉まっているのを見て、園子はホッとしている。顔を見たくない。

　パソコンの画面を見ながらも、山科とあおいが並んでいる場面が何度も頭をよぎる。ふたりだけが体験した特別な時間があって、それは揺るがない。部屋に似合わない、あのカラフルなマグを大切にとっておいたことに、山科の気持ちが表れている。

　相手が誰かだなんて、知りたくなかった。

　人のいないオフィスに電話が鳴る。園子はお茶をひと口飲んで喉を潤すと「はい、竹永コスメティックスでございます」と電話に出た。

《もしもし。営業部の池山さんはいらっしゃいますか？》

　女性の声。聞き覚えのある声に、園子の動悸が早くなる。

「はい。わたくしですが」

《あおいです。昨日は失礼しました》

「いえ……」

《今、会社の近くまで来てるんです。もしよければ、ランチでもご一緒できませんか？》

「え……山科部長ではなく、わたしですか？」

《ええ。あなたと話したいんです》

　あおいは言った。




　あおいに指定されたカフェは、大通りから一本入った裏道にあった。北欧風のインテリアがかわいい、サラダとパンのランチセットが人気の店だ。

　園子はふらふらしながら、カフェに入る。

　日差しが入って、暖かな店内。磨かれたウォールナッツのテーブルに、赤いグラス。窓際の目立つ席に、あおいは座っていた。

「池山さん、ここ」

　あおいはサングラスを取ると、園子を手招きする。

　園子は素直にあおいの前に腰掛けた。

「突然誘って、ごめんなさい」

「いえ、大丈夫です」

「なに、食べます？　わたしはもう、ランチセットを頼んじゃった」

「わたしは……食欲があまりないので、温かい飲み物だけいただきます」

　園子が言うと、あおいは心配そうな顔をする。

「風邪？」

「たぶん。でも、すぐによくなりますから」

「このジンジャーティがおすすめよ。身体がぽかぽかして、風邪に効くの」

「じゃあ、それをいただきます」

　園子はドリンクをオーダーした。ほどなくして、注文したものが届く。

　あおいは、自分のプレートをきれいな仕草で食べる。こんなに美しく食べる人は、見たことがなかった。

　園子はゆっくりとジンジャーティを味わった。確かに風邪に効きそうな味だ。

「池山さん」

　あおいがサラダをフォークですくいながら話しかけた。

「はい」

「わたしたち、アメリカで暮らしてました」

「……そうですか」

「この話に興味はない？」

「別に……特には……」

　そんなことは聞きたくない。しかし、興味はないと言っているのに、あおいは園子を無視して話し続ける。

「毎日、楽しかった。わたしたちを縛るものも、制限するものもなくて。朝でも昼でもかまわず求めて、抱き合った」

　園子は目を閉じて、あおいの言葉を聞き流そうと努力した。

「でもある日、彼の父親が……知ってますよね、どういう人か」

「はい」

「父親が乗り込んできた。『こんな女とここで暮らし続けるなんて、バカなことを言うな』と。『お前は会社を継ぐんだから、日本に戻ってこい』って」

　あおいはフォークを静かに置く。そして窓の外に目をやった。

「最初は抵抗していた彼も、最後には父親に従った。わたしたちはその時、別れた。大企業の社長だからって、あんなふうに横暴にわたしたちを裂くことなんかできない。こんな女とは釣り合いが取れないって言われているようで、本当に口惜しかったわ」

　あおいが微笑む。

「だから、彼が帰国した後、あの社長を見返してやろうと思った。名のある、釣り合いの取れた女になろうって。あの社長が『ダメだ』って言えないくらい、いい女に。ねえ、池山さん」

「はい」

「わたし、いい女になったと思わない？」

「思います」

　園子は素直にうなずいた。

「デザイナーがわたしを指名してくる。雑誌の表紙に使われる。化粧品のＣＭにだって起用されるぐらい、成功したわ。だから……」

　あおいが園子を見つめる。

「あとは、彼を取り戻すだけ」

　あおいの決意が見て取れた。本気で山科が欲しいのだ。

「なぜ、わたしにその話を？」

　園子は思わず訊ねた。

　わたしのことなんか、気にする必要もないのに。

　あおいが寂しそうな顔をする。

「なぜかしらね……どうしてもあなたが気になって」

「部長は、あおいさんとの日々を忘れていないと思います」

　胸をえぐられる言葉を、自分から口にする。

「お見合いはすべて断っているようですし、結婚もしないと言っています。なにより……あのマグカップを、大切にとっておいてるってことが証拠じゃないでしょうか？」

　あおいの顔から緊張が薄れていく。

「わたしが手にした時『それは使わないでくれ』って、そう言いましたから」

　泣きそうだ。でも、泣いてはダメ。

　園子は爪が跡をつけるほど、強く手を握りしめた。

「あなたがそうやって言ってくれたから、少し安心した。話せてよかったわ」

　あおいが笑顔を見せる。その顔は、まるで雑誌から抜け出てきたように完璧で美しかった。




　熱が出てきた気がする。寒くてたまらないし、くらくらしっぱなしだ。パソコンの画面がちかちかして、徐々に頭も痛くなってきた。

　そろそろ終業時間。身体にだけではなく、心も今は大きなダメージを受けている。本当に今日は早く帰らなくてはいけない。

　山科は午後から外出していた。園子が呼ばれることもない。スケジュールも把握していなかった。意図的に避けられているのか、それとももう、仕事において信頼できないと判断されたのか、分からない。でも、顔を合わせないことで救われていた。

　午後もデスクワークに集中していた朋生が顔を上げる。

「園子、具合悪そうだぞ」

「うん、そうみたい。もう帰る」

　園子は力を振り絞って答えた。

「お疲れさまでした」

　次々と社員たちが帰っていく。営業も出先から直帰の連絡を受けている人がほとんどだったので、オフィスはあっという間に人がいなくなった。

　園子も帰り支度をし始める。なにか動作をひとつするごとに「ふう」とため息が出てしまった。

　朋生が側に来て、紀子の席に座る。園子のおでこに手を触れた。

「熱いっ。すごい熱だよ」

　朋生が驚いた声を出した。

「そんなに熱い？」

「うん、まずいよ、これ。家まで送っていこうか？」

「いいよ、悪いし。タクシーに乗るから」

「でも……」

「大丈夫だって」

　園子がはっきり断ると、朋生はそれ以上言うのをやめた。

「男の俺が、園子んちに上がり込むわけにもいかないしな」

　朋生の言葉にもどかしさが交じる。

「ごめんね、でもありがとう」

「いいって。早く治せよ」

「うん」

　朋生がしばらく園子を見つめる。それから「俺って、最悪だな」と言った。

　園子は「どうしたの？」と朋生を見る。

　朋生は深刻な顔をして、園子の瞳から目を離さない。

　なんだか気まずくて、園子は自分から目をそらした。

「部長に彼女がいるって知って、俺、すごいホッとした」

　カバンの口を締めようとしていた園子の手が止まる。

「出張でなにかあったんじゃないかって気がして、怖くて園子を誘えなかった」

　園子は唇を一文字に結ぶと、帰り支度を続けようとした。

「でも、どんなに園子が部長を思っても、思いが通じることはない」

「朋生くん……」

　園子は思わず支度を止めて、顔を上げた。

「あんなにいい男で、仕事もできて、俺にないものを全部持ってる。そんなヤツに俺がかなうわけないって、めちゃくちゃヘコんでた。今だってヘコんでる。でも、園子の思いが一方通行なら――」

「ねえ、やめて」

　そんなこと、言われなくても分かってる。

「いつか、俺を――」

「お願い、やめてっ」

　園子は両手で顔を覆った。

　朋生くんに言われるまでもない。わたしの思いが通じることなど、ありはしないのだから。あおいさんの輝くばかりの肌に、美しい瞳。自信に満ちあふれて、部長を心から求めていた。部長が彼女を忘れることなど、ないだろう。

　園子はカバンを持って、席を立つ。

「帰る」

「園子」

　朋生の呼びかけを振り切って、歩きだした。

「待って、園子」

　朋生が園子の腕を掴んで、引っぱった。

　園子はよろけたが、すぐに朋生がその胸に引き寄せる。腕の力が強い。ぎゅうっと腰が持ち上げられる感じがした。

「朋生くん、離して」

「忘れろよ、部長のこと」

　その言葉が、園子の胸を射抜く。力が一気に抜けた。

「忘れるまで、俺は待てる。だから、忘れろ」

　忘れたい。本当に全部、忘れたいの。

　園子の頬に涙が伝う。

　朋生が腕を緩め、園子の頬を手の甲でそっと拭う。それから身をかがめて、涙の跡に優しく口づけた。

　優しくされると、甘えたくなる。寄りかかりたくなる。園子は立ち尽くしたまま、目を閉じる。カバンが手から滑り落ちた。

「朋生くん……わたし」

　園子が口を開きかけた瞬間、朋生の動きが突然止まった。目を開けると、朋生の瞳に驚きが見える。

　振り向いた先に、山科が立っていた。

「部長……」

　かすれた声が出た園子の胸に、心臓を握りつぶされたような痛みが走る。

「山本、お前はもう帰れ」

　山科の冷たい声が、空っぽのオフィスに響く。

　なんで、山科部長が怒っているの？

　熱のせいか、状況を理解できない。

「どうしてですか？　部長には関係ない話ですよね」

　朋生が言い放つ。

「俺が池山さんに話がある」

「でも」

「帰れ！」

　山科が強く言い放つと、朋生は気け圧おされたようにカバンを掴んで後ずさる。それから何度も振り返りながら、腹立たしそうにオフィスを出ていった。

「山本と付き合うのか？」

　園子のすぐ目の前で、山科が冷たく訊ねた。

　園子は、上がり続ける体温に頭を振り回されているような感覚に陥る。後ろのデスクに手をついて、意識をしっかり持とうと力を入れた。

　山科が一歩、園子に近づく。

「あいつのことが、好きなのか？」

「部長に関係ありますか？」

　嵐が吹き荒れている頭の中とは対照的に、園子の口からは冷静な言葉が出てくる。

「それは……」

　山科の言葉が途切れる。

　園子はキッと山科をにらみつけた。

「部長とわたしは上司と部下というだけで、それ以上でもそれ以下でもありません。失礼します」

　園子はカバンを拾い上げると、廊下に向かって走る。

「おいっ」

　山科が追いかけ、今まさにオフィスの扉を通り抜けようとしていた園子の前に躍り出た。突然進行方向を遮られ、園子はよろけて一歩後ろに下がる。

「君は、山本が好きなのか？」

　扉を両腕で遮って、山科が怒鳴った。

「だったら、なんだっていうんですかっ」

　理性はどこかへ吹っ飛んで、園子の口から次から次へと言葉が吐き出される。

「部長にはあおいさんがいるじゃないですか」

「なんで、あいつの話が出てくるんだ？　今は関係ないじゃないか」

「そう、全然、まったく、わたしとは関係ない話なんです」

　肩で息をする。呼吸をしすぎて、胸が痛い。

「彼女は部長を真剣に愛してるんです。必死に努力をして、あなたを取り戻しに来た。部長だって、忘れてない」

「それは……」

　山科が詰まる。

「だから、わたしのことは放っておいてくださいっ」

　園子が叫ぶ。涙がにじんできた。山科の腕の下を強攻突破しようと身をかがめる。

「放っておけないから、困ってるんじゃないかっ」

　山科はすかさず園子の腰に腕を回して、走り抜けようとする園子を捕まえた。

「山本のことが好きなら、それはそれでかまわない」

　右上から、山科の声が聞こえる。

「ただ……確認したいだけだ」

　園子の頭に血がのぼる。いや、もうとっくにのぼりきっていた。

「わたしが部長を好きだと言ったら、なにか変わるんですか？　部長はあおいさんを忘れるんですか？　父親に無理やり引き裂かれた大切な人を、自分を追いかけてきてくれた人を、忘れて……」

　園子は大きく息を吸う。

「わたしと一緒にいてくれるんですかっ？」

　山科の腕の力が緩む。園子の身体がふっと自由になった。

「好きです、部長。ずっと好きでした。抱きしめられたことを『忘れてくれ』と言われても、忘れられませんでした」

　こんなこと、言うつもりはなかった。なんでこんなバカな……。

「だから、わたしのことは、もうかまわないでください」

　園子は山科の脇をすり抜けて、階段へと駆け出した。今にも倒れそうな身体を無理やり動かして、よろけながらつまづきながら、なんとかビルの外へと転がり出る。そして無我夢中でタクシーを拾い、がんがんと痛む頭を抱えながら声を上げて泣き出した。







第四章










大ニュース




　ひどい風邪をひいてしまったようだ。水を飲むことすらままならない。

　翌朝、会社に電話をかけると、回復した紀子が出た。

《園子、声出てないよ。大丈夫？》

「ううん。今回はちょっとひどいみたい……。休ませてもらいたいんだけど、部長いる？」

《まだ出社してないけど、言っておこうか？》

「お願い」

　園子は心底ホッとする。

　しばらくベッドの中で寝ていると、山科部長から【お大事に】とひと言だけのメールが来た。そのメールを確認すると、スマホの画面をパタンと伏せて、布団に頭まで潜り込む。

　熱が下がらないのは本当だったが、出社したくないのも事実。部長はきっと、わたしが逃げたと思ったに違いない。

　仕事とプライベートを分けて考える。そんな器用なこと、部長はできるのだろうか。……いや、きっとできてる。今頃、ちゃんと仕事をこなしているだろう。

　そう考えると、自分の弱さに腹が立った。

　お昼頃、朋生からメールが入った。【部長とは大丈夫だったか？　ひどいことを言ってごめんな】と。

　園子は【平気だよ】と返したが、完全な嘘だ。朋生は見破ったかもしれないが、あえてなにも言ってこなかった。

　部屋の無音に耐えられなくなりテレビをつけると、ＴＳＵＢＡＳＡ化粧品の口紅のコマーシャルが流れていた。あおいが園子に笑いかける。

　彼女は、あの父親に勝った。もう、むやみに山科と引き裂かれることもないだろう。

　ふたりはこれで幸せになれるんだから、わたしは喜んであげるべきだ。そして熱が下がったら、せめて仕事はちゃんとしよう。部長に仕事で必要とされるよう、がんばらないと。

　二日ほど寝込むと、園子もそんなことを考えられるほどに回復していた。

　前向きに、前向きに。泣きたいけれど、がんばろう。




　木曜日、園子はやっと出社した。

　朋生とは「おはよう」と、なにもなかったかのように挨拶する。

「体調は？」

「うん、平気。ありがとう」

「少し痩せたな」

「すぐ戻るから大丈夫」

　園子が笑うと、朋生の顔にも笑みが浮かんだ。

　こんなふうに普通に過ごしていけばいい。いつか、部長を思う苦しさも消えていくはず。

「おはよう、園子。元気になった？」

　紀子が園子を見て、明るく訊ねる。

「うん、休んじゃってた間、ありがとうね」

「いいの、お互い様だもの。それでね、大ニュースがあるのよ！」

　紀子の瞳がキラキラ輝きだす。

「どうしたの？」

「部長って、ＴＳＵＢＡＳＡの社長の息子でしょ!?」

「えっ」

　園子は絶句した。

　なんで、紀子が知ってるの？

　紀子はカバンに入れていたファッション誌を取り出すと、園子の前に開いて見せた。

「この記事。あおいのインタビュー記事」

　紀子が言うと、「なに？」と朋生が首を伸ばしてのぞき込んだ。

「彼女の恋愛観とか話してるんだけど、ココよ。見て！」

　紀子が記事を指差す。

「アメリカでＴＳＵＢＡＳＡの社長の息子と出会って、激しい恋に落ちたって書いてる。今自分がその会社のＣＭに出演していることに、大きな巡り合わせを感じる。彼のためにこの道に進み、彼のために仕事をしてるって」

「どこにも部長のことを書いていないじゃないか。発展させすぎ」

　朋生が紀子をからかう。

「それが書いてあるのよ。ほら、ここ。彼は今、ＴＳＵＢＡＳＡ関連の会社で仕事をしている。最近再会して、一緒に過ごす時間も多いって」

「関連会社なんて、うち以外にもたくさんあるんだから、部長だとは限らないだろ」

　朋生がバカにしたような顔をする。

　すると、紀子は勝ち誇ったような顔をした。自分のスマホの画面を、ふたりの目の前にぐいっと突き出す。

「ＴＳＵＢＡＳＡの社長の息子で検索かけた。そしたら、ほら」

　スマホの小さな画面の中に、ＴＳＵＢＡＳＡの社長と、その家族の写真が映っている。

「これっ。若いけど、でも、部長だよね？」

　紀子は『すごいでしょ』と言わんばかりの口ぶりだ。

「マジか」

　朋生が絶句する。

「調べたの、電車の中でね。この記事、【経済人の家庭】っていう特集で、週刊誌に載ったやつみたい。セレブ感たっぷりじゃない？　見てよ、奥さんのこの洋服。どうみたってシャネルでしょ」

　小さな写真の中の山科は高校生くらいで、学校の制服なのか、紺色のブレザーにえんじ色のタイをしている。社長が笑っているその横で、にこりともせずにまっすぐカメラを見据えていた。また、妹がひとりいるようだ。同じ制服を着ている。

　部長が、父親の支配下から逃げたいと思っている頃……。

「ニコちゃんに報告しなきゃ。ＬＩＮＥで送っちゃおっと」

　紀子がウキウキと言うので、園子は「やめなよ」と止める。

「なんで？」

　ぽかんという顔で、紀子が園子を見る。

「だって……竹永の社員によく思われないかもしれないじゃない？」

　園子が言う。

　朋生の顔を見ると、眉間に皺を寄せてまじめな顔をしている。

　彼はプロジェクトチームの一員だ。ＴＳＵＢＡＳＡを出し抜いて生き残ろうとしていた計画はＴＳＵＢＡＳＡに筒抜けで、むしろはめられたのかもしれない。そんなふうに思っているのだろう。

　しかし、紀子を止めても無駄だった。あっという間に噂は広まる。社内には、徐々に不穏な空気が広がりだした。

「誰にも言わないで。実はね――」

　そうやって、物事は知られていくのだ。

　プロジェクトチーム以外の社員は、どこか納得したような表情で山科を見る。

　確かに、育ちがよさそうで、上品だ。

　頭もいいし、仕事ができる。

　そうか、ＴＳＵＢＡＳＡの息子だったのか。そりゃ、優秀だろうな。

　それから徐々に事態を把握し始める。

　部長はＴＳＵＢＡＳＡからの監督役ってこと？　これからＴＳＵＢＡＳＡの優秀な社員をどんどん送り込んできて、竹永を立て直そうとしてるとか……。てことは、もしかして俺たち、人員整理される!?

　プロジェクトチームのメンバーには、瞬く間に怒りが広がった。止めたくても止められない。




　いつもの深夜ミーティング。会議室に集まったメンバーには、燃え上がるような気迫が感じられた。山科を問いただして本当のことを聞くのだ、という強い意志。みんな目を吊つり上げて、ひそひそと話し合っている。

　園子はミーティングの用意をしながら、はらはらしていた。もしかしたら、全部が水の泡となるかもしれない。山科への信頼が消え失せたら、誰もこのプロジェクトを続行できない。終わりだ。

　オフィスの反対側にある部長室の扉は、朝から閉まったままだ。すぐ近くにいるのに、連絡事項はすべてメールで行われた。

　本当は扉をノックして『大丈夫ですか？　これからどうしたらいいでしょう』と聞いたほうがいいのは分かっていた。だけど、園子にはその勇気がなかった。

　しばらくすると扉が開いて、山科が部屋から出てきた。会議室の扉のところに立っていた園子の姿を目に留めると、ホッとしたような表情を浮かべる。それから背筋を伸ばして、会議室へと歩いてきた。

「みんな、そろってる？」

「はい」

「じゃあ、やろうか」

　山科はいつもどおり自信に満ちた態度で、会議室を見渡した。社員の視線を一身に集めながら、椅子を引いて座る。

　やはり、この会社には似合わない人だ。ＴＳＵＢＡＳＡの息子だ。みんなの顔に、そんな思いが現れる。

「あがってきている報告書に目を通した。順調だな。もうすぐ工場も稼働するし、そろそろ宣伝しよう」

　山科がそう言うと、システム部の戸と崎ざきが「あの」と手を上げる。

「噂を耳にしました」

　口火を切った。

　ボールペンを持った山科の手が止まる。ゆっくりと顔を上げ、戸崎の顔を見つめた。

「なんの？」

「部長は、ＴＳＵＢＡＳＡの社長のご子息なんですか？」

　会議室に、息をのむような空気が立ちこめる。

「そうだよ」

　山科はあっさり肯定した。みんなの顔に驚愕が広がる。

「このプロジェクトは、ＴＳＵＢＡＳＡの思惑をかわして竹永を生き残らせる、そういうプロジェクトなんですよね？」

　経理部の野田が身を乗り出した。

「そうだ。竹永社長にも了解を得て、僕が全権をゆだねられている」

「竹永社長はご存知なんですか？　部長がＴＳＵＢＡＳＡの人間だと」

「ご存知だよ」

「竹永社長をもだましてるんじゃないですか？」

　戸崎が語気鋭く問いただす。

「だますって？」

　山科が冷静に返した。

「本当はこのプロジェクトもＴＳＵＢＡＳＡの思惑のひとつで、竹永を飲み込もうとしてるんじゃないですかっ？」

　戸崎の声がひと際大きくなった。

「違う」

　山科は否定する。

「それをどうやって信じろというんです？　部長はＴＳＵＢＡＳＡから来た人ですよ。ここでの情報が流れていないって、どうやって保証するんですか。だいたい、竹永の名前を残そうとすることに、部長はなんのメリットもないじゃないですか」

　経理部の野田が言う。

　皆は『もっともだ』と言わんばかりに、うんうんとうなずいた。山科を信頼して集まった人たちの心が、瞬く間に離れていく。

　園子はその様子を信じられない気持ちで見続けた。

　こんなにあっけなく、すべてが壊れてしまうなんて……。

「あのっ」

　園子は思わず手を上げた。

　朋生が園子をいぶかしげに見る。山科は表情を変えず「池山さん、なに？」と訊ねた。

「助けてくださいってわたしが部長にお願いしたんです。部長がＴＳＵＢＡＳＡの社長の息子さんだって知って、社長に抵抗できるのは部長しかいないって、口説いたんです！」

　園子はうまく回らない口で、なんとかしゃべり続けた。だんだんと腰が浮いてきて、拳を振り上げる。

「このまま商品だけとられて、社員をリストラするだなんて許せなかったし、それに部長のお父様、ＴＳＵＢＡＳＡの社長、ほんとにいけすかない人なんです。上から目線で意地悪で、腹立つ人なんですよ。部長に対してもひどいことしか言わないしっ」

　園子の頭がこんがらがってくる。

「だから、あの親父にやり返してやろうって、部長に言ったんです」

「ぶはっ」

　山科が吹き出した。お腹を押さえて、笑い転げている。

「ぶ、部長？」

　園子は我に返った。

　もしかして、けっこうひどいこと、言っちゃったかも。

　頬がかあっと熱くなる。

「し、失礼しました」

　慌ててパイプ椅子に腰掛けた。

「部長は、ＴＳＵＢＡＳＡの社長と、仲が悪いんですか？」

　戸崎がおそるおそる訊ねる。

「まあ、よくはないよ。池山さんの言うとおり、いけすかない親父だから」

　そう言うと、再び山科は爆笑した。

「それじゃあ、池山さんの言ってることは……」

「ほんとほんと。いけすかない親父にやり返してやろうって思ったんだよ」

「そうか……」

　一同から肩の力が抜ける。ホッとしたような空気が広がった。

「会議、続けていいか？」

　笑顔の山科が周りを見回す。

「あっ、ちょっと聞いてもいいですか」

　広報部の石野係長が、こみ上げる笑いを我慢するような顔で手を上げた。

「モデルのあおいと付き合ってるって、本当ですか？」

　大胆な質問に、一同が「おお」とどよめく。

　園子は目を伏せた。

「昔な」

　山科はそう答える。再びどよめく一同。

「質問は以上？」

「はい、脱線してすみませんでした」

　石野は満足した様子で謝った。

「じゃあ、会議を続けよう」

　山科はトントンと資料の角をそろえ、仕事モードに入る。

　会議室の空気が始まりの時とまったく違うことに、園子はホッと胸を撫で下ろした。




　がやがやと会議室を出ていく社員たちの背中を見ながら、園子は軽く安堵のため息をついた。とにかくプロジェクトを続行できることになったし、なにより山科と社員の関係が断裂するということもなかったからだ。

　机の上のゴミを集め、使用済みのカップをトレイに下げていく。

　山科がボールペンを指で弄びながら、戸口のところで振り返る。そして「ありがとう」と声をかけてきた。

「いえ、なんだか失礼なことを言ってしまって、すみませんでした」

　園子は頭を下げる。

　山科はボールペンを胸ポケットにしまうと「手伝うよ」と隣に来た。

　いつものシトラスの香りがして、園子の胸がかき乱された。山科の存在が近くにあるというだけで、泣きそうになる。もう終わりにしようと思った気持ちなのに、なかなか区切りがつかない。

「わたしがやりますから」

　園子は山科から一歩遠ざかり、片づけを続ける。

「もう体調は大丈夫？」

「はい、ご迷惑をおかけしました」

　園子は手を止めて、深く頭を下げた。

「この間、池山さんの腰に腕を回した時、なんだか熱いとは思ったんだけど……気遣えなくて悪かったな」

「いえ……」

　園子は首を振る。この話はおしまいにしたい。熱にうなされて口走ったことを、忘れてほしかった。

「俺は池山さんに、ずいぶんひどいことをしたな」

　山科が小さく言う。

　あ、これ。今わたしの気持ちに返事をしようとしてる？　『ノー』って返事をしようとしてる？

　心臓がびりびりと痛くなる。園子は慌てて「忘れてください」と叫んだ。

「全然あんなこと言うつもりなかったんです。熱が上がってて、ぼんやりしちゃって、余計で失礼なことをペラペラと話しちゃったんです。それだけですから」

「池山さん」

　山科が一歩踏み出すので、園子は三歩、跳びはねるように下がった。

「部長は本当に仕事のできる人です。誰かのリーダーになれる人です。こんなに尊敬した上司は、初めてです」

　園子はなんとか挽ばん回かいしようと、つい饒じょう舌ぜつになる。

「わたしは部長のお仕事の役に立てたら、それでいいですから。それが一番って、気づいたんです」

　山科は静かに立ち尽くし、園子を見つめる。その視線が痛い。

「だから、熱に浮かされた戯ざれ言ごとだと思って、水に流してください」

　すると山科はデスクに長い指を置いて、考えるようにポンポンと叩く。

「俺はそんなにできた男じゃないよ」

「部長はできた人です」

　園子は繰り返した。

「俺はいつも逃げ腰で、今だって怖くて仕方がない。あおいと別れた時、俺は親父の思うとおりに生きていくのだと思った。親父の連れてくる女性と結婚して、親父の会社を継ぐのだと」

　園子は山科がなにを言いたいのか分からず、首を傾げて彼を見上げた。

「またあんなふうに大切な人と引き離されるのは耐えられないんだ。俺はすごく弱虫で、勇気がない」

　園子は「もう大丈夫じゃないですか」と言う。

「彼女と引き離されるなんてこと、ありませんよ。今ならお父様も彼女を認めてくださると思います」

　山科がまじまじと園子の顔を見る。それからまた、声に出さずに笑いだした。

「なにか、おもしろいこと言いましたか？」

　園子は訳が分からず、ぽかんと口を開けた。

「そうか、君は劇的に鈍いんだった。助かった」

　山科はそう言うと、髪をかき上げて笑う。

「は？」

「今のは危なかった。ぎりぎり我慢できた」

　山科は意味不明なことを口にすると、くるりと背を向けて会議室を出ていく。

「今日はいろんな意味で助かったよ。ありがとう。また明日な」

　ちらっと園子を振り返って、山科は言った。










ライバル




　それからしばらくは、以前の日々が戻ってきたかのような毎日を送った。心のアップダウンもなく、仕事に熱中できる環境だ。

　山科と園子の間にあったある種の緊張感は、まるで水に水彩絵の具を落としたかのように、わあっと広がって消えていってしまった。相変わらず、園子の心の中にはぴりぴりとした失恋の傷はあったが、今はかさぶたができている。

「池山さん、来て」

　山科は、以前どおり園子を仕事で頼るようになった。それはもうすごい量の仕事で、かつ短時間で仕上げなくてはいけなかったが、園子は純粋にうれしい。

　山科の役に立っているということが、園子を支えていた。山科が心に絆ばん創そう膏こうを貼ってくれたのだ。

　新工場の稼働まであと少し。口コミサイトでは、流通が始まるのを待っている人たちが大勢いた。プロジェクトは、山科の予定どおり動いている。あとは宣伝のタイミングを間違えなければいい。

　営業が外出している、午後の早い時間。園子は、山科に頼まれた仕事を猛スピードで仕上げていく。

「気合い入ってるね、園子」

　紀子が隣で言う。

「うん、これ今日中なんだ」

「部長はいい男だけど、直で下につくのは嫌だなあ」

　紀子は紙パックのアサイージュースを飲むと、笑いながらパソコンに向かった。

「すみません」

　その時、聞き覚えのある声がオフィスの戸口のところから聞こえた。

　振り向くと、あおいが戸口のところに立っていた。

　紀子が「うわっ」と小さく声を上げる。

「顔、ちっちゃー」

　園子は胸をぎゅっと掴まれる。それでも彼女に笑顔を向けた。

「こんにちは」

　あおいは入館証を胸から下げて、園子のほうへとやってきた。

「ご無沙汰しています」

　園子は立ち上がって、頭を下げる。

「達也、いるかしら」

　あおいは訊ねた。

「はい。お待ちください」

　園子は部長室へと出向き、扉をノックしてから部屋に入る。

「部長、お客様です」

「ん？　誰？」

　デスクに座っていた山科が、覚えがないというように首を傾げた。

「あおいさんですよ」

　園子が言うと、山科の顔色が変わった。ジャケットを掴み、腕を通す。前襟を両手できゅっと引っぱると、厳しい顔で部屋を出た。

「達也」

　あおいがうれしそうに駆け寄ってくる。

「あおい、ここには来るな」

　山科は静かに言った。

　紀子はびっくりした顔をして、園子の顔を見る。

　園子もその冷たい言い方に驚いて、紀子と顔を見合わせた。

「仕事の話だもの。いいじゃない」

「仕事？」

「そう。聞いていない？」

　あおいはさりげなく山科の腕に手をかける。

　山科はちらりとその腕を見ると、そっと手を外した。

「冷たいな」

　あおいが笑顔のまま、口を尖らす。

「ちょっと出てくるから」

　山科は園子にそう言うと、あおいを促して外に出ようとする。

「そこの会議室でいいわ。本当に仕事の話だから。池山さん、申し訳ないけど、コーヒーをふたつお願いできる？」

　あおいはそう言うと、さっさと会議室へと入っていく。

　園子と紀子は唖然として、その姿を目で追った。

　ふたりの姿が会議室へ消えると、紀子が上気した顔で園子へ駆け寄ってきた。

「なに、あれ。喧けん嘩か中ちゅう？」

「さあ」

　園子は本当に分からない。

「でも、あおいって、ほんときれいねぇ。見た？　あのまっすぐな脚！」

　紀子はこの出来事に興奮して、今にも誰かにＬＩＮＥしてしまいそうだ。

「ねぇ、あんまり他の人には言わないほうがいいよ」

「えー、お堅いんだから。こんなおもしろそうな話ないのにさ」

　紀子はつまらなそうに口を突き出す。それでも会議室のほうをちらちらと見続けた。

「コーヒー淹れなくちゃ」

　園子はおしゃべりを続けたそうな紀子から離れて、給湯室へと急いだ。

　どうしたんだろう。いつも自信ありげなあおいさんが、焦ってるみたいに見える。それに部長……あんなに怒らなくてもいいのに。彼女がかわいそうになっちゃう。

　園子はトレイにふたつのカップを乗せて、会議室の扉をノックした。

　扉を開けると、重苦しい雰囲気が部屋に充満している。入るだけで押しつぶされてしまうほどの重圧を感じた。

　あおいは足を組んで、まるで泣きそうな顔をしている。対照的に山科は、腕を組んで眉をしかめていた。

　園子は静かに扉を閉めると、ふたりの前にカップを置いた。

「その話は受けられないって言っただろ」

「でも、ＴＳＵＢＡＳＡからのリクエストよ。噂によると、もう竹永の人たちも達也がＴＳＵＢＡＳＡの人間だって知ってるみたいじゃない。なんの問題もないわ」

「問題はあるんだ。そんな話を勝手に進めるのはやめてくれ」

「彼女が問題？」

　あおいが声を荒げる。

　会議室を出ようとしていた園子は、突然指を差されて「は？」と間抜けな声を出してしまった。

「なに言ってるんだ」

「いつまでごまかすつもり？」

「あおい、八つ当たりはやめろ。彼女が困ってるじゃないか」

　園子は訳が分からず、トレイを持って立ち尽くした。

「池山さん、ここに座って」

　あおいが自分の隣の席を指差す。

「え？　えっと……」

「座って！」

「はいっ」

　園子はあおいの勢いに押されて、慌ててパイプ椅子に腰を下ろした。

　山科が最高に困ったような顔をして、あおいと園子の顔を交互に見る。

「池山さん」

「はい」

　園子はなにを言われるのか、びくびくしてしまう。おそらく嫌なことに違いない。この雰囲気は決して友好的ではない。

「今度ＴＳＵＢＡＳＡの広報パーティがあるの。達也と一緒に出席してもいいわよね」

　園子は「はい」とうなずく。

　むしろ、なぜダメなのか分からない。わたしに聞いてどうするのかしら。

　山科はため息をついた。

「池山さん、広報パーティっていうのはマスコミ公開のパーティなんだ」

「はあ」

「今、僕は竹永コスメティックスの社員だ。対外的にもそれを通したい」

　園子はふたりが並んだところを想像して、はっと思い至った。ＴＳＵＢＡＳＡの社員として山科が見られると、取引先の態度も変わる。

「あっ、そうですよね」

　園子は慌てて同意した。

「でも、ＴＳＵＢＡＳＡの広報部からのオーダーなのよ」

「そんなの知るか」

「あなたのお父さんに直接言ってよ」

　あおいが強い口調で言う。

「父親は関係ないだろう？」

「でも、ふたりでパーティに出る許可を出したのはお父さんでしょ？」

　山科が黙る。

「お父さんが、あなたとわたしがふたりでいることにメリットがあるって判断したの」

　あおいの顔に優越感のようなものが見えた。

「彼女を連れていくわけにはいかないの。今はわたしがＴＳＵＢＡＳＡの顔」

　あおいが園子を見て言う。

　胸がちくんとしたが、あおいの言うとおりだった。

　山科は園子に視線をやると、覚悟を決めたような表情になる。あおいのほうへ向き直った。

「最初に会った時に言ったよな。もう元には戻れないって」

　園子は驚いて隣のあおいを見た。

　彼女の美しい顔にヒビが入る。壊れる直前というような危うさだった。

「あおいは、俺の自由の象徴だった。俺に新しい世界を見せ、違う選択肢もあると気づかせてくれた。感謝してるし、あおいを大切にしたいとも思う。でももう、あの頃の俺たちじゃないんだ」

　あおいは黙ったままだ。

　これは聞いてはいけない話じゃないの？

　園子は、この修羅場になぜ自分がいるのか理解できない。

「帰国した時に悟ったんだ。俺にはこの道しか残されていない。結局は逃げられない。特別な人を作って、つらい思いをするのはもうたくさんなんだ」

　あおいが目を細める。冷たい視線を山科に送った。

「いずれはお見合い相手と結婚する。そういうこと？」

　山科は黙る。否定も肯定もしない。

「それは、今、誰に話してるの？　わたしに？　それともこの人に？」

　あおいが園子を指差す。

　山科の顔からすっと表情が消えた。

「そうやってごまかし続けるつもりなのね」

　あおいが椅子からゆっくりと立ち上がる。そして会議室の扉を開いた。

「わたしも再会した時、言ったでしょ。『あきらめない』って」

　あおいは背を向けて、部屋を出ていった。

「部長、いいんですか」

　あおいの姿が見えなくなってから、園子は思わず山科に聞いた。

「いいんだよ」

「でも……彼女、誤解して……」

　山科は園子の目をじっと見つめる。なにかを言いたげな表情だ。でもすぐに視線をそらし、パイプ椅子を鳴らして席を立った。

「つまんないところを見せちゃったな。悪かった」

「彼女とちゃんと向き合ったほうがいいと思います」

　余計なお世話だと思ったが、あおいのあの表情を見てしまうと、言わずにはいられなかった。

「きっと、いろんなことがありすぎて、ごちゃごちゃになってるんですよ。ちゃんと話せば、元のふたりに戻れます」

　机の前に立っていた山科が、園子を見る。

　なんだか、切ない目。

「君は、ずいぶん無邪気に残酷なことを言うんだな」

　その言葉に驚いて「え？」とつぶやいた。

　山科は園子の顔をしばらく見つめ、ふいっと視線をそらして部屋を後にする。

　会議室に取り残された園子は、彼の言葉を反はん芻すうしながら、動くことができない。

　どういうこと？　わたしはなにかを見逃してる？

　会議室の中で立ち尽くしていると、「園子、バカじゃない？」と声が聞こえた。振り向くと、扉のところに紀子が立っている。

「バカ？　なんで？」

　紀子がなぜ呆あきれた顔をしているのか、さっぱり分からない。

「今の会話で想像できることがあるでしょ？」

「想像するって、なにを？」

　園子が訊ねると、紀子は「はあっ」と大きくため息をついた。園子の隣にツカツカ歩いてくると、「はい、座って」とまるで先生のように言った。

　園子は素直に座る。

　紀子も園子の隣に座った。ほおづえをついて、園子のぽかんとした顔を呆れたように眺める。

　なんでそんな顔をするの？

「わたし、会議室のパーテーションに耳をくっつけて、全部聞いてたのよ」

　紀子が自慢げに言うので、「それは、まずいんじゃないの？」と思わずとがめた。

「だって、聞かずにはいられないわよ。まあ、わたしのことはいいって」

　紀子は首をブンブン振って、話を元に戻す。

「あおいは明らかに、園子をライバルだと思ってんのよ」

　紀子は自信ありげに言った。

「誤解してるんじゃない？　だって、部長の家にふたりのマグカップが大切にとってあったし、それにわたしには『忘れてくれ』って言ったもの」

　紀子の目がきらっと光る。

「『忘れてくれ』って、なにを？」

「あっ、えっと……」

　園子は思わず口ごもる。山科の腕が園子を捉えた時の、ぬくもりと高揚感を思い出して、顔が赤くなった。

「なんだ、もうそんなに進んでるの？」

　園子の顔を見て、紀子が半ば怒ったような顔をする。

「進む？　違う違う。そんなんじゃないよ」

　慌てて否定した。

　紀子はほおづえをついて、園子をじっくりと見つめる。

「よく考えてごらん。今までの部長の言動をさ。園子はもう子供じゃないんだから、想像つくでしょ？」

　そう言われて、山科と過ごした時間が蘇る。言葉も、表情も、なにもかも。

　部長がわたしに好意を持ってるってこと？

「そんなわけ……ないし」

「劣等感もほどほどに。聞いてみなよ、部長に。『わたしのこと、どう思ってるんですか』って」

　否定した園子を、紀子がぴしっと叱りつけた。










告白




　紀子が変なことを言うから、ここ数日、山科部長の本心が気になって仕方がない。パソコンに向かっている時も、電話を受けている時も、コーヒーを淹れている時もずっと、彼のことばかり考えてしまっている。

　まさか。山科部長がわたしを好きだなんてことあるはずない。だって……。

　あおいの完璧なルックスを思い出した。輝く瞳に、ハツラツとした笑顔、まっすぐな脚、繊細な指先。山科と並んでいると、まるで映画を観ているような気分になる。

「池山さん」

　声をかけられて、園子ははっと顔を上げた。山科がデスクから呼んでいる。

「はいっ」

　園子はなるべく平静を装って山科の元へ向かった。

　部長室に入ると、山科がパソコンから目を上げて園子を見る。

「今日の夕方、僕は早退するから」

「早退ですか？　おかげんでも悪いんでしょうか」

　園子は身をかがめて、山科の顔をのぞき込んだ。

　そんな園子を見て、山科はなんだか笑いだしそうな顔をする。

「違うよ。ＴＳＵＢＡＳＡのパーティに出席する」

　仕方がないというような顔で言った。

「あおいさんとですか？」

　余計なことだと分かりつつも、思わず訊ねてしまった。

「ああ」

　山科が気まずそうに目をそらす。

『仲直りできたんですか？』と喉元まで言葉が出かかって、園子はぐっとのみ込んだ。さすがに立ち入りすぎだ。

　山科はそんな園子の心を知ってか、「池山さんの言うとおりだよな」と言った。それからパソコンの前で、少し首を傾げる。

　昼間の日差しが、山科の顔に影を作る。深く考えているような表情をした後、彼は優しげな笑みを見せた。

「あおいといがみ合いたくはないんだ。彼女は、俺が俺らしく過ごすことのできた時間に共にいた唯一の女性で、今も大切なことは変わらない。あの頃に戻れたらいいって、そう思う日もある」

　山科の言葉が心臓に深く刺さる。無理に笑顔を作った。

「よかったです。部長がそう気づけたのなら」

「……そう？」

「はい」

「ありがとう」

　山科は園子の顔を見ると、穏やかに微笑んだ。

　部屋を静かに出ると、園子は手を握りしめてうつむく。そのまま誰にも顔を見せないように、トイレへ向かった。

　個室に入ると、両目を手の平でぎゅっと押さえる。

　わたしが言ったんだ。あおいさんと向き合ってくれって。それなのに、なんでこんなに傷ついているの？　部長がわたしを好きかもしれないなんて、やっぱり紀子の勘違いだった。

　かさぶたになりかけていた傷が、大きくえぐられる。声を出して泣きだした。

　つらいと分かっていても、部長を見ることをやめられない。わたしを見ていないと知っていても、目で追ってしまう。彼が好きでたまらない……だからこんなに胸が痛いんだ。




　夕方五時頃、山科がオフィスを出ていった。

　紀子が「やっぱり、行くんだね」とつぶやくのが耳に入ったが、園子はあえて返事をしなかった。口を開くと、いろんな気持ちをしゃべってしまう気がしたからだ。

「ネットニュースに出るかなあ。チェックしなきゃ」

　紀子はワクワクしている様子を隠そうともしない。

「紀子がはしゃいでどうすんだよ」

　朋生が呆れたような顔をする。

「この前、朋生はいなくて残念だったね。あおい、超きれいだったんだから」

「いいなあ、俺も見たかった」

　朋生はそう言いながらも、ちらりと園子を見て複雑そうな表情をした。

「でもねー、実はねー、あおいと部長はもう終わってんの」

　紀子がうれしそうに言った。

　朋生が「え？」と驚く。

「それでねー、新しい恋を始めるようですよ」

　紀子が「おほほほ」と、おどけて笑う。

　園子は「始めないよ」とつい口に出してしまった。

「なに言ってんの。まだ分からないでしょう？」

　紀子がイラッとしたような声を出す。

「分かってるの」

「またまたぁ」

「だって、あおいが大切だって、わたしに言ったもの」

　その場が急に静かになった。紀子が「あちゃー」という顔になる。

「だからもう、この話はおしまい」

　園子が言うと、ふたりとも気まずい雰囲気に口をつぐんで、仕事に戻っていった。




「園子、帰らないの？」

　紀子が心配そうに訊ねた。

「うん、もうちょっと。終わんなくて」

　園子はパソコンの画面をまっすぐ見つめながら、返事をする。

「わたしも残業しよっか。ひとりじゃ怖いでしょ？」

　紀子が気遣う素振りを見せる。

「いいって。今日は週末だし、予定あるんじゃない？」

「うん、でも……もう、みんな出ちゃったから、園子ひとりだよ」

「大丈夫。戸締まりして帰るし、もうすぐ終わるから」

「そう？」

「うん。お疲れさま」

「じゃあ、お先に失礼するね」

　紀子は後ろ髪を引かれるように、何度も園子を振り返りながら帰っていった。

　ひとりきりは確かに怖い。でも、家でもんもんといろんなことを考えるよりも仕事をしていたほうがましだ。

　園子はオフィスの扉に鍵を閉めて、席に戻った。ふうとため息をつく。

　しばらく頭を空っぽにして、残していた仕事を片づけた。でも、たまに頭をよぎる。山科の腕にあおいが手をかけて、ふたり並んで歩いている姿。幸せそうに笑い合う姿が。

　園子は、その映像を無理やり押し込め、仕事を続ける。書類を作成し終わると、次は印刷。静かなオフィスに、カタンカタンというプリンターの音が響いた。

　最終チェックをしてから、クリップで書類を閉じて、手に持つ。それから部長室へと向かった。

　扉を開き、壁のスイッチを押す。パチンパチンと小さな音を立てて蛍光灯がついた。

　部屋の中に山科の気配を感じる。いつも彼が座っているところを、じっと見つめた。今はいないけれど、じっと見続ければ現れるんじゃないかと期待して。『書類、ありがとう』と、園子に笑顔を見せてくれるんじゃないかと強く祈って。

　しばらく扉のところで立ち尽くしていたが、軽くため息をついた。自分の惨めさと滑稽さに、思わず自虐的な微笑みが浮かぶ。

　そんなことがあるわけないと思っても、山科のぬくもりが残っているような気がして、書類をデスクの上に置くと椅子に腰掛けた。

　右側に、飲みかけのミネラルウォーター。半分くらい減っている。園子は手を伸ばして、飲み口のところをそっと指でなぞった。

　その時、園子のポケットに入れていたスマホが震えた。見ると紀子からＬＩＮＥが入っている。

【大丈夫？　元気出して】

　それから、ファイトのスタンプ。

　園子は少し微笑んで、【ありがとう】と返事した。ついでにスマホで、おそるおそる今日のニュースを見てみる。お目当ての記事は、芸能欄ではなく経済欄にあった。

【ＴＳＵＢＡＳＡ化粧品の後継者をお披露目。話題のモデルと共に】

　リンクをクリックすると、写真が大写しになる。

　あ、笑ってる。

　山科とあおいが並んで、笑顔を見せていた。先日の険悪な雰囲気が嘘のように、寄り添って立っている。

　園子はすぐに記事を消し、デスクの上にぽてんと頭を乗っけた。

　このあたり、部長がいつも手を置いてるところ。

　目を閉じると、自然と涙が出てきた。

　彼の大きな手が園子の頭を撫でたことを思い出す。園子の髪に絡ませた彼の指の感触が蘇る。

　胸がきゅっとなって、園子の口から泣き声が漏れてくる。目を閉じたまま「好き」とつぶやいた。

「池山さん……」

　突然、山科の声がして、園子は驚いて目を開けた。部屋の真ん中に、山科が立っている。記事で見た上質なスーツを着たままだ。

「あっ」

　園子はがばっと身体を起こした。慌てて立ち上がる。

「いつから、そこに……」

　まさか、聞かれて……。

　頭の中に警報が鳴り、顔に血がのぼる。園子は涙を手の平でぬぐって「失礼しますっ」と部屋を駆け出そうとした。慌てすぎて、デスクの角に身体がぶつかる。

「危ないっ」

　山科が園子に手を差し出した。勢い余って、彼の腕の中に倒れ込む。

　スーツの奥から、いつもの香りがする。園子はパニックになって、腕をぎゅっと伸ばして山科の身体を押しのけた。

　とたんに、山科が園子の腰を力いっぱい引き寄せた。

「あ」

　声にならない小さな叫び。次の瞬間には、山科の唇が園子のそれに触れていた。

　ぐっと近づいた頬は、あっという間に遠のいていく。唇には彼のぬくもりが残った。

　山科の黒い前髪が揺れて、瞳の中も揺れている。

　彼の腕の力が緩み、園子は崩れるように座り込んだ。ガタンと大きな音を立てて、机の脇に背中を打ちつける。突然、頭上から冷たい水が振ってきて、園子は「きゃっ」と声を出した。

「あ、ごめん」

　山科が慌てて園子の側に膝をつく。自分のポケットからハンカチを取り出して、園子の髪をぬぐう。

　床を見ると、フタが取れたミネラルウォーターが転がっていた。

「部長……」

　園子は先ほどのことが信じられず、自分の唇を指でさわる。まだ感触を覚えている。

「わたし……これ……忘れたほうがいいんですよね」

　園子は小さな声で問いかけた。

　山科の手が止まる。うつむいて、動かない。それから「あー、しまった」とつぶやいた。

「俺が一生懸命我慢してるのに、君はほんとに、もう……」

　山科は左手で自分の髪をくしゃくしゃとかき回す。

「部長？」

　園子はどうしていいか分からず、山科の顔をのぞき込んだ。

　山科が顔を上げる。園子の瞳をじっと見つめた。それから、園子の濡れている左頬から首の後ろに右手を差し入れる。

　その瞬間、園子の身体がビクッと震えた。

「触れてしまったら、離せなくなる。分かってたから、我慢してたのに」

　山科は左手で園子の右腕を強く掴み、右手で首の後ろを引き寄せた。唇を再び園子に近づける。

「わ、忘れたほうがいいなら、もうやめてください」

　園子は目をぎゅっとつむって、小さな声で抗議する。

「俺が、忘れられないんだ」

　そう言って、山科は再び園子に口づけた。何度も角度を変えて、唇を合わせる。

　山科の大きな手が、園子の両頬を挟む。

　彼の体温が耳の後ろから伝わって、感じたことのないような感覚が押し寄せた。頭がくらくらする。園子の口からため息のような息が漏れた。

　山科は園子の腰に腕を回して引き上げる。

　園子は思わず彼にしがみついた。

　最初は軽く触れるだけだった唇が、やがて貪欲になっていく。ぎこちなく開いた唇に舌が入ってくると、園子はその柔らかな感触に溺れそうになった。軽くパニックに陥る。

「ま、待って……くだ……」

「なに？」

　山科が唇を離して、ささやくように問うた。

「あの……息が苦しくて、息継ぎできないんです」

　上気した頬で、必死に伝えた。

　山科が目を丸くして、園子を見つめる。それから突然笑いだした。園子の身体をいたわるように抱きしめて、髪の毛を弄ぶ。

「ごめん、先走りすぎた」

「はあ……」

　全身が心臓になったかのようだ。胸のドキドキが耳の中で響いている。

　山科が園子の耳に唇をつけた。それだけで園子は気を失いそうになる。

「君が好きなんだ」

　山科は、そう言った。










大人のキス




　週明け。始業前のざわついた雰囲気が漂うオフィスで、園子はあれが現実だったのか、まだ信じられないでいた。

「おはよう」

　紀子がおそるおそる園子に声をかけた。

「あ、おはよう」

　園子は未だ夢見心地で、焦点の定まらない目で紀子に返事をする。

「大丈夫？」

「なにが？」

「ほら、週末。ずいぶんヘコんでたから」

「……ああ」

　相づちを打ったとたんに金曜の夜の出来事を再び思い出し、顔が真っ赤になった。

　予想と反する反応に、紀子が「あれれ。なにかあった？」と身を乗り出してくる。

「えっと、あの……」

　園子は説明できず、もじもじしてしまった。

「やっぱり、新しい恋が始まった？」

　紀子が、探るような視線で問いかける。

「わっ、分かんない。『付き合ってほしい』とは言われてないし」

「ほほー」

　紀子が腕を組んで、目を細めた。

「池山さん、部屋に来て」

　その時、出社した山科が声をかけてきた。カバンを脇に抱えて颯爽と歩きながら、園子にちらりと視線を送る。

「はっ、はい」

　園子は立ち上がって、ぱたぱたと小走りで部長室へ向かった。

　部屋に入ると、仕事モード全開の山科が「広報について打ち合わせたいから、資料をそろえて石野係長に連絡して。時間は今日の三時以降がいい」と仕事を指示する。

「はい」

　園子はうなずきながらも、つい先週起こった出来事に気を取られている。

　この部屋で、あの床に座り込んで……。

「池山さん？」

　山科が不思議そうな声を出した。

「あ、すみません」

　しかし謝罪の言葉とは裏腹に、視線は山科の唇に向かってしまう。

　あの唇が、わたしの……。

「池山さん」

　山科が手の平で園子を招く。園子は素直に彼の側に寄った。

「今日はぼんやりだね。どうしたの？」

　山科がほおづえをついて訊ねる。

「はあ、すみません」

　あまりにも山科の態度がいつもと変わらないので、園子は不安になる。

　やっぱり『忘れろ』ってことなのかしら。それとも思いが募りすぎて、勝手な夢を見た、とか。

「ちょっと」

　再度、山科が手招きする。園子はもう一歩、彼に近づく。

「もっと」

　手招きするので、園子は身をかがめて、山科に近づいた。

「なんでしょうか」

　園子が身をかがめたまま訊ねると、突然ぐっと腕を掴まれる。そして軽く頬にキスされた。

　思わず手で頬を押さえる。あまりの驚きで、腰が抜けそうになった。

　よろめく園子を、山科が「わわわ」と慌てた声で支えた。よく見ると、なんだか顔が赤い。

「俺もどうやって池山さんに接したらいいか、分かんないんだ。あんまり見ないで、恥ずかしいから」

　そう言って、山科は自分の目を手の平で隠す。

「は、はい」

「会社では今までどおりにしてくれないか」

「はい」

「じゃあ、最後にもう一度だけ」

　山科は椅子に座ったまま園子を引き寄せると、今度は唇に軽くキスをする。ぱっと手を離すと、うれしそうに笑った。そして、「仕事、よろしく」と手を上げる。

　園子の胸は、張り裂けそうなほどドキドキしている。部屋から出ると、思わず唇に手を触れた。幸せの笑みがこぼれる。それから軽やかな足取りで席に戻り、何事もなかったように仕事を始めた。




　しばらく集中して仕事をしていると、「園子」と声をかけられた。顔を上げると、朋生が園子を見ている。

「あ、おはよう。ごめん、気づかなかった」

「なんか園子、うれしそう」

　朋生がぽつりと言った。

　タイピングしていた園子の手が止まる。朋生の考え込むような表情を、申し訳ないような気持ちで見た。

「紀子が言ってた。いいこと、あったんだって？」

　彼の声からは、もう全部をあきらめてしまったような脱力感がにじみでていた。

「たぶん」

　園子はうつむく。

「そっか……よかったな」

　朋生は静かに言った。

「ごめんね」

「なんで謝るんだよ」

　朋生が笑う。

「だって……」

「いいんだ、それは。ただ……」

　朋生が言いよどむ。

「あおいが大切だって言われたんだろ。それは大丈夫なのか？」

　園子はそこで固まった。

　そうだ。フワフワしすぎて、すっかり忘れていた。

　ネット記事で見た、山科とあおいが並んでいる写真を思い出す。ふたりは楽しそうに笑い合っていた。

　園子の顔にとまどいが現れたのか、朋生の顔が厳しくなる。

「もし園子を泣かせるようなことをしたら、部長をシメるから、言ってくれよ」

　そう言って、しかめ面をして見せた。

　あおいさんとどうするつもりなのか、部長にちゃんと聞いたほうがいいよね。まさか部長に限って、堂々と二股をかけるなんてことを言うわけはないと思うけれど。

　それでも園子の中で、急速に不安が膨らんでいく。そもそもなぜ自分なのか、さっぱり思い当たる節がない。

　やめておけばいいのに、園子は再びネットニュースを検索してしまった。気になって気になって仕方ない。

　先日の記事よりもずっと詳しいことが書かれている。加えて、記者の推察もあった。

【現在、海外進出に苦戦しているＴＳＵＢＡＳＡ化粧品が、海外でも評価され名を知られているモデルのあおいを起用することによって、大きな一歩を踏み出したい考えが読み取れる。また彼女が、現社長の長男である山科達也氏と結婚するということになれば、ブランドイメージも急激に変わるだろう】

　園子は「やっぱり読まなきゃよかった」とつぶやいた。




「園子さぁ、これからどうするの？」

　ランチタイムに、紀子がおにぎりをほおばりながら訊ねた。

　パンを持っていた園子の手がぴたっと止まる。そしてそのまま行方を失って、パタンと机の上に落ちた。

「どうするって？」

　紀子の言わんとすることは充分理解していたけれども、あえて聞いてみた。

「部長は長男なんだよね？」

「うん」

「あおいとも昔、引き離されたって言ってたじゃん。ゆくゆくはお見合い相手と結婚するって言ってなかった？」

「う……ん」

　紀子が厳しい顔をする。

「ちゃんと聞かなきゃ。遊ばれるのは口惜しいでしょ」

「遊ばれるって、そんなこと……」

「いやいや、男って分かんないし。結婚するまでは楽しく遊びたいってことかもしれないじゃない。確信が持てるまで、みだりに寝ちゃダメよ」

　紀子が『寝る』だなんて言うので、園子は動揺して「寝るだなんてそんな……しないよ！」と声が裏返ってしまった。

　紀子がきょとんとした顔をする。

「ええ？　恋人同士なら普通のことでしょ。だから気をつけろって、言ってるの」

　そうか、キスだけじゃ終わらないんだ。あんな、痛いこと……しなくちゃいけないの？

　次第に焦りが出てくる。

「園子？　ねえねえ、まさかとは思うけど……未経験？」

「……経験は、ある。でも、ひどすぎて、言いたくない」

　園子は、思い出したくもない記憶に苛まれながら答えた。

　紀子が同情の視線を送ってくる。

「とにかく、部長に聞いてごらん。これからのこと。セックスを心配するのは、その後で」

　紀子はまるで先生のように、胸を張って言った。




　終業時間が迫る夕方。六月にそろそろ入ろうかという今の時期は、陽が沈んでも、オフィスの中に暖かさが残る。

　園子の頭の中はいろんな情報がぐるぐると巡り、午後の仕事は思ったよりはかどらなかった。

「今日も残業？」

　紀子が帰り支度をしながら、園子に聞く。

「うん」

　本当はプロジェクトの仕事もひと段落しているので、早く帰ろうと思えば帰れるのだけれど、目の前の仕事を明日に持ち越したくなかった。

「がんばるねー。愛の力か」

「そんなんじゃないってば」

　園子は首を振った。

「じゃあ、お先に失礼するね。また明日」

　紀子は明るい笑顔で手を振った。




　一時間、二時間と過ぎると、オフィスの人もまばらになってきた。山科からも、外出先から直帰の連絡が入っている。

「ああ、終わんない」

　園子は机につっぷした。集中したくても、山科とあおいが並ぶ姿がちらついて、すぐに思考がどこかへ飛んでいってしまう。

　その時、電話が鳴った。

　もう八時過ぎなのに、誰だろう。

　園子は受話器を取った。

「はい、竹永コスメティックスでございます」

《池山さん？》

「部長」

　電話の相手は山科だった。

《遅いじゃないか。今日は早く帰れる日だよ》

「そうなんですけど……仕事が終わらなくて」

　正直に告白すると、山科はしばしの沈黙の後、《俺のせい？》と問いかけてきた。

「違います。わたしがぼーっとしちゃって」

　園子は慌てて言い訳をする。

《なるべく早く帰りなよ》

「はい」

《それでさ、申し訳ないんだけど、俺のデスクを見てくれる？　名刺入れを忘れてないかな》

「はい」

　園子は電話を保留にして、部長室へ向かった。蛍光灯をつけて、デスクの上を探す。

「あ、あった」

　書類の間に黒い革製の名刺入れを見つけた。

「もしもし。ありました」

《そうか。どうしようかな、明日朝一番で『日にち榮えいケミカル』に行く予定なんだ》

「もしよろしければ、今からお届けにあがりましょうか」

　園子はそう言ってから、はっとする。この時間に山科のマンションに行ったら、まずいんじゃないだろうかと不安になる。

《いや、いいよ。明日、日榮に行く前に会社に寄るから》

　山科は即座に断った。

　ホッとしつつも、一方で寂しくなり、園子は複雑な気持ちになる。

《じゃあ、本当に早く帰るんだよ》

「はい」

《ありがとう。また明日》

　山科はそう言って、電話を切った。




　それから小一時間。園子は気持ちを切り替えてがんばった。だらだらと残業するわけにもいかないし、かといって仕事を放っておくわけにもいかないからだ。

　最後にドキュメントを保存して、園子は「うーん」と伸びをする。結局、最後のひとりになってしまった。シーンと静かなオフィスを見回すと、とたんに心細い気持ちになってくる。

　また痴漢が来たら。

　突然そんなことを思い出して、背中がぞくぞくする。急いでパソコンの電源を落とすと、入口扉の近くにある電気のスイッチを消した。

　暗闇がオフィスを覆う。園子は怖くて目をそらした。お化けも痴漢もすごく苦手なのだ。

　その時、「消すのちょっと待って」と山科の声がした。

「部長？」

　廊下に顔を出してみると、山科が階段から上がってくるところだった。

「池山さん、まだいた」

　山科が笑う。

「どうされたんですか？」

「名刺入れ、やっぱり今日中に手元に置いておいたほうがいいかと思って」

　そう言うと、ちらっと園子を見る。それから「君にも会いたかったし」と続けた。

　いつものようにドキドキが始まる。その瞬間、『みだりに寝ちゃダメよ』という紀子の言葉が頭をよぎった。

　そんなこと、考えられないし……。

　山科はすでに私服に着替えている。七分袖のブルーのシャツに、コットン地のパンツ。スーツ以外の姿を久しぶりに見た気がする。

「ちょっと待ってて」

　そう言うと、山科は再び電気をつけてオフィスへと入っていく。

　園子は廊下にひとり残された。山科が会いに来てくれたことがうれしくて、頬が緩む。ただ、経験の少ない園子は、一方で不安もある。

　このまま、山科部長とキス以上のことが、あるんだろうか。

　園子は恥ずかしくて、下を向く。

　その時、わたしはどうするんだろう。

　考えをいろいろ巡らせていると、オフィスの電気が暗くなった。

「部長、名刺入れはありましたか？」

　ひょいっとオフィスに頭を入れると、暗闇からすばやく手が伸びて、園子の腕を掴んだ。

「えっ？」

　ぐいっとオフィスの中に引っぱり込まれた。園子は驚いて、暗闇の中の山科を凝視する。彼はいたずらっ子のような笑みを浮かべていた。

「びっくりした？」

「……はい。心臓に悪いです」

「ごめんごめん」

　山科は笑いながら園子を優しく抱きしめる。

　まだ慣れない、山科の腕の中。園子はどうしていいのか分からず、棒立ちになる。

「顔を上げて」

「はい？」

　山科に言われたとおり、園子は素直に顔を上げる。

　すると彼は園子の顎を指で支えて、くいっとさらに持ち上げた。あっという間に唇を塞ぐ。

　園子は次々と起こる出来事に対処できずに、棒立ちのまま動けない。

　山科は顔を放して、園子を見つめる。

「池山さんは、子供のキスしかしたことないのかな」

　園子の心臓が大きく跳ねた。

「えっと……」

　園子は口ごもる。図星だ。

「じゃあ、今から大人キス」

　山科の顔が近づく。初めてキスされた時の溺れるような柔らかさを思い出して、園子は思わず腰が引けた。

　逃げようとする園子を、力強い腕が捉える。腰を引きつけられて、園子の身体が半ば宙に浮いた。

「待ってください」

「待てない」

「だって、そんな……」

「ぶつぶつ言わない」

「でもっ」

　園子が最後の力で抵抗すると、山科は園子の腕を掴んで壁に押しやる。あっというまに深くて甘い海に放り込まれた。

　繰り返し寄せては引く、波のようなキス。唇を離す合間に漏れる声。

　山科が拘束していた腕を放すと、園子は無意識に彼の首に腕を回した。ふたりの身体が暗闇で溶け合うように重なる。

　強いお酒をあおったように身体が火照り、鼓動が早まる。すべての感覚が唇に集中する。

　山科が顔を離すと、園子はやっと普通に息ができた。よろけて壁にもたれる。暗闇の中で山科が楽しそうに微笑んでいるのが見えた。

「どう？」

「どうって言われても……」

　山科は園子の身体を再び抱きしめた。

「こうなるって分かってたから、手を触れちゃいけなかったんだ。我慢できなくなる。でも池山さんを見てると、どうもちょっかい出したくなって」

　山科が笑う。

　思わず山科の胸に頬をうずめる。彼の鼓動を感じた。

　部長も一緒。すごくドキドキしてる。

　その時、あおいの姿が頭をよぎった。こんなふうにふたりは過ごしていたんだと思うと、今の幸せに小さな引っかき傷ができる。

「部長」

「なに？」

　園子の頭に頬をつけていた山科が、優しく訊ね返す。

「これは、部長が結婚して会社を継ぐまでの、限られた時間の関係なんですよね？　あおいさんとご結婚されるんですか？　それとも、お見合いされている誰かと」

　山科は黙ったままだ。

「ネットの記事に、あおいさんと結婚する可能性があるって書いてありました。確かに彼女と結婚すれば、ＴＳＵＢＡＳＡ化粧品にプラスになるかもしれません。部長もあおいさんのことを大事にされてるみたいだし、そうなのかなって」

　山科は園子の身体を離し、顔を見つめる。

「ずっと、そんな心配をしてたのか？」

　園子はうつむいた。山科は園子の額にそっと唇をつける。

「心配するな。なんとかする」

「そうなんですか？」

「俺は君が好きでたまらないんだ。こうやって腕の中に入れてしまったら、もう他の誰かのことなんて考えられない」

「だって、あおいさんのことが大事って……」

　園子がなおも不安を口にすると、山科は園子の頭を大きな手で撫で、指で髪をすくった。

「大事だよ。だけどそれは、一時期を一緒に過ごした記憶があるから。彼女といがみ合ったりしたくないってこと。俺は君を失いたくないんだ」

　山科の言葉に安心する一方で、声に切迫したものを感じて、園子は思わず見上げる。

　その視線に気づいて、山科が微笑んだ。

「もう一回キスしようか。子供のキスと大人のキス、どっちがいい？」

「え、じゃあ、子供ので……」

「却下」

　山科が笑って、顔を寄せる。

　園子は再び柔らかな波へと落ちていく。今度は抵抗しなかった。







第五章










ビジネス




　部長と付き合いだしてから一週間。

　彼は意外と独占欲が強く、機会があればキスしたり触れ合ったりしていたい人のようだ。オフィスでのスマートなイメージとは異なり、ふたりきりになるととにかく甘い。オフィスの中でも、誰もいないとなるとすぐにキスをしてくるので、変にドキドキしてしまう。

「池山さん、おいで」

　山科はいつも部長室で園子を抱き寄せる。

「うん、かわいい」

　確認するように言うので、そのたびに園子は照れてしまう。

「部長、オフィスにまだ人がいます」

　園子は小さな声で言うが、山科はほとんど気にしない。

「ここは、誰にも見えない」

　軽く頬にキス。園子の顔が真っ赤に染まる。

「そんな顔、他の誰にも見せちゃダメだよ」

　山科が言う。

「見せません」

　園子の返答に、山科は幸せそうな笑みを浮かべた。それから再び頬にキス。

「かわいいな。もうちょっと長くキスしようか」

　そう言って、頬を挟んで顔を寄せる。

　園子は緊張しながらも目を閉じる。

　こんな山科を見ているのが自分ひとりだと思うと、園子はむずむずとした気持ちになった。

　けれど、プロジェクトが進行中の今、外で一緒に過ごすことなどほとんどない。山科は不服そうだったが、園子は実のところホッとしていた。誰もいないところへ行ったら、関係が発展してしまうのではないかと懸念していたからだ。

　これ以上先へ進む勇気が、わたしにあるだろうか。

　そう考えると、園子の身体はひやりと冷たくなった。

　園子には、消したくても消せない、苦い思い出がある。




　高校の時、初めてボーイフレンドができた。彼はかっこいいというタイプではなかったけれど、優しくて園子は好きだった。

　軽いキスやちょっとした触れ合い。思春期の園子は、その先にあるものがどんな体験なのか知りたいと、漠然と思っていた。けれど彼は違った。園子とのセックスを熱望していたのだ。

　ふたりとも初めて。園子は優しく扱われたかったが、余裕のない彼にそれは難しかった。それは、激しい痛みだけが残る行為。『やめて』と言っても、幼い彼が止められるわけもなく、園子は恐怖に泣き叫んでしまった。

　セックスってこんなもんなんだと、例えようもない虚無感を感じた。それを今でも忘れられない。

　それ以来、園子はセックスに抵抗を感じてしまう。何度か恋人もできたけれど、身体の接触は避けるようになってしまった。だからキスも、子供のまま。




　もうすぐ始まるプロジェクト会議に向けて、園子は準備を進める。

　部長室の扉をノックした。

「失礼します。メンバーがそろいました」

「ああ、分かった」

　山科は椅子から立ち上がると、すれ違いざまに園子のほっぺたを、誰にも見えないようにきゅっとつまむ。

「さあ行くよ」

　そう声をかけたところで、彼のスマホが鳴る音がした。ポケットからスマホを取り出すと、耳に当てる。

「もしもし、ああ」

　気軽な雰囲気で話し始める。

「――そうか、いいよ、気にしない。またな」

　山科は電話を切ると、少し考えるように眉を寄せた。

「大丈夫ですか？」

　園子が訊ねると「うん」と短くひと言だけ返す。それから、いつものように会議室へと入っていった。

　会議は滞りなく進んだ。山科は迷うことなく、皆を引っぱっていく。けれど園子は、彼が会議前の電話で見せた表情が少し気になっていた。

　会議終了後も、部長室にいる山科は帰宅しようとしない。

「部長はまだ残られますか？」

　椅子に座って難しい顔をしている山科に、園子は訊ねた。時刻はもう午後九時半を回っている。

「ああ、ちょっとな」

　園子の顔を見ずに答えた。それから「池山さんはもう帰りなよ」と言う。

「わたしも残ります」

「いいよ、遅いから」

「でも――」

　園子が言いかけると「気にするな」と鋭い声で言った。

　園子は少しびっくりする。いつもなら、もっと柔らかな口調なのに。

　山科ははっとして園子を見る。それから「おいで」と声をかけた。

　園子は彼の側に歩み寄る。

　山科が園子をそっと抱き寄せて、膝に座らせる。園子の髪の中に顔を埋めて、しばらく動かない。

「……部長？」

「充電完了」

　笑顔でそう言うと、園子を離した。

「お疲れさま。また明日」

　そして山科は、そのまま仕事へと戻っていった。




　ビルの階段を下りながらも、いつもと違う彼の様子に園子はなんだかしっくりこない。園子の胸に、確証のない漠然とした不安が顔をのぞかせる。

　ビルを出ると、もう漆黒の闇。オフィス街は夜になると、とたんに人口が少なくなる。園子は地下鉄の駅のほうへと歩きだした。

　すると、後方から車のクラクションが鳴らされた。

　何事かと振り返ると、一台の黒塗りの車が停車していた。夜の闇の中に、ヘッドライトだけがポッとオレンジ色に輝いている。

　運転席が開いて、黒い帽子にスーツ、白い手袋の運転手がこちらへ歩いてきた。

　園子は周りを見回したが、自分以外に人はいない。

　なに？

　園子は軽い恐怖を覚えて、後ずさりした。

「池山園子さんでいらっしゃいますね」

　運転手が丁寧に訊ねる。

「は、はい」

「こちらへ、どうぞ。山科がお待ちです。ご乗車ください」

　運転手は丁寧だけれど、有無を言わせない言い方で園子を車へと連れていく。後部座席の扉を運転手が開けると「どうぞ」と言われる。

　園子は「まさか」と思いながら、身をかがめて座席の奥に目をやった。

「こんばんは、お嬢さん」

　ＴＳＵＢＡＳＡ化粧品の社長が、そこに座っていた。

「お嬢さん、乗って」

　社長が手招きする。

　園子はなんだか信じられない気持ちのまま、後部座席に腰を下ろした。革張りのシートには、ほのかに香水の香りが漂っている。

「お嬢さんに会うのは、これで三度目かな。銀座のカフェと、パーティで」

　園子は驚いた。二回目のパーティはともかく、最初のカフェでこそこそしていたのも気づいていたとは。

「よく覚えていらっしゃいますね」

「人の顔を覚えるのは、ビジネスの場では必要なことですから」

　抱いていた印象と違う。もっと横暴で高慢な感じだったのに、今日は穏やかだ。

　白髪まじりの髪に、金縁の眼鏡。スーツはどう見てもフルオーダーで、タイピンとカフスはおそろいのゴールド。腕にはゴールドのロレックス。

　いかにも金持ち趣味というスタイルなのに、なぜか嫌みがない。上品だ。さらにスーツの襟には、ＴＳＵＢＡＳＡの小さなバッチが留められていた。

　車が静かに走りだす。運転手はどこに向かうのか分かっているようで、ひと言も口をきかない。静かに都内の一般道を走り続けた。

　しばらく社長は黙り込む。

　気軽に話しかけたりできない雰囲気の人なので、園子も黙るしかない。無言で窓の外を眺めた。

　暗いビル群を抜けて、少し明るい銀座へと出る。それでも車は止まる気配がない。そのまま湾岸の埋め立て地へと向かった。

　まだ開発途中の場所だけあって、高い建物はほとんどない。その一角で、車はゆっくりと停車した。

　運転手が扉を開くと、社長が降りる。園子側の扉も開いて、促されるまま降り立った。

　隣に立つと、社長の身長の低さが余計に目立った。園子よりも少し高いぐらい。それでも、強烈な存在感がある。園子はなにもしていないのに、なぜか叱られているような気持ちになって、首をすくめた。

「お嬢さん。三年後をめどに、ここに新しい社屋を建てようと考えています」

「そうですか」

　社長はなにを考えているのだろう。さっぱり分からない。

「ＴＳＵＢＡＳＡ化粧品は、元はただの小売業者だった。でも今は従業員数四万人を抱え、子会社を含めると売上高は年間九千億円です」

　園子はその数字を言われても、規模が違いすぎてぴんとこない。

　社長は園子を見ると、うっすらと笑みを浮かべた。

「わたしがひとつ判断を間違えば、その会社が消える。従業員は失業し、日本経済に大きな影響を与える」

　一向に実感が湧かないが、それでも社長の責任の大きさは分かった。

「達也は、わたしの息子です」

　社長は静かに、でもはっきりした声で言った。

　園子はだんだんと彼の言わんとする意味が分かってきた。身体が震えだす。

　もう、来た。引き裂かれる時が。早すぎる。

「ろくでなしの放ほう蕩とう息むす子こであったならば、結婚相手に誰を連れてきてもかまわない。金だけやって、勝手に暮らせと言えるだろう。でも彼は……至極優秀だ。もしかしたら大企業のリーダーにもなれるほどに。女は、金持ちの男と結婚したがる。でも男の伴侶となったからには、遊んで暮らせるわけじゃない。大きな責任と重圧を、男と共に背負うんだ」

　園子は足がおぼつかなくなり、思わず手を握りしめる。

　社長は園子の様子をちらっと見た。

「四万人の人生を背負うことができないのなら、今すぐ達也から身を引いてほしい。達也は懲りてないようだ。自分で自分を追いつめている。お嬢さん、達也の結婚は、ビジネスと同じだ。山科家に得があると思わなければ、許すわけにいかない」

　冷徹な言葉。でもそれは、大きな企業を率いるリーダーだからこその考えなのかもしれない。反論ができない。

「ただし……」と、社長は話を続ける。

「得があると分かれば、反対できない。言っておくが、ヒロインじみた自己犠牲は望んでいないよ。わたしが望むものを君は差し出すことができるか。考えて、お嬢さん」

　園子は震えてしまう声をなんとか振り絞って「あおいさんとの結婚は、山科家の得になりますか？」と訊ねた。

　社長が目を細める。眼鏡の後ろの瞳が冷たく光った。

「あの女は、自分で輝きたいし、輝ける女だ。一時的な得はあるだろうが、達也のためにはならん」

　そう言って社長が笑みを見せた瞬間、園子は社長と山科がとても似ていることに気づいた。眼鏡や身長、それから物腰や雰囲気は、似ても似つかないと思っていたが、笑った目が一緒だ。確かにふたりは親子なのだ。

「送ろう。遅くまで付き合わせて悪かったな」

　再び高級車に乗り込み、園子のアパートまで送ってくれた。銅像や肖像画が飾ってあるような豪邸に住んでいる人にしてみれば、園子のアパートは安っぽくぼろぼろに見えるだろう。

　とても、山科家の得になるようなものなんか、差し出せない。ごく普通の、リストラ間近の会社員である自分にはなにもない。

「送ってくださりありがとうございました」

　ぽつんとついた街灯の下で、園子は頭を下げた。

　社長は軽くうなずくと、静かに車は走りだした。住宅街の狭い道を、車がどんどん小さくなる。

　ガチガチに緊張していた肩の力が抜ける。とたんに目の奥がずんずんと痛くなってきた。

　山科に相談しようか考えて、思いとどまる。

『考えて、お嬢さん』

　社長の言葉が耳に残っている。

　どうすることが一番いいのか、まずは自分で真剣に考えてみよう。

　園子は夜空を見上げ、深く息を吸い込んだ。










寄り添えば




　また週末がやってくる。

　あれから一週間弱。結局、ＴＳＵＢＡＳＡの社長に会ったことを、園子は山科に言わなかった。

　余計な心配をかけたくないと思ったし、あの社長の口ぶりを思うと、自分自身の問題なんだと感じたからだ。ただ……。

　園子は、デスクに座る山科を見る。

　山科の様子が少しおかしい。先日の電話以来、どことなく上の空で、たまに考え込んでいる。周りはまだ気づいていない。他の社員の前では変わらずスマートな上司であり続けている。

　お父様がわたしに連絡してきたことを、もしかして知っているのだろうか。引き離される日が近いということに、気づいているのだろうか。

　園子の不安は日に日に高まっていた。




「池山さん」

　まだお昼前の時間。部長室の前を通りかかると、山科から声がかかった。園子は部屋に入る。

「はい」

「今夜、予定ある？」

「いえ」

　園子は首を振る。また新しい仕事が増えるのだろうか。

「うちに来ないか」

　山科は、仕事を頼むような気軽さで園子を誘った。

　返事に詰まる。

　先に進もう。そう言われているんだ。

　セックスへの嫌悪感が胃の下あたりを持ち上げる。

　未来の分からない今、このまま部長に身をゆだねてしまってもいいのだろうか。でも……どことなく不安げな彼を遠ざけることなどできない。

　山科の表情に、わずかなためらいがかすめた。園子の表情に気づいたのだ。

　彼がわたしを求めてくれるなら、側にいよう。結果、たとえ離ればなれになったとしても仕方がない。それが運命というものだ。

　園子が「はい」とうなずくと、山科はホッとしたような顔をした。




　終業時間を迎え、他の社員に気づかれないように、地下鉄のホームで待ち合わせをした。

「なに食べる？」

　山科に聞かれ、「わたしが作りましょうか？」と提案した。

「池山さん、料理できるの？」

「ひとり暮らしですから、人並みには」

「楽しみだな」

　山科がうれしそうに言う。混み合った電車の中、そっと園子の指先を握る。園子も握り返す。

　近くのスーパーで買い物をして、それからマンションへと向かった。

　エレベーターがゆっくりのぼる。山科の気配がぐっと近くに感じられて、とたんに不安と緊張が押し寄せる。つらかった行為が何度もフラッシュバックした。

　たとえつらくても、彼といられるなら、それでいい。そんな気持ちと共に、山科の部屋に入った。

　電気をつけると、リビングがほのかなオレンジ色に染まる。

　山科はアイランドキッチンの上に買い物袋を置くと、後ろから園子に腕を回してきた。背中に、彼の温度を感じる。

　山科は園子の首筋に唇をつけ、耳の後ろへと這はわせる。

　ぞくぞくして、園子の口から思わずため息に似た声が出た。園子は目を閉じる。

　今は、彼の側にいたい。それなのに……なぜ、逃げ出したくてたまらないの？

　山科は園子をくるりと向かせると、アイランドキッチンの上に座らせる。それから唇に愛撫を繰り返した。彼の指が、髪に、首筋に、肩に、触れる。深いキスをしながら、園子の脚の間に割って入る。

　園子の心の抵抗が強まった。思わず膝に力が入ったが、山科は許さなかった。ブラウスのボタンに手がかかると、園子は我慢の限界が来て、思わず「嫌っ」と小さく声に出してしまった。

　山科の動きが止まる。それから顔を上げた。追いつめられたような表情をしている。

「なにがあったんですか」

　園子は空いた胸もとに手を置いて、訊ねた。ブラウスを掴む手がかすかに震える。

「ごめん」

　山科は園子の腰に腕を回すと、お腹のあたりに顔を寄せた。温かな息が腹部にかかる。

「ほんとに、いろいろ、ごめんな」

　園子の腰に回した腕に、強く力が入る。

「竹永、救えない」

　続く言葉に、園子は黙り込んだ。膝の上にある山科の髪をしばらく指ですく。

「先日のプロジェクト会議の前に、電話がありましたよね、なんだったんですか」

　園子が訊ねると、山科はあきらめたように笑った。

「気づいてたんだ。君は劇的に鈍いのに、よく俺を分かってる」

　山科は顔を上げて、園子をキッチンから抱えて下ろす。それからふたりは窓際のソファへと移動した。腰を下ろすと、山科がふうとため息をつく。

「懇意にしているヘアメイクと連絡を取っていたんだ。竹永のクリームの使い心地をリサーチしたいからと試供品を渡して、ゆくゆくはタレントにそれとなく勧めてもらえるよう話をしてた。感触は悪くなかった。商品はいいし、価格も手頃。大手の商品を使うことより、マイナーでも品質のいいものを知っているっていう、プロの自尊心みたいなものもくすぐったみたいだった」

　山科は両手を膝の上に置いて、背もたれに全身を預ける。疲れた顔をしていた。

「でも、ある時から約束をキャンセルされるようになった。連絡を取っていたヘアメイク、すべてにだ。おかしいと思ってさぐりを入れてみたら……ＴＳＵＢＡＳＡから圧力をかけられていることが分かったんだ」

　園子の頭に、社長の姿がよぎる。

「ヘアメイクにとって、ＴＳＵＢＡＳＡからにらまれることほど怖いことはない。最大手だし、ＴＳＵＢＡＳＡ経由で仕事が入ることも少なくないんだ。実際、俺が彼らと知り合ったのも、その流れでだ」

　山科がコテンと頭を園子の肩に預けた。

「気づかれたのなら、終わりだ。他に竹永の認知度を上げる方法は、思いつかない。いずれにせよ……どの方法を取ったって、ＴＳＵＢＡＳＡに動かれる」

　山科は身体を起こして、園子に向き直る。それからブラウスのボタンに手を伸ばした。

　園子は思わず胸もとに手をやる。

「やるせなさを、君で埋めようとした。申し訳ない」

　山科は静かにボタンを留め直した。

「いいんです」

　園子は首を振る。

「でも無理強いしたから……」

「わたし、身体をさわられることに抵抗があるんです。側にいたいと思っても、恐ろしさが先に出てしまって……」

　園子がしゃべるのを、山科はじっと見つめる。

「だから、部長が無理強いしたわけじゃなくて、わたしの問題なんです。わたしも今日、部長の側で夜を過ごしたいと思ったから来ました」

　山科が優しく園子を引き寄せる。先ほどの熱気は薄れて、園子のガチガチだった身体が柔らかくなった。彼に頭を撫でられると、安心が増してくる。

　この人のためになりたい。たとえ離れることになっても。

　ほのかな明かりの中、ふたりはソファの上で寄り添う。

「部長、もう『無理』って言うの、やめません？」

　園子は思い切って言った。

　首のあたりの髪を弄んでいた指先が、ぴたりと止まる。

「部長は優秀です。お父様もそれは充分承知していらっしゃる。まだチャンスはあります」

「君の買いかぶりだよ。信じてくれるのはありがたいけれど」

「いいえ」

　園子は身体をまっすぐにして、山科に向き合った。

「ＴＳＵＢＡＳＡの望むものは、利益ですよね？　それなら、竹永が存続することでＴＳＵＢＡＳＡが得をすればいいんです。わたしにはどうしたらいいか分かりませんけれど、部長なら考えられますよね。部長は社長に直接掛け合うことができます。部長だからできることです。あきらめないでください」

　山科が真剣な顔をした。猛スピードで考えている。

「池山さん、やっぱり君は俺を分かってるな」

　右腕でぎゅっと園子を引き寄せる。山科の身体から、情熱があふれてくるのが感じられた。










あきらめない




　その夜は、朝まで山科に寄り添った。ベッドではなく、ソファで。

　すべてのエネルギーを使って新しいプランを考えているのを真横で見ていると、本当に頭のいい人なんだと感じた。仕事の邪魔になるから帰ろうかとも考えたが、山科は離さなかった。

「いけるかも」

　明け方の四時頃。山科の瞳が輝く。

「池山さん、出社したらすぐに、このアンケートを実施できるよう手配して。データも集めて」

「はい」

「プロジェクトチームには本当のことを話そう。彼らとは一心同体でやってきた。彼らをクビにはさせない」

　朝の五時半。ふたりでカフェイン多めのコーヒーを飲んだ。

「わたし、一度家に戻ります。着替えて出社しますから」

　園子がそう言うと、山科がこめかみにそっとキスをする。

「ありがとう。君がいなかったら、なにもできなかった」

「そんな、わたしはなにもしてません」

　園子は首を振る。

「俺は池山さんなしじゃ、生きていけないよ」

　甘えたような声で言うので、「おおげさな」と園子は笑った。

　山科の見つめる先が変わった。そんな気がする。最初は、偉大な父親しか視界に入っていなかったけれど、今は竹永の社員と同じ方向を向いている。竹永で働く社員を守りたいという一心で動いている。

　熱意にあふれるその瞳は、経営者である父親とそっくりだった。




　しょぼしょぼする目をこすりながら、それでも前向きな気持ちで出社した。山科はすでに来ていて、デスクでパソコンの前に座っている。園子を見つけると「池山さん」と声をかけた。

「はいっ」

　園子はカバンを投げるようにデスクに置くと、山科の元へ駆け寄った。

「プロジェクトチームを集めてくれる？　できれば今日の早めの時間で。それから、明日ＴＳＵＢＡＳＡの本社へ行くから、同行してくれ」

　園子はびっくりする。思わず「わたしがですか？」と大きく訊ね返した。

「そう」

「わたしじゃ、なんのお役にも立てないんじゃないかと思いますが」

「いてくれるだけでいい」

　山科が微笑む。

「君は俺のエネルギーの源だから」

　彼の側にいたい。だけど……。

　園子の胸が痛む。

『わたしが望むものを君は差し出すことができるか』

　社長のあの問いかけに、正直、なんの答えも出ていなかった。どんなに考えても、結局のところ身を引くしかないようにも思う。『考えて』と言われたが、特別に頭もよくない園子には、さっぱり見当がつかない。

　部長の前で答えを迫られたら、身を引けと言われたら、わたしはどうしたらいいのだろう。でも……。

　山科の笑顔を見上げた。

　部長に求められるなら、応えたい。

「ご同行します」

　園子は答えた。

　その時、部屋の外からざわざわという気配が聞こえてきた。

「お待ちください」

　紀子が慌てた様子で言っている。

「どうしても今、話したいの」

　あおいの声がした。

　山科が驚いたような顔をする。席を立って、部屋の扉を開けた。

「達也」

　あおいが山科の姿を認めて、今にも泣きそうな声になる。

「なんで来たんだ」

　山科が困ったような顔をする。

「連絡がつかないから」

「仕方ないだろう。あおいが納得しないから」

「納得なんてできるわけないものっ」

　あおいが叫んだ。

　オフィスがざわつく。紀子は興味津々という顔で、あおいを見つめている。

「あおいさん、こちらへ」

　すでに騒ぎになっているオフィスを気遣って、園子があおいを部長室へ促そうとした。

「さわらないで」

　取り乱したあおいが、園子の手を払う。山科が「おい」と、ふたりの間に入った。

「近いうちに、彼女とも終わりになるわよ」

　あおいが目を真っ赤にして、強い声で言う。整えられた美しい手が、グリーンのワンピースの裾を握りしめた。

「あなたのお父さん、『会って確かめてみる』って、この前言ってたから」

　あおいの言葉に、山科の顔から表情が失われる。

「彼女のことを知らせたのか？」

　あおいは達也をにらみつけた。

「知らせたんだな」

「そうよ。コマーシャルにも起用するほどのモデルになったわたしに対して『君は、どんなに有名になっても、達也に釣り合う女性にはなれないよ』って……。あのバカ社長は、そうやってわたしをまた見下したのよ！　家柄の問題？　どれだけバカにしたら気が済むの。あいつは、わたしの血のにじむような努力を認めなかった」

　あおいは顔を歪ゆがめると、長いまつげに涙の粒をつけて園子をにらむ。

「あなただって、すぐに引き離される。そうに決まってる」

　それから山科に向き直った。

「彼女とわたし、どこが違うの？　ふたりでいた時、あんなに幸せだったのに。愛してるって、何度も言ったのに！」

　オフィスが静まり返る。皆が息をのんで、あおいを見つめている。彼女の取り乱した様子に、全員が恐れをなしている。

　園子は、早く彼女をこの場から連れ出さないと、と焦りを感じていた。振り払われることを覚悟で、手を差し出す。

「あおいさん、落ち着いて。こちらで話しませんか」

　あおいが再び園子をにらみつける。

「あおい」

　一触即発の緊張感が漂う中、山科が声をかけた。

「以前、俺は君を確かに愛していた。楽しかったし、幸せだったよ。君は奔放で自由で、いつも笑ってた。君のおかげで、自分のひねくれた心がまっすぐになっていくのを実感した。大切だったし、これからも大切だ」

　あおいのこわばった肩から、少し力が抜ける。

「日本に帰ってきた時、君をあきらめた。確かに苦しんで、何度も君を夢に見て、でも最後には君をあきらめることができた」

　山科はそう言いながら、園子の肩を抱く。

　園子はびっくりして山科の横顔を見上げた。彼の表情からは強い意志が感じられた。

「でも、彼女だけは、あきらめられないんだ」

　あおいの顔から、戦闘的な気配が薄れていく。代わりに深い悲しみが広がった。

「どんなに反対されても？」

「ああ」

「一生結ばれることがなくても？」

「彼女が側にいてくれるなら、それでいい」

　あおいは「そっか」と力なくつぶやいた。

「わたし、なにやってんだろう。この何年間かは、全部無駄だったってことね」

　うなだれて、目が赤くなる。そこに、雑誌で見るようなモデルはいなかった。傷ついたひとりの女性がいるだけ。

「あなたは自分で輝ける人だって、ＴＳＵＢＡＳＡの社長が言ってました。自分で輝きたい人だって」

　園子は思わず口を出した。

　するとあおいは少し考えてから、小さく微笑んだ。さらに、社員に対して「お騒がせしてすみませんでした」と言って頭を下げると、振り返らずオフィスを後にする。

　彼女の姿が見えなくなったとたん、社内は一斉に騒がしくなった。

　山科は園子の肩から腕を外すと、社員に向かって「申し訳ありませんでした」と頭を深く下げた。その姿を見て、園子も同じように頭を深く下げる。

　園子は自分のデスクに戻ると、椅子に座って胸を押さえた。

『彼女だけは、あきらめられない』

　山科の言葉が耳に残っている。

　わたしだって、部長をあきらめられない。どんな結末が待っていようとも、彼が望むなら側にいよう。たとえ社長にひどく反対されても、側にいたいと訴えよう。

　そう決心した。

「やーん、園子。こっちがドキドキしちゃった。部長、めちゃくちゃ潔くて、かっこよかったー。惚ほれちゃったよぉ」

　紀子が椅子をコロコロと転がしながら、側に寄ってきた。

「もう……」

　園子は照れて、顔を赤らめた。

「朋生、なにふてくされてんの？」

　むすっとした朋生に向かって、紀子がからかうように声をかけた。

「うるせー。完敗だなって思ってただけだよ」

「そもそも勝てるチャンスがあるとでも思ってたの？」

「紀子、おめー、もうちょっと配慮しろよ」

　朋生が言うと、紀子は再び椅子をコロコロしながら彼の側へ回っていく。

「朋生のいいところ、わたしはよく知ってるからさ。安心しなって」

「くそぉ」

　朋生が紀子のお腹あたりに軽いパンチを繰り出す。

「愚痴なら聞くから、今夜飲みに行こ」

「お前が先につぶれんなよ」

「任しときなって」

　紀子が笑う。

　そんなふたりを見ながら、園子は思う。

　やっぱり紀子は朋生のことが好きなんじゃないのかな。

　そんなことを考えて、自然と笑みがこぼれた。










社長の欲しいもの




　ＴＳＵＢＡＳＡ化粧品の本社前に立つ。見上げると転んでしまいそうなほど大きなビルだ。

　山科とふたりでエントランスに入ると、花の香りがふわりと漂う。受付の女性は山科の姿を認めると、立ち上がって深く礼をする。彼も「お疲れさま」と声をかけた。

「社長にアポイントがあるんだけれど」

「伺っております。役員専用フロア直通のエレベーターでお上がりください」

　女性のきれいな手が、ホールの一番奥のエレベーターを指し示す。

　園子は山科の後ろについて歩いた。

　なんでも見透かしていそうなあの瞳に、再び対たい峙じするのが怖くて仕方がない。

『わたしが望むものを君は差し出すことができるか』

　考えてみたけれど、分からなかった。結局自分の中に残ったのは、彼の側にいたいという気持ちだけ。

　ガラス張りのエレベーターが、あっという間に高度を上げていく。山科が園子の手を握った。

「親父と話したんだな」

「はい」

「別れろって？」

「……それに似たことも言われました。でもそれだけじゃなくて、わたしに考えろって」

「考えろ？」

「部長の結婚はビジネスだから、山科家の利益になるものを渡せって」

「なんのことだろう」

「考えましたが、分かりませんでした。でもわたし、部長の側にいたいです。別れろと言われても、離れません」

　山科の指に力が入る。

「つらい思いをさせて申し訳なかった。君のことは俺が守るから」

「はい」

　その時、エレベーターが最上階のフロアへ到着した。

　眼鏡をかけた有能そうな女性秘書に案内されて、社長室へと向かう。

　グレーの絨毯には、塵ちりひとつ落ちていない。左の壁すべてが大きな窓になっている廊下は、端っこを歩くとそのまま落っこちてしまいそうなくらい、空との境目がなかった。

　園子は目の前を歩く山科の背中を見つめて、拳を握り気持ちを奮いたたせた。

　秘書が、重厚な木の扉を二回ノックする。「竹永コスメティックスの山科様がお見えです」と声をかけた。

「入れ」

　社長の声が聞こえる。

　山科と園子は、社長室へ足を踏み入れた。

　社長室は、園子のアパートをふたつくっつけても、まだ足りないくらいの面積だった。廊下と同様、左手は一面ガラス張りで、銀座の町並みが一望できた。

　手前には、高級そうなソファとガラステーブルの応接セット。奥には大きなデスクが鎮座し、社長が座っていた。

　園子は緊張のあまり、何度も息を吸い込む。

　デスクの上には、不思議なことにパソコンがない。まっすぐに置かれた厚手の手帳と万年筆のみ。

　窓と反対側の棚には、ＴＳＵＢＡＳＡがスポンサーをしているスポーツ選手との写真や、たくさんの賞状、トロフィー。そして、工場のような場所で社長が皇后陛下を案内しているような写真。その上、勲章まで飾られていた。

『四万人の人生を背負うことができないのなら、今すぐ達也から身を引いてほしい』

　社長のその言葉に実感が湧いてくる。あまりにも世界が違いすぎている。

　園子は恐怖で目の前が真っ白になった。

「社長であるわしが聞かなきゃいけない話か？」

　社長が静かな声で言う。

「はい」

　山科がうなずく。

「くだらんことなら、すぐに中断するからな」

「はい」

　山科は、手元の資料を社長のデスクに乗せる。

「竹永コスメティックスについてです」

「それは分かっとる。それで？」

　社長は資料をめくりながら読み始めた。

「ＴＳＵＢＡＳＡが竹永を買収したのは、商品が欲しかったからです。会社が欲しいわけじゃなかった」

「ああ。あんな企業価値の低い会社はいらん」

「竹永を見たところ、優秀な社員は思いのほか多数いました。竹永の社員でいることに、愛着も感じているようでした」

　社長がそこで目を上げる。

「くだらん情で動くのは、バカがやることだぞ」

「いいえ、情だけではありません。資料の末尾にあるデータを見てください」

　社長が再び資料に目を落とす。

「ＴＳＵＢＡＳＡ化粧品のような、大手の化粧品を好まない消費者がいます。それは、年々売り上げを伸ばしているＴＳＵＢＡＳＡであってさえも、その層を開拓することはできていません。アンケートを取ったところ、価格や品質の問題ではない。ブランドへの嫌悪感があるようです。商品うんぬんではなく『ＴＳＵＢＡＳＡの商品は買いたくない』というユーザーです」

　社長が「ふん」と鼻を鳴らす。

「もちろんＴＳＵＢＡＳＡの今後の課題として、そういったユーザーに対する啓けい蒙もうも必要かと思われますが、すぐの利益にはなりません」

　山科の声がひと際大きくなる。

「これまで買収した企業の商品には、ＴＳＵＢＡＳＡのロゴを入れて販売する形をとってきました。ですが、この購買層へのアプローチとして、ＴＳＵＢＡＳＡの名を完全に伏せて、別企業として売るという方法をご提案させていただきたいのです。第一段階として、竹永コスメティックスのクリームを竹永の名を残して売る」

　社長が資料から目を上げ、山科の顔を鋭く見つめる。

　園子はその眼光に恐れをなして、思わず息をのんだ。

「ＴＳＵＢＡＳＡの名前は出さないということだな」

「はい」

「それで、どれだけの売り上げを出せる？」

「資料の八ページ目をご覧ください」

　社長は再びじっくりと資料に目を通す。それから顔を上げて、ポンと机を軽く叩いた。

「ちょっとは使える案を持ってきたようだな」

「今後もこの方式を使って、ブランドラインを別会社化していくということも可能です」

　社長が薄い笑みを浮かべる。

「分かった。二年やる。お前が竹永で成功してみせろ」

「従業員の切り捨てや、ＴＳＵＢＡＳＡからの人材は必要ありません」

「好きにしろ。初年度で株価を安定させて、株主に還元できることを証明してくれ。竹永社長には、わたしから言っておく。おまえは営業部じゃなく、もっと会社全体を見渡せるポジションに変える」

「分かりました」

　山科の顔に、ホッとしたような表情が広がる。園子の張りつめていた気持ちも、少しだけ緩んだ。

「それで？　お嬢さんを連れているってことは、話はこれだけじゃないだろう？」

　社長は資料を脇に寄せると腕を組み、園子をその鋭い目で見つめた。園子の脚がすくむ。

「この案は、彼女なしでは提示できませんでした」

　山科が言った。

「彼女の支えなくしては、僕はここまで粘ることができませんでした。ヘアメイクへの連絡が取れなくなった時――」

　社長が鼻で笑う。

「ああ、あんな素人くさい手を使おうなんて、腹が立ったからな」

　山科もつられて自嘲の笑みを浮かべる。

「ＴＳＵＢＡＳＡに知られたことで、僕はもう終わりだと言ったんです。でも彼女はあきらめなかった」

　横に立つ園子を見ると、山科は優しく微笑んだ。

「見合いはもうしません。彼女以外の女性と結婚する気もありません。彼女と交際することを許してください」

　社長が園子に目を移す。

「お嬢さんは怖くはないか？　この男と一緒にこの会社を背負うんだ」

　園子は喉が絡まって、うまく声が出ない。でも必死に「怖いです」と答えた。

　山科が、安心させるような穏やかな微笑みを浮かべ、園子を見る。

「怖いです。すごく。今ここにいても、震えてきそうです。頭も真っ白だし、なんというか……」

　園子は一生懸命、言葉を繋げる。

「でも、山科部長の側にいたいです。側にいてほしいと言ってもらえるなら、なおさらです。わたしは特別いい家柄の出身でもなく、特別な学歴があるわけではありません。外見も華やかではないですし、ごく普通の人間です。たくさん考えましたが、社長に差し出せるものはなにもなくて……本当にどうしたらいいのか分かりません。でも、彼の側にいたいです」

　そこまで言い切ると、社長が笑った。その表情が信じられないほどに優しい。

「お嬢さん、君とのビジネスは成立だよ」

　園子は驚いて「は？」と間抜けな声を出してしまった。

「成立って……」

「息子をよろしく」

　社長が顔いっぱいに笑みを広げる。

「な、なんでですか？　わたし、社長の望むものを渡していません」

　園子は混乱して、そう訊ねた。

「もらったよ」

「え？　でも……わたしなにもしてない……」

　社長は山科に目を向けた。それは実の息子に向ける、温かなまなざし。

「こいつは、わしとこの会社から逃げるのに必死で、いつまでも覚悟がなかった。日本に帰ってきても、わしに言われるまま仕事をこなすだけで、なんの手応えもない。ＴＳＵＢＡＳＡ化粧品は株式会社だ。実力のないものに、後を継がせるわけはいかない」

「あ……」

　山科が思い当たる節があるような様子を見せた。

「ここに来て初めて、こいつは経営者の目線で物事を考え、従業員のために頭を働かせた。そんな息子を、お嬢さんがここに連れてきたんだ。わしが本当に欲しいものを、お嬢さんがくれた。園子さん、これからも、息子の側にいてやってくれ」

　園子の目が熱くなる。社長に深く頭を下げた。涙が頬を伝って、柔らかな絨毯の上に落ちていく。

「ありがとうございます」

　声を振り絞って言った。

「ありがとう、親父」

　山科もそう言って、笑顔を浮かべた。










旅立ち




「部長が社長になっちゃうなんてなぁ。でも、親の七光りだけじゃないもんね。部長、あ、違った、社長がこの会社を救ってくれたんだし。でも、営業部からいなくなっちゃったの、やだなぁ。わたし、ファンなのに」

　紀子が唇を尖らす。

　パソコンの画面に向かっていた園子は「ファンだったの？」と驚いた声を上げた。

　あれから一ヶ月。

　新社長就任の案件を、なんとか株主総会に間に合わせた。竹永社長は会長に退き、山科が代表取締役社長となることが、承認されたのだ。

　でも、二年限定の社長業だ。その後はＴＳＵＢＡＳＡの本社へ行くことが、内々に決まっている。

「園子はいいなあ。プライベートでも社長と一緒。ねえ、結婚するの？」

　紀子は無邪気に聞いてくる。

「さあ」

　園子は返事をごまかした。

　山科からはなにも言われていない。だから『結婚します』とは言えないのだ。

　ランチ終わりの、のんびりした時間。営業は出払っていて、事務方が何人か残るのみだ。

　すると突然、電話が鳴りだした。

「はい、竹永コスメティックスでございます」

　園子が電話に出る。

《女性ファッション雑誌『ミューズ』の編集を担当しております笹ささ原はらと申します。取材を申し込みたいのですが》

　園子は驚いた。勤めてから今日まで、そんな問い合わせは一度もなかったからだ。

「では、広報担当に回しますので、しばらくお待ちください」

　電話を保留にする。すると、再び電話が鳴り、紀子が取る。

　園子が広報部に回している間に、紀子も電話を保留にした。

「取材だって！」

　目をまん丸くして、紀子が言う。

「え？　どうしたんだろう突然」

　園子が言うや否や、次の電話が鳴る。瞬く間に、たくさんの電話が鳴り始めた。




　株主総会から一ヶ月ほど経った、夏も半ば。園子は山科のマンションにいた。

　最近は週末をこのマンションで過ごすことが多くなった。以前に輪をかけて仕事が忙しくなった山科を、このマンションでひたすら待つ。

　会社のトップにいるということは、自分の時間を削って会社に身を捧ささげることと同じ。園子は充分に理解していたが、それでもやっぱり寂しかった。

　ソファに座って、ファッション誌をめくる。

【海外セレブの間でブーム。日本製クリームの底力】

　そうタイトルがつけられて、竹永のクリームが特集されていた。

　あおいが海外のファッション業界の友人たちに紹介したことをきっかけに、広まったらしい。山科に『お願いしたんですか？』と聞いたが、首を横に振った。彼もまったく知らなかったようだ。

　あおいとはオフィスでの一件以来、一度も会っていなかった。雑誌の中の彼女は、あの混乱して泣いていた女性と同一人物とは思えないほど、相変わらず輝いて美しかった。

　鍵が回る音がして、扉が開く。

「お帰りなさい」

　園子は玄関まで迎えに行く。

「ただいま」

　山科がジャケットを脇に抱えて、部屋に入ってきた。

「お疲れさまでした」

「うん」

　とたんに、山科がぎゅうっと園子を抱きしめる。あまりに力が強くて、園子の身体が反り返った。

「疲れた」

「ビールありますよ」

「やった」

　山科は園子を離すと、ジャケットとカバンをソファに放り出す。まるで子供のように弾みながら、リビングのほうへと向かった。冷蔵庫を開けてビールを取り出す。

　園子はジャケットをハンガーにかけた。

　山科はプシュッと缶を開けると、半分ぐらい一気に飲んで「はあ」と息を吐いた。

「園子も飲む？」

「また意地悪言って」

　園子はあの失態以来、アルコールを飲むのをやめてしまった。もともと好きなほうではなかったし、それほど苦ではない。

　山科はソファに座ると、隣の席をポンポンと叩く。園子がちょこんと隣に座ると、すぐさま抱きしめた。

「癒される」

　園子の髪に顔をうずめて、山科がつぶやく。

「うれしいです」

　園子も自然と山科の背中に手を回す。こういう触れ合いにもだんだん慣れてきた。もちろん心拍は上がるけれど、緊張して固まるということはなくなった。

　でも山科はこれ以上触れてはこない。園子が『怖い』と言ったことを覚えていて、気を遣ってくれているのだろう。

「ああ、これ。雑誌の特集だな」

　山科がファッション誌を見つけて手を伸ばす。

　解放された園子は、なんだか寂しい気持ちになった。

　もっと触れ合っていたい。

　一瞬そんなことを思って、顔を赤らめた。

「ふたつの工場がフル稼働でも、足りないぐらいだな」

「そうですね。どうするんですか？　もし生産部の……」

　園子が話題を続けようとしたところで、山科がぱっと口を押さえた。

「仕事の話、ダメ」

「だって、達也さんが言いだしたんですよ」

　手の平の下で、もごもご抗議する。

「ごめんごめん」

　山科は笑うと、手の平の代わりに唇を寄せる。

　その時、ドアのチャイムが鳴る音がした。

「誰だ？」

　唇を離して、山科が首を傾げる。立ち上がり、玄関へ出向く。

　扉を開ける音、それから「あおい」と驚いた声が聞こえた。

　園子も驚いてソファから立ち上がる。そっと玄関のほうをのぞいてみた。

「あ、池山さん」

　あおいがハツラツとした笑顔を見せる。タンクトップに、スリムジーンズ。シンプルなファッションが、余計に彼女の輝きを引き立てていた。

「わたし、引っ越すの」

　あおいが言った。

「そうか」

　山科が静かに返事をする。

　あおいは笑みをたたえながら、山科と園子を見つめる。

「社長に認めてもらったみたいね。よかったわ」

「あおい……」

　山科が言葉に詰まった。

「あのバカ社長の言うことは、正しかった。わたしは自分で輝きたい人なのね。あの時引き裂かれなかったとしても、いつかはあなたの側から旅立っただろうと思う」

　あおいが少しうつむく。それから顔を上げて、ふたりを交互に見た。

「達也のこと、取り戻したくてたまらなかった。でも考えてみれば、あの父親を負かしたい、認められたい、その気持ちのほうが強かった気もする。とはいえ、やっぱり隣の部屋でいちゃいちゃされると腹が立つから、思い切ってパリに行くことに決めた。呼んでくれる事務所もあるし、わたし、もっと有名になるから」

「クリームを海外で紹介してくれて、ありがとう」

　山科が感謝を口にする。

「勘ぐらないでね。本当にいいと思ったから友人に勧めただけ」

　あおいは園子に向く。

「言ったでしょ。ずっと愛用してるって。あ、そうそう、明日は引っ越しのトラックが来るから、朝から騒がしいかも」

「分かった。日本へ戻ってきたら、連絡くれよ」

　山科が手を差し出すと、あおいは笑った。

「あはは。ダメだって、そんなこと言っちゃ。あなたのことをあきらめるのに、まだ時間がかかりそうなの。それに……池山さんが妬いちゃうわ。彼女を大切にしてあげて。じゃあね」

　あおいは、山科と握手をする代わりに手を振ると、隣の部屋へ戻っていった。










約束




　もう何度か一緒に夜を過ごした。ベッドの中でお互いの体温を感じながら眠りにつく。最初は緊張していて眠れなかった園子だったが、山科の胸に耳を当てて、規則正しい呼吸音を聞いていると、自然と安らいだ。

　ただ、腕を回して眠るだけ。山科はそれ以上のことを求めない。キスも軽く、こめかみや、頬に。〝おやすみの挨拶〟でしかない。

　このままでもいい。でも、もっと深く触れ合いたい気もする。

　最近の園子は、相反する気持ちが心の中に渦巻いて、夜が訪れると落ち着かなくなってしまう。

「支度できた？」

　鏡の前で化粧水をつけていた園子に、山科が洗面所の外から声をかけた。

「はい」

　いつかの出張で買った、おそろいのＴシャツを着ている。鏡の中の自分は、年齢の割に幼い。化粧を取ると、まるで中学生のようだ。

　洗面所を出ると、リビングの電気はもう消えている。ふたりは連れ立って寝室に入った。

　そこは青の世界。深い海を思わせる夜の色が、寝室を染めている。園子はベッドに腰掛けて、しばらくその美しさに心奪われる。

　すると、いつもはベッドに並んで座る山科が、園子の前の床に座り込んだ。園子を見上げて、そっと手を伸ばす。額にかかる髪を指で優しくよけて、園子の頬に手を当てた。

「気づくと、いつも君のことを考えていた。君のコロコロ変わる表情が、見たくて仕方がなくて」

　青い海の中で月光が反射して、山科の顔が白く光る。ポケットからケースを取り出した。

「他の誰かはありえない」

　そう言って、ケースからシルバーの指輪を取り出した。小さなダイヤモンドがついたリング。園子の手を取って、薬指にそっとはめた。

　園子の瞳が熱くなって、涙がひと筋、頬を落ちる。

「園子さん、僕と結婚してくれませんか？」

　園子は、指にはめられたリングをそっと撫でる。「はい」と静かに答えた。

　山科に安堵したような表情が生まれる。

　園子は無意識に身をかがめて彼にキスをした。

　手を握り合う。彼の長い指が、リングをはめた園子の指に絡まる。

　山科は腰を上げて、園子の頭を抱いた。

　長く深い口づけの後、唇が首をそっと下りていくと、園子は目を閉じて身を任せた。彼が触れるところが、痺れて甘い。

　Ｔシャツを脱ぐと、彼の髪が乱れる。首を振って、目にかかる前髪を払った。

　じらすような口づけを繰り返しながら、園子の身体をベッドに横たえる。両手で園子のＴシャツをたくし上げ、腕をなぞるように脱がした。

「怖い？」

　園子を見下ろしながら、山科が訊ねる。

「ううん」

　園子は首を振った。

　この時をずっと待っていた気がする。怖いけれど、でも怖くない。

　山科が園子の手の平に口づける。それだけで身体を歓びが走り抜けた。

　彼はゆっくりと園子のすべてに口づける。身体をなぞると、園子は思わず小さな声を漏らした。触れ合ったところの皮膚が熱い。

　唇を重ね、園子の髪に山科が指を入れる。

「怖かったら、やめてもいい」

　熱を帯びた口づけの合間に、彼が言った。

　彼の手が徐々に強さを増してくる。すべてを奪われ壊されてしまうような感覚に陥る。

「いいの。抱いて」

　これから起こることの予感に震えて、園子は耳元にささやいた。

「愛してるよ、園子」

　堪えるような声音で、彼もささやく。

　痛みはすぐに、感じたことのない感覚の渦へと変わった。汗ばんだ山科の腕にしがみつきながら見上げると、彼は愛おしそうに目を細める。腕を伸ばして園子の頭を抱き寄せると、深い口づけをした。

「愛してる」

　最後の波に飲まれながら、園子は小さく叫んだ。

　この人と死ぬまで一緒にいよう。愛しくて仕方がないのだから。誰よりも、なによりも、大切なのだから。

「ずっと側にいて」

　そうお願いした園子に、彼が汗で濡れた髪をかき上げて笑いかける。

「ああ、もちろん」

　その夜、朝日が部屋に差し込むその時間まで、ふたりは抱き合った。




　翌日。

　園子は竹永のクリームがたくさん入った段ボールを抱えて、階段をのぼる。指には、光る指輪。

「持とうか」

　後ろから声をかけられる。

「いえ、社長には持たせられません」

　園子は首を振る。

「妻を手伝うのは、夫の仕事だよ」

　山科はひょいっと段ボールを受け取った。

「ありがとうございます」

「会社だとよそよそしいな」

「会社ですから」

　園子はすました顔で言う。それからふたりで笑い合った。

　昨日のオフィスと今日のオフィスは、同じようでいてまったく違う。

　ふたりは、段ボールの影に隠れて、キスをした。

　だって今日からは、ふたりで歩いていくのだから。







特別書き下ろし番外編










ふたりで共に過ごす日々




「達也さん、起きて」

　朝六時。まだ窓の外は真っ暗だ。エアコンが切ってある寝室には、冷たい空気が沈んでいる。

　園子はベッドの横にひざまずき、布団からのぞく髪をそっと撫でた。

「ん～」

　返事だけ。まだ起きようとしているようには見えない。

「達也さん、遅刻しちゃう」

「ん～？」

　やっと身動きしたかと思えば、布団から腕が伸びて、枕を抱く。

「ブレックファストミーティングでしょう？　お迎えがそろそろ」

「ん」

　声に張りが出る。ちゃんと目覚めたようだ。

　園子はホッとして「あったかいお茶を入れるね」と言って立ち上がろうとした。その瞬間、ぐいっと腕を引っぱられる。あっという間に布団に引きずり込まれた。

「あ、ちょっ」

「寒いな」

　達也が寝起きのかすれた声で訴える。

「本当に今日は寒いの。あったかくして行って」

　布団の中で、厚手のセーターを引っぱられる。

「……園子、着込みすぎ。暖房つけたら？」

「つけたけど寒くって。わたし、寒がりだから」

　お湯を沸かす電気ケトルの音が、キッチンからかすかに聞こえてくる。

　達也がうつぶせのまま布団の外に顔を出した。寝癖のついた前髪をくしゃくしゃっとすると、大きなあくびをひとつ。それからまた、頭を布団の下に引っ込めた。

「寒くて顔も出せない」

「このお部屋も暖房いれようか」

　園子は、人肌に温められた布団から出ようとする。

「ダメ」

　達也にまた引っぱり込まれた。

「暖房より、このほうがあったかい」

　達也に後ろから抱えられると、時間が迫っているのも忘れて、思わず目を閉じてしまう。

「だって、また寝ちゃうでしょう？」

「園子と寝たいよ」

　背後から達也が言う。

「遅刻しちゃうかも」

「分かってるよ」

　達也は少し甘えたような声を出した。それから小さくため息をつく。

　園子は身体の向きを変えて、布団の暗闇の中、達也の顔を見上げた。

「忙しすぎるから、心配なの」

「大丈夫だよ」

「うん、でも……」

　ここ何ヶ月か、ちゃんとしたお休みを取れていない。

「今日は早めに帰るから」

　達也が額に軽くキスをする。

「もう一年も経っただなんて、信じられないな」

「そうね」

　入籍してから一年が経過した。

　園子は変わらず竹永で営業事務をしている。義父は『すぐにでも家に入れ』と言ったが、達也がそれを止めてくれた。正直仕事がなかったら、寂しさで気が狂っていただろうと思う。それくらい、達也はほとんど家に帰ってこない。

　達也が忙しいのには訳がある。そろそろ竹永から本社へと移るからだ。

　出かけるのは早朝、帰るのは深夜。睡眠時間はいつも三時間程度。こんな暮らしをしていたら、身体を壊してしまうんじゃないかと心配だ。

　達也がやっと布団から首を出した。それでもまだ、園子の身体を離さない。

「部屋を取ったよ」

「え？」

　驚いて身体を起こすと、達也が自慢げに園子を見上げる。

「結婚記念日だから、特別なディナーをしよう。営業部まで迎えに行くから」

　達也が園子を引き寄せ、胸に抱く。

「うれしい？」

「うれしい」

　パジャマの胸に抱かれると、自然と笑みが浮かんでくる。

「いつも寂しい思いをさせてごめんな」

　園子は首を振る。寂しいけれど、わがままを言って迷惑をかけてはいけない。

「俺はいつだって寂しい。本当はもっと一緒にいたいよ」

　達也の腕に力がこもる。

「うん、わたしも」

　園子の額にかかる髪をそっと上げて、達也がキスをする。

　達也が身体を起こして、園子を見下ろした。園子は手を伸ばして、寝癖のついた髪を指に絡める。

　達也の顔が近づいて、柔らかな唇が重なる。

「園子はあったかいな」

「達也さんもあったかい」

　ふたりは布団の中でキスを繰り返した。園子は自然と達也の背中に手を回す。

「もっとあったかくなること……する？」

　薄闇の中、達也がささやいた。

「……でも時間は？」

「気にしない」

　達也はセーターを頭から脱がせ、ベッドの脇に放り投げる。それから園子の乱れた髪を愛おしげに撫でた。

　手の平が頬に触れると、園子は手を重ねて唇を寄せる。

　達也さんのことが、本当に好き。

　園子のシャツを、厚手のスカートを、毛糸の靴下を脱がせる。

「何枚着てるんだ？　なかなか肌が出てこない」

　達也は笑いながら、ストッキングに手を這わせた。

「意地悪」

　達也の胸を、手の平で軽く叩いた。

　園子を包んでいたすべてがベッドの下に投げられると、達也の体温が園子を温める。

　さらっとしたシーツと、熱い肌の感触。繰り返される口づけに、だんだんと呼吸が早くなった。

　カーテンが徐々に朝日に照らされて、オレンジ色に染まっていく。

「抱きたい」

「うん」

　達也のこの表情が好きだ。自分にしか見せない、欲望に正直で無防備な顔。

「あっ……達也さ、ん」

　園子が悦びの前触れに身を反らせた瞬間、インターホンのチャイムが部屋に鳴り響いた。ふたりは顔を見合わせる。

　もう一度チャイムが鳴る。達也は口をへの字にして、大きなため息をついた。

「もう少し遅くたっていいのにな」

　園子はベッドから飛び出すと、慌ててセーターを羽織ってリビングへと急ぐ。乱れた髪を手で直しながらインターホンに出ると、案の定、達也のお迎えだった。画面に映った運転手に「すみません、すぐに下ります」と伝える。

　バスルームからシャワー音が聞こえてきた。園子はアイロンがけしたシャツとネクタイをハンガーにかけ、いつもの冷えたミネラルウォーターをテーブルに用意した。

　大きく開いた窓からは、一日の始まりを知らせる太陽が輝いているのが見える。

　園子は自分の腕で身体を抱きしめ、軽くため息をついた。身体が満たされなくて、ムズムズする。あんなに嫌悪していた行為が、今は恋しくて仕方がない。特別な人と重なることの充足感は、達也が全部教えてくれた。

「いい眺め」

　バスルームから出てきた達也が言った。シャツを羽織って、襟を直す。

　園子は自分がセーター一枚だったことを思い出した。慌てて裾を引っぱる。

「園子がもう少し薄着だったら、抱けたかもしれないな。脱がせるのに時間がかかりすぎた」

「ほんと、意地悪」

　達也のネクタイを直し、軽くにらんで頬を膨らませる。達也はその頬に軽くキスをして「スネないで」と笑った。

「じゃあ、行ってくる。会社で」

「うん。行ってらっしゃい」

「七時に営業部へ行くから」

「待ってる」

　玄関の扉が閉まると、静寂に包まれる。園子は寂しくなってうつむいた。

　会社のトップにいるのは大変だ。一日は二十四時間しかないのだから、なにかを犠牲にしなくてはいけない。分かってはいるけれど、それでもやはり、達也のいないマンションにひとりきりでいるのはひどく孤独だ。

「でも、今夜は一緒にいられる」

　うれしくて、声に出して言ってみる。

　久しぶりに、ふたりきりで夜を過ごせるんだ。

　達也が無理をして時間を作ってくれたことに、心から感謝した。リビングでひとり「よし」と声を上げる。

「今日も、がんばって働こう」

　気合いを入れて、出勤の支度をし始めた。




「結婚記念日、一緒に過ごせるの？」

　隣に座る紀子が、自分のことのようにウキウキと訊ねてきた。

「うん、たぶん」

　膝掛けを直しながら、園子は言った。

「よかったね～。今夜は帰ってきてくれるんだ」

「無理してくれたみたい」

　園子が言うと、紀子が「愛されてるなぁ」とため息をついた。

「紀子だって愛されてるでしょう？」

「どうだか」

　紀子はふてくされたように、背もたれに身体を預けて腕を組んだ。

　一年ほど前から、紀子と朋生は付き合っているのだ。

「えー、すごく大事にされてる感じがするけど」

　紀子はそこで、あからさまなため息をついた。

「浮気されてる」

　園子は驚いて「そんなバカな！」と大きな声を上げた。

　紀子はしっと唇に指を当てて周りを見回す。営業は出ている時間だが、事務の人間は数名、オフィスに残っている。

「ごめん」と小さく言うと、紀子のほうに顔を寄せた。

「でも、浮気だなんて……」

「最近、隠し事が多いの」

　紀子が悲しそうにうつむいた。

「この前も、遅くなるのは取引先と食事だからって言ってたのに、全然違ったのよ。三課の蘇そ我がさんに教えてもらった」

「彼に限って、そんな……」

　紀子の様子に胸が痛んで、思わず手を伸ばす。彼女の手を取ってぎゅっと握った。

「なにか理由があるのよ」

「どんな理由よ」

「それは……聞いてみれば？」

「無理っ。本当に浮気してたら、終わっちゃう」

　紀子がブンブンと勢いよく首を振る。

「紀子……」

　いつもは威勢のいい紀子が、すっかり落ち込んでいる。園子はたまらず「わたしが聞いてみよっか」と言った。

「……ほんと？」

「うん、ちょっと聞いてみるよ。きっと理由があるはず」

「ありがとう、園子」

　紀子は、園子の手をぎゅっと握り返した。




　ゆるかな午後のひととき。決算のバタバタが始まる前の、ちょっとした穏やかさ。

　今日は園子も残業せずに退社できそうだ。デスクの時計を見て、微笑む。達也の迎えまであと少し。

　そこに電話が鳴り響いた。紀子が取る。

「はい、竹永コスメティックスでございます」

　園子はパソコンの前に座って、明後日までに仕上げればいい仕事に取りかかろうとした。

「も、申し訳ございません」

　紀子の声がオフィスに響いた。園子は驚いて隣を見る。紀子の顔は驚きと恐れで凍りつき、電話越しに何度も頭を下げる。

「すぐに営業からご連絡させていただきます。……はい、おっしゃるとおりです。早急に対応させていただきますので、本当に申し訳ございません。……はい、失礼いたします」

　紀子がそっと受話器を置いた。

「どうしたの？」

　園子は身体を伸ばして問いかける。

「『東とう栄えいデパート』に、午前中納品の商品が届いてないって」

「本当に？」

「東栄担当は、朋生だよね。すぐに電話する」

　紀子が受話器を取った。園子の胸がざわざわとしてくる。

　東栄デパートのような格式の高いデパートに商品を置けるようになったのは、つい最近。竹永のコーナーを獲得するのに、本当に骨を折った。

　デパート用に高級ラインを開発し、竹永で初めて美容部員を配置した。すべてが初の試みだった。東栄デパートで成功すれば、また新しい竹永ブランドの形を作れると、担当の朋生は必死だった。

　電話を切った紀子が、落ち着かなさそうな顔をする。

「朋生くんはなんて？」

「……確認するって言ってたけど」

　紀子は心配そうに言った。

　しばらくすると、内線が鳴った。

「はい。池山です」

　園子が受話器を取る。

《生産部の能の代しろです。お疲れさまです。あの、東栄デパートの件なんですが……工場に確認したところ、高級ライン用の原材料が汚染されていたみたいで》

「え!?」

《それに気づいたのが今朝だそうで、工場の者が独断で商品回収を行って、流通を止めたらしいです。その対応で工場がドタバタしてて、こちらへの連絡が遅れたと》

「そうなんですか……東栄デパート用の製品は、生産量が少ないですよね。材料をそろえて新しく出荷するとなると、何日かかりますか」

《明後日の出荷になるかと》

「分かりました。担当に伝えておきます」

　園子は内線を切った。

「どう？」

　紀子が青ざめた顔で訊ねる。

「原材料汚染で、出荷を止めたって。最速で明後日の出荷」

「そうなの？　どうしよう……明日から東栄でコスメフェアやるよね」

「そうだね。最悪、出店は取りやめ……」

　大きな損失だ。東栄の信用も失う。どうしたらいいんだろう。

　営業事務の園子たちには、どうすることもできない。そわそわしながら時間が過ぎていく。

　四時過ぎ、背広を腕に持って朋生が営業部に帰ってきた。

「お疲れさま。どうなった？」

　紀子が立ち上がりながら、心配そうに訊ねる。

「東栄の担当者と話してきた」

　朋生は大きな音を立てて、椅子に座る。ネクタイを緩めて、汗がにじんだ額をぬぐった。

「今日の販売はなんとかなった。明後日出荷だと、明日のフェア分の商品が足りない。フェアの広告にもうちの商品を入れてもらってるから、穴を開けるわけにいかないって」

　こんな時、保存料を入れていない竹永の商品は弱い。大きなストックができないからだ。

「どうするの、朋生？」

　紀子が訊ねる。

「なんとかするよ」

　朋生が笑う。その笑顔に、園子は少しホッとした。

　大丈夫、朋生くんはパニックになってない。

　出先から戻ってきた営業たちも、東栄の件を聞いてどよめいた。やっと獲得した東栄での販売権を失うわけにいかない。

「新しい原材料を使って、すぐに生産できないのか？」

「原材料の調達は今日中にできるらしいけれど、ラインも汚染されてしまっていて、清掃するのに時間がかかるって」

「それでも丸一日ってことはないだろう？」

　侃かん々かん諤がく々がくの議論が、営業部で起こった。とにかく商品を明日の朝一番までに届けられないとアウトなのだ。




　午後六時。徐々に夜の気配がオフィスに入り込んでくる。

「あ、社長」

　営業部の誰かが声を上げた。

　扉のところに達也が立っている。朋生が立ち上がり、達也の下へ走る。それから「すみませんでした」と頭を下げた。

「見通しは？」

　達也が訊ねる。

「やはり、明日朝の納品は難しいようです。工場を夜間稼働させれば、昼の出荷には間に合うんですが……。これから東栄に行って、頭を下げてきます」

　朋生は悔しそうに言った。

「明日の分だけ、足りないんだよな」

「はい、化粧水と美容液の二点が足りません」

「分かった」

　達也は少し考えるように、天井を見上げる。それから「広尾のサロン担当は……三さえ枝ぐさ係長？」と言った。

　名前を呼ばれた四十過ぎの三枝係長は、大きな身体を揺らして慌てて立ち上がった。

「ＴＳＵＢＡＳＡのサロンに、竹永の高級ラインを納品してましたよね」

「あ、はい、入れています。でもサロン用なので、大きなパックで納品しました。個人消費用のパッケージではありません」

「納品は確か、二週間前ぐらい？」

「はい」

「じゃあ、消費期限は大丈夫だ。僕の記憶が正しければ、下の倉庫にサンプルボトルがあったと思う」

「それなら出荷できますね！」

　朋生が目を輝かせた。

　三枝係長が「サロンにすぐ確認します」と言うと、営業部は動きだした。

　達也はそれを確認すると、背を向けて営業部から出ていった。

「社長のおかげでなんとかなりそう！」

　紀子は涙目で、祈るように手を合わせた。




　午後七時までもう少し。

　園子は席を立って、非常階段へと向かった。鉄製の扉を開けると、スマホを取り出して電話をかける。

《もしもし？》

　達也の低い声が耳に心地よい。

「達也さん、今日ね……」

　園子は悲しい気持ちをぐっとこらえて、なるべく普通の声を出す。

「今日ね、まだ帰れないの」

《うん、分かってるよ》

「ごめんね」

　本当は泣きそうだ。せっかく一緒にいられると思ったのに、今日に限ってこんなトラブルが起こるなんて、神様は意地悪だ。

《会社のためにありがとうな》

「うん、がんばるね」

　電話を切ると、我慢していた涙が出てきた。

　一緒に暮らしているのに、すれ違いばかり。覚悟はしていたけれど、こんなにもひとりがつらいだなんて思っていなかった。

　園子は、冷たくなった手で涙を拭う。

「さあ、働こう」

　扉のノブに手をかけると、後ろから腕が伸びて園子の手を温かく包んだ。振り返ると、達也が立っている。

「達也さん」

　園子の胸にポッと灯りがともる。優しく腰を抱かれると、愛しさで満たされるような気がした。

「会社で待ってるから」

　達也が言う。

「うん」

　額にキスをされて、園子の頬がピンク色に染まる。

　達也はいつも園子をドキドキさせる。それは結婚して一年経っても変わらない。むしろ、より敏感になって、表情ひとつ行動ひとつにいちいち反応してしまうようになった。

「手伝ってやりたいけれど、立場が前と変わってしまったから、気軽に手伝えないんだ」

「うん、分かってるから」

　この仕事は営業部で行い、『乗り切りました』と社長に報告に行くべきものだ。

「山本なら、うまくやるだろう」

　達也が確信に満ちた声で言った。

　園子は身体を離して、達也を見上げる。

「みんな、山本くんを信頼してる」

「だろうな。目標も高いし、優れたリーダーになれると思うよ」

　園子はそこで、紀子の言葉を思い出した。

　浮気してるだなんて、朋生くんに限ってあるだろうか。

「ん、どうした？」

　達也が園子の顔をのぞき込む。

「あのね……」

　言っていいものか、迷う。達也は朋生の上司だ。評価に響くかもしれない。

「ううん、なんでもない」

　園子は首を振った。

　達也は怪け訝げんな顔をしたが、すぐに気を取り直して笑顔に戻る。そして園子の手の中に、温かくなった使い捨てカイロを入れた。

「寒がりの園子に、プレゼント」

　手の平だけでなく、心までじわりと温かくなった。園子は両手でカイロを包み込む。

「ありがとう。もう少しがんばるね」

「ああ」

　園子は手を振って、扉の中へ入っていった。




「あ、園子！」

　営業部に戻ると、紀子が「見つけた」と手を上げた。

「ごめんごめん、ちょっと電話かけてて」

　園子が言うと、紀子がはっとした顔をした。

「結婚記念日だ！　帰っていいよ、特別な日でしょ」

「いいの、大丈夫。達也さんも仕事だって」

　園子は笑顔を浮かべた。手の中には温かなカイロ。これだけで今は充分だ。

　会議室のテーブルには、ボトリングされた化粧品が段ボールに入れられている。まだ三分の一にも満たない。朋生はその前で腕を組んでいた。

「これをどうすればいい？」

　紀子が訊ねた。

「まだサロンでボトリング中なんだ。大きな機械じゃないから、時間がかかってる」

「ラベルは？」

「印刷業者に頼んだら、十時頃に納品してくれるって」

「そっか、それからシールを貼って……」

　営業部では、ほとんどの人間が残っていた。皆、東栄デパートには期待を寄せているのだ。

　時間はかかるかもしれないけれど、見通しはついている。きっと大丈夫。




　しばらく作業をしていると、秘書課の女性が「差し入れです」とビニール袋を下げて入ってきた。

「社長からです」

「おお、牛飯弁当。豪華～」

　みんなの顔が輝く。園子のお腹もぐうと鳴った。

「じゃあ、ちょっと休憩タイム」

　朋生はうれしそうな顔をして、お弁当のビニール袋をのぞき込んだ。

　園子と紀子は、みんなの分のお茶を用意し始めた。少し疲れてきたところに届いた、絶妙なタイミングでの差し入れに、自然と肩の力が抜ける。

　給湯室で紀子が軽くため息をついた。

「ほんとごめんね。せっかくのデートだったのに」

「大丈夫だって。達也さんは、家に帰ればいるもの」

　本当は家に帰っても、いつもいない。社長業の大変さが、結婚してやっと分かった。

「山科社長って、そろそろ本社に帰っちゃうんだよね？」

　紀子がお茶の葉を取り出しながら言う。

「うん」

　胸がじわりと痛くなる。

　この会社で出会って、この会社で恋に落ちた。だから、あの人の姿が社内から消えてしまうのが、寂しくってたまらない。

「会社で働いてる姿って、特別素敵よね。さっきだって社長、本当にかっこよかった」

　紀子の顔がうっとりする。「妻帯者じゃなければよかったのに」と園子の顔を見て、ぺろっと舌を出した。

「紀子も朋生くんの働いてる姿、見てるじゃない」

　園子が指摘すると、ぷっと膨れる。

「あんなヤツ、知らん」

「浮気じゃないと思うけどなぁ」

「知らん知らん」

　紀子は耳を塞いで、首を振った。

　差し入れのお弁当はおいしかった。お肉が柔らかくて、高級な味がする。

　会議室のダンボール箱の横で、長い会議机を四角く並べてみんなで食べる。印刷されたラベルが来るまで、もう少しだ。

「さすが、社長」

　三枝係長が空っぽのお弁当箱を前に、満足気に言った。

「俺たちを責めるわけじゃなく、信頼して任せてくれた。それに、このサポート。俺の憧れだ」

　朋生がふうと息を吐く。

「おい、まるで恋する女みたいなこと言って」

　誰かがからかった。

「バカ言うなよ。あんなリーダーになれたらいいなって、そう思うだけだよ」

　朋生は笑いながらお茶を飲む。

　園子がふと隣を見ると、紀子がなんとも切なそうな顔をして、朋生を見ていた。

「だからか？　突然、大学院に行くなんて言いだしたのは」

　朋生の同期である営業のひとりが言った。

「え、大学院？」

　紀子が驚いた声を上げる。

「突然さ、ＭＢＡを取るって言いだして。なんか付き合ってる女の子と一緒になるために、もうちょっと自分をランクアップさせるとかなんとか。それで夜、学校行ってるんだよな」

　同期に暴露されて、朋生の顔がみるみる赤くなる。続いて、バツの悪そうな顔をした。

「言うなよ、ここで」

「照れるなよ、別にいいだろう？」

　同期が、訳が分からないというように首を傾げた。

「バカ」

　紀子が小さく言った。みんなが一斉に彼女を見つめる。

　朋生が困ったような顔をして周りを見回す。

「もしかして米崎さんって……」

　事務の女の子は、興味津々という様子で紀子と朋生の顔を見比べる。

　朋生が参ったというように顔を覆った。

「なんでなにも言わないの？」

　紀子は朋生に向かって、スネるような声を出した。

「取れなかったら恥ずかしいだろ」

「嘘をつかれて、こっちはいろいろヤキモキしたんだから。もう、知らん」

　紀子はぷいっと横を向く。しかし、ふてくされたような顔は、言葉に反して赤く染まっている。

「ほら、言ったじゃない」

　園子が軽く紀子の手を叩く。

「うん、だね」

　紀子はそう言って笑った。

「すいませーん。印刷所から来ましたー」

　営業部の入り口から、大きな声が聞こえてきた。

　紀子は赤い顔のままさっと立ち上がると、「はーい」と明るい声を出して会議室を出ていった。

　朋生の顔もまだ照れているようで、落ち着かない。

「じゃあ……あと少しなんで、お願いします」

　そう言って、皆に頭を下げた。




　ボトルにラベルを貼って、箱詰め。個数を確認して、納品伝票を印刷し終わったのは、深夜十二時だった。

「ありがとうございました。思ったより早く終わりました。皆さんのおかげです」

　朋生が深く頭を下げる。

　紀子はうれしそうな顔で朋生を見ている。そんな紀子を見ていると、園子まで温かな気持ちになった。

　みんなが帰り支度を始める。園子もパソコンの電源を落とし、若草色のコートを羽織った。

「園子、ありがとう」

　紀子が言った。

「間に合ってよかったね」

「とんだ結婚記念日になっちゃって……社長にも謝っておいて」

「紀子のせいじゃないし、それに、こんなことで怒ったりしない人だから」

　園子が笑うと、「いいなぁ」と紀子がうらやましそうな顔をする。

「誰が『いいなぁ』だって？」

　朋生が紀子の頭をコツンと叩いた。

「お前には俺がいるだろう？」

　ふたりのじゃれ合いを見て、園子の顔に自然と笑みが浮かぶ。

「朋生くん、お疲れさま」

　園子が笑いながら声をかけると、朋生が照れたような顔をした。

「社長が言ってくれたんだ。ゆくゆく竹永を引っぱるのは俺だって。『今のうちに勉強しておけ。女の子を幸せにしたいと思っているなら、なおさらだよ』って。あの人、本当に最高だな」

　朋生が微笑む。

「最高でしょ」

　園子が言うと、紀子が「まったくのろけちゃって」とからかった。

「山科さーん、お迎えだよー」

　事務の子に声をかけられた。

「はーい」

　振り向くと、達也が営業部の扉付近に立っている。手には、大きなバラの花束。真っ赤な花の向こうで、少し恥ずかしそうな笑顔を見せる。

「お疲れさま」

　園子は紀子と朋生に挨拶すると、達也の元に駆け寄った。

「迎えに来たよ」

「うん」

　達也は両手に余るほどのバラを園子に渡す。甘くて美しい花の香り。

「社長、ありがとうございました」

　近づいてきた朋生が、深く頭を下げた。

「こちらこそ、ありがとう。山本ならうまく乗り越えると思ってたよ」

　紀子も朋生の横に立つ。

「園子、結婚記念日は過ぎちゃったけど、今夜は楽しんでね。あ、明日は少しくらい遅刻してもいいですよね、社長」

　紀子の言葉に、「遅刻分は給料から引けばいいか」と達也は笑った。

「じゃあ」

「お先に失礼します」

　ふたりはそろって営業部を後にした。




　年季の入ったビルのエントランスを出ると、迎えの黒い車が目に入った。

「ご自宅ですか？」

　白い手袋をした運転手が訊ねる。

「園子、どっちがいい？」

　後部座席にふたり並んで座った。達也の長い指が園子の指を強く握る。

「部屋もまだキープしてある。でも、近いのは自宅マンション」

　園子は達也の顔を見上げて、恥じらいながら「自宅」と答えた。

　時間が惜しい。すぐにでも抱き合いたい。

　車が動きだし、座席が細かく振動する。園子の胸もつられて震える。繋いだ指先が熱くて、じりじりしてきた。

　今朝のベッドでの出来事を思い出す。明け方の薄闇の中に浮かび上がる、達也の腕、肩、胸。園子の襟足を指でかき分けて、首に手を回したその感触。昔の自分からは考えられないほど、横に座る男性を欲している。

　ちらっと達也を見ると、視線が合う。絡めていた指が解かれると、手の平で園子の手全体を握りしめた。

　今すぐにでも、この人が欲しい。

「カイロ、役に立った？」

　なんでもないような会話がされる。ほんのちょっとの刺激で爆発してしまいそうな空気に、違和感のある言葉のやり取り。

「うん、あったかかった」

　園子の声が、少しかすれた。

　車は大通りを抜けて、左に曲がる。しばらくすると、街灯がポツポツとともる閑静な住宅街の中に、低層マンションが見えてきた。

　エントランスに車が停まり、運転手が降りてドアを開けた。

　冷たい夜の空気が園子の頬をさし、ピリッと痛い。達也が降りて、園子に手を差し伸べる。園子はその手を取った。

「また明日、いつものお時間に参ります」

「よろしく」

　エントランスに入り、右手のエレベーターホールに進む。深夜のロビーは空気が不思議とクリアで、誰の気配もしない。達也と園子のふたりだけ。

　エレベーターの扉が開くと、ふたりはわざとじらすように、ゆっくり乗り込んだ。狭い空間に、濃厚なバラの香りが充満する。

　園子の心臓は、限界の速度で動いている。

「寒い？」

　エレベーターに、達也の声が響く。

「ううん」

　園子は首を振った。

「寒がりなのにな」

「今は、寒くないの。だって……」

　ねだるような言葉を言ってしまいそうになり、園子は口を閉じた。

　ポンと音が鳴って、最上階である三階に到着した。エレベーターが開き、右一面を覆うガラス窓からは、夜の星が見える。ふたりは廊下に敷かれた絨毯に足を踏み出した。

　突き当たりの部屋が、ふたりの自宅。達也がポケットから鍵を取り出し、扉を開けた。園子の背中に手を添えて、部屋の中へ促す。

　真っ暗な室内に飲み込まれるような気がして、園子は思わず大きく息を吸い込んだ。

　鍵がカウンターに置かれる音。そして、沈黙。

　園子の耳に達也の唇が触れると、ビクッと身体が反応し、手から花束が滑り落ちた。息が止まる。

　無我夢中で繰り返されるキス。靴を脱ぎ捨て、家に上がる。玄関の姿見が暗闇に光り、もつれ合うふたりが視界に入って、消えた。

「すごく抱きたかった」

「わたしも、抱いてほしかった」

　コート、ジャケット、腕時計。次々と廊下に落ちていく。

　いつも優しくて紳士的な達也に乱暴に求められると、なにも考えられなくなる。自分のすべてを欲する、その貪欲な手に翻弄されて、思わず大きな声が出た。

　達也は半裸の園子を抱えて、寝室に連れていく。

　冷えた室内に、熱い息。達也の首にしがみつくと、胸もとへの愛撫が始まる。肩を掴み、爪を立て、声を上げる。

　ベッドに投げるように下ろされる。見上げると、会社では見たことのない男性がいた。髪をかき上げ、園子を頭からつま先まで視線で犯す。

　園子は唇を噛んで、その瞳に耐えた。身体の中心から溶けていってしまうような感覚に、自分がどんどん現実から離れていくのが分かった。

　現実から、彼だけの世界に。

　達也は人差し指でネクタイを緩め、ワイシャツのボタンを外す。ベッドに膝をつくと、スプリングが軋きしむ。『逃がさない』とでも言うように、強い手が園子の手首を押さえた。

「怖い？」

　見下ろす達也の低い声が、室内に響く。

「うん、怖い。だって、我を失いそうだから」

　園子がそう言うと、達也の唇に笑みが浮かんだ。

　なぜこの人になら、なにをされてもかまわないと思うのだろう。激しい時のほうが、かえって深い幸福感に満たされる。

　舌の柔らかな感触、肌と肌がぶつかり合う痛み。お互いの汗が、徐々にシーツを濡らしていく。繋がって、溶けて、混ざり合う。

　肩を押さえつけられ、身動きができない。枕を掴んで、喘あえいだ。

「足りない。もっと……」

　達也が息を切らせてつぶやいた。

「ずっと欲しかった。家で、会社で、園子の髪のひと筋が視界に入るだけでも、耐えられなくて」

「……わたしもずっと、こうやってめちゃくちゃにしてほしかった」

　もっと深く、ずっとずっと奥まで。

　重なる唇の隙間から、小さな声が漏れ出る。

「気が狂いそうだ。こんな……もう……」

　達也が園子の身体を、壊れるほどに強く抱きしめた。最後の吐息が首筋にかかって、園子の背中を快感が走り抜ける。

「愛してる」

「わたしも、愛してるわ」

　一緒にいられる時間は短くとも、こうして肉体的な歓びと心の喜びが繋がる時、ふたりは〝永遠〟なんだ。




　カーテンの隙間から弱い光が射し込む中、達也の腕の中でまどろむ。

　規則正しい寝息が聞こえる。園子はそっと手を伸ばし、ベッドサイドの時計を見た。

　朝六時、少し前。

「あ、アイロンかけなくちゃ」

　園子は達也を起こさぬよう、そっとベッドから外に出ようとした。

「どこ行くの？」

　あっけなくまた、ベッドの中に引き戻された。たくましい腕が園子に絡んで動けない。

「朝だから、支度を」

「もう？」

　達也が時計を見て、心底がっかりした顔をした。

「なんだよ……。時間が経つのが早すぎる」

　髪をくしゃくしゃっとして、大きなため息をついた。

「でも、あと半年もしたら本社に異動する。今はふたつの会社を見てるから大変だけど、そうなれば少し緩くなるはずだから。もうちょっと早く家に帰れるようになるかな」

　達也が園子の髪を指で弄ぶ。

「でも、夜ごはんを一緒にっていうのは……難しいのよね」

　答えは分かっているが、思わず聞いてしまった。

　達也が申し訳なさそうな顔をする。

　人の上に立つということの責任は重い。家庭は二の次だということも、この一年でよく分かった。今までは日中の姿を見ることができたけど、これからは……。

　園子の胸がずきんと痛んだ。

「……寂しい？」

　達也が優しく微笑んで、園子を引き寄せた。ふたりの胸が重なり合って、鼓動がリズムをそろえる。

「……うん。でも大丈夫」

　会社で会えなくなるだけだ。休みの日には一緒にいられる。でも……。

「言いたいことがあるなら言ってほしい。我慢しなくていいんだ」

　達也が園子の頭を愛しげに撫でる。

　達也さんは、いつもわたしのすべてを受け止めようとしてくれる。こんなに素敵な人、他にいるだろうか。

　園子の瞳に涙がにじんだ。

「もっと一緒にいてほしい」

「うん」

「ひとりきりでここにいると、寂しくてたまらないの」

「うん」

「会社でも姿を見かけられなくなるって思ったら、どうしたらいいのか……」

　達也は園子の頬を両手で挟んで、ゆっくりといたわるようなキスをする。園子も達也の首に手を回した。

「ごめんな、本当に」

「うん」

「どうだろう。ひとつ提案があるんだけど」

　達也がそう言って、園子の瞳を見つめる。

「なに？」

「家族を増やすっていうのはどう？」

「……ほんと？」

　園子は身体を少し起こして、真剣な眼差しの達也の顔を見た。

「うん。そうすれば、園子がひとりきりってこともなくなるだろ。もちろん、俺ももっと家庭に時間を使えるように、努力するし」

　達也が改まったような言い方をするので、園子は思わず微笑んだ。

「いい考えだと思う」

「よかった」

　達也が幸せそうに笑い、園子の唇に軽くキスをする。それからしばらく考えて「もう一度抱いていい？」と聞いた。

「時間は？」

「気にしない」

　達也があっという間に園子を組み敷く。園子は幸せな気持ちで、達也の身体を抱きしめた。

　そこに、ピンポーンとチャイムの音。

　ふたりは見つめ合って、仕方ないというふうに笑った。

「またお預けだ」

　達也が肩をすくめる。

　園子はベッドから飛び出し、クローゼットからＴシャツを取り、上から羽織る。それから「はーい」とインターホンへと走った。




　また、幸せな一日が始まる。

　ふたりで一緒に過ごす日々が――。





【完】












あとがき




　こんにちわ。そうようまま改めまして、颯陽香織と申します。どうぞよろしくお願いいたします。




　この度は『会社で恋しちゃダメですか？』をお手に取っていただき、ありがとうございました。

　今回、とにかく理想の恋愛を描こうと、真剣に取り組みました。

　――こんな男性と恋愛できたら。こんな結婚ができたら。

　そんな夢を詰め込んで、最後まで書き切りました。わたしは、みなさんにその夢をちゃんと伝えることができたでしょうか。みなさんが主人公と一緒に、幸せを感じてくださったのなら、書き手として本当に幸せです。

　また、この幸せを続けたくて、つい子供に恵まれた後のお話も書いてしまいました。現在、小説サイト『Berry's Cafe』にて『ある夏の一日』というタイトルで公開しています。お時間のある方は、ぜひ一度のぞいてみてくださいね。

　ちなみに、この作品に出てくるＴＳＵＢＡＳＡ化粧品の社長は、わたしの祖父をモデルに書きました。彼は、小説の中そのままに、威圧感のある怖い人だったのですが、「おじいちゃんをモデルに小説を書いたよ」と夢で報告したら、優しく笑ってくれたんです。とても懐かしくて、思わず涙が出てしまいました。




　この作品を出版するにあたり、大変お世話になった編集部の皆様、サイトの読者の皆様、この本を手に取り読んでくださった皆様、それからこの作品を書けるだけの知識と経験をくれた家族に、心より感謝いたします。




　自分にこんなすばらしい機会が与えられるなんて、ほんのちょっと前までは少しも想像していませんでした。今でも信じられません。

　本当にありがとうございました。





颯そう陽よう香か織おり









この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。










会社で恋しちゃダメですか？
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